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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







口絵・本文イラスト　茨乃




　ｃｏｎｔｅｎｔｓ







幕前




第一章『卵がさき』


第二章『終夜教室』


第三章『フィフティーンズ・モンスターズ』




幕後







　あとがき









　幕前







　夜。


　アイは月を横切った。


　乾かわいた空気がコートの裾すそをはためかせ、宙を漕こぐ足のむこうは十メートル先までなにもない。月は溶とけ消える寸前の氷のように薄うすく冷たく、闇やみは覗のぞいた墓穴とまったく同じ暗さでぽっかりしている。灯あかりは遠く、足あし下もとの歩ほ哨しようがもつささやかな松たい明まつそれ一本だけだった。


　アイはその、小さな灯りを飛とび越こえる。


　横よこ殴なぐりの風がびゅうと吹ふいた。風はアイの体をばたばたと煽あおってバランスを崩くずそうとする。コートが泳ぎ、背筋が冷え込み、麦むぎわら帽ぼう子しがばたばたとあばれてふわりっと──


　なんとか右手が間に合った。


　おかげで鼻を打ってしまった。


　ごちん。


「たたた──」


　オルタス城、城じよう壁へき、その壁面に張り付きながらアイは器用に鼻をさすった。幸さいわい鼻血はでていないようだ、それでも鼻び腔こうの奥おくがすこし錆さび臭くさい。すんすんと鼻をすすり、帽子をぽんと叩たたいて気持ちを入いれ替かえる。むん！　と気合いを入れて両手を動かして壁かべを登る。


　頂上にはずらりと鬼瓦ガーゴイルが並んでいた。アイは右の牙きばが欠けている愛あい嬌きようのあるやつにロープを結ぶ。


　ロープは背後の──今しがたアイが侵しん入にゆうし、脱だつ出しゆつしてきた塔とうへと繫つながっていた。


　ぐいぐいぐいと合図を送る。


　ぐいぐいぐいと合図が返ってくる。


　そのまましばらく。アイは背後を睨にらんでじーっと待った。宙を繫ぐロープはまっすぐにのびて闇の中へと吸い込まれている。


　その、闇からふわりと、ひとりの女性がまろびでた。


　傷ス持カちーだ。


　傷ス持カちーはふんわりとした寝ね間ま着きに上うわ掛がけを纏まとい、月光にすら透すけるうすい絹きぬを穿はいていた。意地の悪いオルタスの夜風はその、あたたかな布ふ団とんの中でこそ相応ふさわしい衣い装しようをひゅうひゅうと嗤わらい、足下を掬すくおうと裾をまくってロープをきしませる。


　しかし、傷ス持カちーの足取りはびくともしなかった。傷ス持カちーはその胸に赤子──セリカを抱いだき。仄ほの白じろいふくらはぎを月下に晒さらしてひたひたとあるく。


　その姿はまるで、天のひとのようだった。


　やがて「たしっ」と鬼瓦ガーゴイルの額を踏ふみ、傷ス持カちーは城壁に立って鋭するどくわらう月あかりを浴びた。


「……どうしたのです？」


　天てん女によに呼びかけられ、アイはハッとわれにかえり、あわてて自分も城壁にあがる。


「い、いえ、なんだか、傷ス持カちーさんの雰ふん囲い気きがずいぶん変わってしまった気がして……」


「……そうですか？」


　傷ス持カちーはすこし悲しげに首を傾かしげた。アイは、そのような動作こそがなにかの証明のように思えて、その原因となったちいさな生き物を見つめた。


　セリカは母親の腕うでの中でぐっすりと眠ねむっていた。


「剛ごう胆たんな子ですね。まるで目を覚ましません」


　それを聞いて傷ス持カちーは子を褒ほめられた母のようにふっと微笑ほほえんだ。


「ええ、そうなのです。この子は『お腹なかが空すいた』以外の理由では、まったく泣かない子なのです。──まるで成長以外の無む駄だな体力は使いたくないと言わんばかりの、食くいしん坊ぼうです」


「それは共感が持てますね」


　アイはあたたかな布にくるまれる赤子をこちょこちょとくすぐって嫌いやがられる。


「……本当にいいのですか？」


　アイは聞いた。


「はい」


　傷ス持カちーは答えた。


「分かりました。……いきましょう」


　その言葉と共に二人は動き出した。アイが先行し、傷ス持カちーが追う。墓はか守もり達は城壁の凹おう凸とつを流れるようにして地面へと落ち、一いつ瞬しゆんもとどまることなく空から堀ぼりの上空を飛んだ。綺き麗れいに整地された白砂の斜しや面めんを這はうように走って、蟻あり地じ獄ごくのような坂を上る。恐おそるべき事にここまで無音。二人の墓守が残した痕こん跡せきは砂面のわずかな歪ゆがみだけだった。


　大通りは影かげ絵えの世界のようだった。


　空堀の縁ふちから向かいを見る。昼は車と死者で賑にぎわう通りはいま、夜の世界にあって舞ぶ台たい裏うらのように顧かえりみられずに凍こおっていた。三日月は閉園を告げるランプのようであり、石いし畳だたみは処女雪のように誰だれかに踏まれることを拒こばんでいる。電灯は警備員のライトのようで不心得者を拒んでいる。遮さえぎる物のない四車線。


　アイはふーっと息を吐はいてタイミングを計る。歩哨はいまは見えない。この時間に丁ちよう度ど、シフトの入れ替えが行われるはずなのだ。


　そのはずだ。


　ええい！


　どうか見張りがいませんように。どうか人に見られませんように。そう願いながら通りへ出た。





　二十分のような二秒が過ぎた。





　二人は上かみオルタスの路地に飛び込む。あれっぽっちの距きよ離りで息が上がっている、心臓がばくばくと鳴っている。いま、この瞬間にでも「誰だれだ！」と誰すい何かの声が上がる気がする。


　五分待った。


　そんな事は起こらなかった。


　二人はゆっくりと、そろりそろりとその場を離はなれた。角かど辻つじのひとつひとつでビクビクし、後ろをなんども振ふり返かえりながら暗がりをすすんだ。なんだかすごく恐こわかった。


　だから、打ち合わせた場所に、打ち合わせたとおりのあおい車があったとき、アイは泣きたくなるほど嬉うれしかった。


「こっちだ。乗れ！」


　最後の直線を全力で走り、手を伸のばすキリコを反対側のドアまでぶっ飛ばして転がり込む。


「むぎゃっ！　つっ！　──ユリーさんっ！　出して！」


　足の下にいるキリコが声を上げる。


　ユリーが何も言わずにアクセルをふんだ。車はゆっくりとライトを東に向けて、法定速度を完かん璧ぺきに守ってオルタスの丘おかを下り始める。


　車内を無音が支配する。


　街灯の灯りが三さん拍びよう子しで走りさり、窓ガラスはまるで川底から見る水面みなものようにぬらぬらと揺れていた。アイは、なだれ込んだままの姿勢でじっと、それを見ながら時をすごしていた。ちょっとでも喋しやべったり動いたりしたらなにか悪いことが起きる気がした。他ほかの人間も同じ気持ちなのか、キリコも座席の下に蹴り込まれて文句もいわない。


　その、警けい戒かいしすぎの空気を壊こわすように、まっしろなノートが掲かかげられる。


〝おねえちゃんは、だいじょうぶ？〟


　後席から目め枷かせと口枷の少女──ウッラが顔を出していた。アイ達はそれを見てようやく緊きん張ちようをとき、のろのろと居住まいをただした。


　傷ス持カちーは姉──セリカをそっと妹へと手て渡わたす。妹はそれを、しっかりと抱だきしめて頰ほおをよせた。セリカは妹の、死の抱ほう擁ようの中で無む邪じや気きに笑った。


　他の者達はじっとそれを見ていた。


　車内は暗く、ごちゃごちゃにとっ散らかって整然とせず、隣となりの人の体温は温かく、ひとりひとりのにおいまでかぎ分けられるほど近かった。そこはなにか、違ちがう種族の動物たちが偶ぐう然ぜんに寄り集まってできた巣のような、そんなあたたかさに満ちていた。


「本当に、行くのか……」


　キリコが、アイが先さき程ほど城壁の上でしたのと同じ質問を、傷ス持カちーにした。


「はい」傷ス持カちーはこくりと肯うなずいた。


「そうか……」


　とキリコは答え、無理もないなとここ一週間のことを思い出した。


　──一週間前、あの、地の底でセリカが生まれ落ちたのち、もっとも早く動き出したのはオルタスの老人達だった。黒く腐くさった腹をもつ彼らはその業ごう腹はらでもって考えた。生まれえぬはずの子供が死し霊りよう都市で生まれた。その意味を考えに考えた。


　なにか、意味があるはずだろう。と。


　自分たちに石を投げた生者達が血ち眼まなこになって捜さがしていた赤子。それが死オ者ルのタ街スに生まれたことに、そこに必ずや運命が、


　天命が、


　因いん縁ねんが、


　そういったものがあるはずだと、奇き跡せきの続きがあるはずだと、そう彼らは考えた。


　しかしそれがなにかは分からない。年老いて渇かわいた脳みそに新しい考えは浮うかばず、生前は黒々と光って権けん謀ぼう術じゆつ数すうを捏こねらせた腹も瘦やせて縮こまるのみだった。


　彼らには考えられなかった。その奇跡が彼らのものではないなどと、


　キリコにもウッラにも、そして当然アイ達にも分かっていた事が、彼らには分からなかった。セリカがあのとき生まれ落ちたのはただ、己おのれのためで、すべての生命がそう望むように「生きたかった」だけだったのだと。


　オルタスのためでも、老人達のためでもなく、ただ、セリカは生まれ落ちた。


　そんな当たり前のことが、彼らには分からなかった。


　老人達は傷ス持カちーとセリカをすぐに、アイ達はおろか、ウッラからも切り離しにかかった。他者と会わせないようにし、母子をオルタス城の東塔に押おし込めた。


　オルタス城、東塔。それは西塔──ウッラの塔と対ついになる塔だった。そのことに、おそらく老人達はなんの含ふくみもなかったのだろう。ただ、「場所があったから」というだけで、親子をそこに入れたのだろう。


　しかし、この期ごにおよんで、妹を騙だますために作られた籠かごと対となる塔に母子を押し込める。その精神はウッラ・ヘクマティカの怒いかりを買った。彼女は自分が騙されることは許せても、他人が、まして姉が騙されることまで許す人ではなかった。


　ウッラは城の奥深くで孤こ独どくな戦いを始めた。今まで使うことを避さけていた黄金の錫杖おうぞくのけんりを振るい、せめて傷ス持カちーがオルタスで自由を得られるようにと働きかけた。


　結果は散々なものとなった。


　もとより見せかけだった死者の姫ひめの権力は「いい機会だ」とばかりに奪うばわれ、老人達はコロシオハケを完全な偶ぐう像ぞうにすべく国政から切り離した。


　かくて檻おりは完成した。オルタス城は西──落日の方角に死の神を、東──旭きよく日じつの方角に生の神を抱いだく神話の場所と化した。ウッラ・エウレウス・ヘクマティカはもはや一人の少女でも姫でもなく、神々の一部とされ、下界との関かかわりを封ふうじられた。


　老人達はふかくふかく満足して腹を撫なでた。


　ウッラはしょんぼりと項うな垂だれて──もはやそれすらも困難な中で──アイと会い『傷ス持カちーを助けられなかった』と伝え、謝あやまった。


『じゃあ、さらっちゃいましょう』


　アイの返答はただ、その一言だった。


『夜よ逃にげです』


　そうしてアイは真っ正面からオルタス城へ突とつ撃げきし、壁かべをよじ登って歩ほ哨しようの頭を飛とび越こえ、傷ス持カちーの部屋に忍しのび込んでセリカに『いないいないばぁ』と『たかいたかい』をして一いつ緒しよにここまで逃げてきた。


　キリコはそれらすべてのことを『どきどきしました』の一言で片付けた少女をみながら、溜ため息いきを吐つく。


（僕たちは、いったいなにをしてたんだろうねぇ……）


　いざとなれば、こんなに簡単に傷ス持カちーを自由に出来たのだ。


　ちらりと姉を抱くウッラを盗ぬすみ見みる。彼女も、どことなく肩かたが落ちてしょんぼりとしていた。


　アイたちはこのあと、オルタスを出る。


　──本当は一緒にいて欲ほしいのに。そんなウッラの思いが聞こえるようだった。


「傷ス持カちーさんは、それでいいの？　オルタスの思おも惑わくは確かに汚きたないけど。でもそれ故ゆえにあなた達の生せい命めいは絶対に守るよ。……でも荒こう野やではそうはいかない」


「わたしは──」


　傷ス持カちーは抱き合う姉し妹まいを見つめて眉まゆを顰ひそめていた。その表情は石面のようだった以前とはまるで異なり、感情の色がべったりと塗ぬり込こめられていた。迷いのむらさき、倦けん怠たいの灰、安あん堵どの薄うす桃もも、苦く悩のうの緑。


　それすなわち人の肌はだ色いろ。


「私は墓守で、この子の母です」


　傷ス持カちーはその、けして並ぶはずのない言葉をひとつの台詞せりふに並べてみせた。


「……わたしは、すべての害悪からこの子を守ります。いかなる凶きよう刃じんも、この子の肌には触ふれさせません。……ですが、あの、くろい塔とうのなかでは、いったいなにが害でなにが悪か、それが分からないのです」


　母親は慈いつくしみと戸と惑まどいをもった瞳ひとみで我わが子を見つめた。セリカはお目覚めと同時に最愛の妹を見つけてご機き嫌げんになり。大喜びでそのつややかな黒くろ髪かみをもぐもぐとやってガビガビにしはじめる。


「悪漢の刃やいばからなら、わたしは幾いくらでもこの子を守れます。……でも、あの塔にみちる、形のない人の悪意からこの子を守る術すべを、わたしはしらないのです……だからあそこにいられないのです」


「面めん目ぼくありません……」


　ウッラと二人でぺこりと、頭を下げる。不ふ甲が斐いのなさが羞しゆう恥ちとなって頰を染めた。その横で髪の毛の食感に飽あきた姉が妹の目枷に興味を持ってどうにかしてそれを引っ張ってやろうと画策している。いろいろな意味で洒落しやれにならない十五歳さい児じだった。


　傷ス持カちーは二人をつっと見つめて『謝ることはない』といった。


「頭を上げてください、キリコさん。それと──」


　そしていかにも呼び慣れていない様子で、


「…………ウッラ……さん？」


〝どうかウッラ、と、および捨てください。お母様〟


　前々から用意されていた言葉ページがめくられる。


〝姉の母なら、あなたは私の母でもありますから〟


「あ」


　傷ス持カちーは『考えもしなかった』という顔で、


「ふくざつですね。人間は……」


〝たいへんですね、お母様は〟


　ウッラと傷ス持カちーはお互たがいを見つめてすこし困ったように微笑ほほえんだ。キリコはその光景をしっかりと見つめて心の奥おくにファイルした。アイは母と子の会話を邪じや魔ましないように丁てい寧ねいに沈ちん黙もくして楽しそうに会話を聞いていた。ユリーは微笑みながら運転を続けた。


　車はゆっくりとオルタスを下った。別れの時はすぐそばまで来ていた。
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　西門に着く頃ころにはだいぶ空は白んでいた。


「な、なんだか、夜逃げというわりには大がかりですね」


　どっどっどっ、とアイドリングする車の傍かたわらに立ちながら、アイは門を見上げる。


　目の前で、西大門はフル稼か働どうしていた。開門機構のすべてのエンジンに火が入って三重の門もん扉ぴすべてを開け放とうとすさまじい勢いでガソリンを呑のみ込んでいる。当然、その騒そう音おんは辺りにも響ひびきわたり、物見高いオルタスっ子が『なんだなんだ』と周囲に集まり始めている。


　門には強攻レツクスを先頭に沢たく山さんの職員や兵士がかじりついて働いている。


「あの人達、大だい丈じよう夫ぶなんですか？　手を貸したのばれたら、あとで怒おこられるんじゃ……」


「ま、怒られるだろうね」


〝ね〟


　ウッラとキリコ、二人が朝日のなかで寄より添そいながら気安げに答えた。


「ウッラはすごいですね！　さすがお姫様。権力無いなんて、そんなことないですよ♪」


　アイは徹てつ夜やのテンションに浮かれて踊おどるようにまわりながら言う。


〝権力は、本当に無いの〟


　ウッラは常と変わらぬ動作で文字を書く。


「またまたー、皆みなさんちゃんとお姫様のために動いてくれてるじゃないですか」


〝ううん。本当に私に力はないの。そもそも、姫だからって私が、開門の権限をもつ理由がないでしょ？〟


　アイは体の回転をぴたっと止めて、今度は思考を回し始める。


「はあ。そう言われれば確かに……」


〝ね？〟


「じゃあ、皆さんはどうして……」


〝みんなには、お願いしたの〟


「お願い？」


〝そう。〝わたしを、手伝って〟って、お願いしたの。怒られるかもしれないし。逮たい捕ほされるかもしれない。でも、手伝ってほしいって、みんなに頼たのんだの〟


　かーんかーん、と門の上で工員が固着したボルトをぶっ叩たたいている。アイは虫のように小さな彼をじっと眺ながめて、


「それで、皆さん手伝ってくれてるんですか？」


〝うん〟


「それって……」


　ごんごんごんごん、と鎖くさりを巻き上げる音が朝の空気を鳴動させる。その袂たもとに立ちながら、アイはオルタスの姫を見上げた。


「それって、本当の、権力だと思いますよ……」


　キリコはアイの言葉にうんうんと肯うなずく。


〝そう？〟


　当のウッラは知らぬ気げに小首を傾かしげるだけだ。


〝こんなの、ちっとも力じゃないの。おねえちゃんやお母様に、自由すらあげられない力なんて、ちっとも力じゃないの……〟


　ごめんなさい……と、またウッラは謝る。当然のようにキリコも頭を下げた。アイはあわてて、許す。


〝私、がんばるの〟


　残り少ない紙面に、ウッラはそう書いた。


〝みんなが自由にオルタスを出入りできて、その上で、オルタスに残ってもらえるように、がんばるの〟





　白々と、霜しものおりる銀色の朝のことだった。





　きのうの湿しつ気けを多く含ふくんだ朝の風がふいていた。にわかに強くなる太陽光線が切り絵のように色いろ濃こく万ばん物ぶつをくりぬいて大地に影かげを落としていった。その光と影のなかに、ウッラがいて、キリコがいて、アイがいた。


　そこで、三人は、別々の夢をみた。


　アイは生者の冷たい荒野で、


　ウッラは死者の暖かい街で、


　別々に、別々の夢をみた。


〝さようなら〟


　そしてついに、ウッラはその言葉を伝えた。


「さよなら」


　アイもそう返事をした。


〝──姉をよろしくお願いしますね、傷ス持カちーお母様〟


　後部座席で傷ス持カちーはこくりとうなずく。セリカはその腕うでの中でぐっすりと寝ねていた。


〝じゃあ、健すこやかにね、アイ。……また、どこかで、できればここで〟


「はい」


　アイは、きっぱりと答えた。


「また、かならず」


　うん。とウッラはうなずいた。


　ごうん。と鎖の最後の一巻きがおわり、あたりにおんおんと残ざん響きようが響いた。


　西大門が開いていた。


「さようなら」


〝うん、さよなら〟


　そうして二人が別れを決めたそのときだった。


「いたぞー!!」


　門の反対側から、数十人の兵士がわらわらと湧わいて出た。全員が全員、濃のう緑りよくのジャケットを着た死し霊りよう兵へいだった。


〝あ、みつかっちゃったみたいね。夜よ逃にげ〟


「……まあ、これだけ派は手でにやりましたからねぇ。──どうするんですか？」


　もはや全開となった西門を見上げて、あきれ声でアイはいう。その間にも兵士達は展開し、将校と思おぼしき勲くん章しようをじゃらじゃらつけた死者が大おお怒いかりで腕を回す。


『姫ひめさま！　お戯たわむれは困ります！　すぐにセリカさまと傷ス持カちーさまをお引ひき渡わたしください！　さもなくば姫さまといえど！　罰ばつを受けていただきますぞ！』


「罰って……ぬるいこといってるなぁ」


　キリコがあきれ顔で呟つぶやく。


〝ね、お爺じいちゃんたち、こんなの子供の反はん抗こうぐらいにしか思ってないんだね……わたし、これでも命がけのつもりなのになぁ……〟


　そういって、ウッラは右手を上げ、下ろした。


　ばだだだだだだだだだ！　と携けい行こう火器ではありえない雷らい撃げき音が響いた。


　アイは反射的に耳を押おさえて振ふり返かえる。すると、いつの間にセットアップされたのか東門に据すえられていた二基の機き関かん砲ほうと四機の重じゆう機き関かん銃じゆうが火を噴ふいていた。


「へ？」


　曳えい光こう弾だんがまるで流れ星のように大地に落ち、その百倍の鉄鋼弾が兵士を襲おそった。


　目の前はあっという間に戦場となり、死霊兵はちり紙のようにバラバラになっていく。


「ウ、ウッラ!?　な、なにを!?」


〝彼らは鋼鉄の頭ず蓋がいと鋼はがねの死生観をもつオルタスうちの自じ慢まんの死霊兵だもの、このくらいの攻こう撃げきへっちゃらなの〟


　事実だった。先制攻撃を受けた兵達は腕や足を千ち切ぎられながらもすぐさま立ち直って反撃してくる。はねとばされた頭を胴どう体たいが拾って無理やりに照準機を覗のぞかせる。声帯を三つも持った軍ぐん曹そうが通信兵の背中でぎゃんぎゃんと怒ど鳴なっている。三人の兵が〝それは俺の右みぎ腕うでだ！〟〝いいや俺のだ！〟〝ソレより俺の右足しらないか？〟とやり合っている。


〝さ、アイは早く、夜逃げのつづきを……〟


「夜逃げって。こんなの戦争じゃないですか！」


　だだだだだ！　たたたん、ずきゅーん、ばきゅーん、どかーん、ばごーん、ぐわんぐわん、どっかんどっかん。


〝戦争だったらもっと強い武器を使うの。だからまあ、これは精せい々ぜい戦争ごっこ？〟


　ひゅるひゅるひゅると携行ロケットが壁かべに向かい、撃ち落とされて派手に爆ばく発はつした。


〝たーまやー〟


「ゆるっ！　戦争ゆるっ!!」


「アイ！　早く乗れ！」


　爆炎を背景にユリーが叫さけぶ。無む駄だに爆炎の似合う男だった。


〝行って、アイ……〟


「……本当に、大丈夫なんですか」


「大丈夫だよ」


　キリコがすっと、前にでる。


「ウッラはぼくが、絶対に守るから」


　アイは、その姿をまじまじと眺め、


「はい！」


　ひとつ肯いて、助手席に飛び込んだ。


「じゃあな子供たち！　せいぜい気張れ！」


　ユリーは大声で怒鳴り、がははははと笑ってアクセルを踏ふんだ。


　青い車はガソリンをごくごくと飲んでエンジンをまわし、新品のタイヤで土を嚙かみ、スムースなギア変へん換かんで地じ獄ごくの門を二速で流し、





　そうして荒こう野やに帰っていった。





「行っちゃったね……」


　じれったいほどゆっくりと走り去る車を見ながら、キリコはいった。ウッラはこくり、とうなずいて横に立つ男の子の左手を握にぎる。キリコはどきりとしたがすぐにその意図を読み取って緊きん張ちようを解いた。


〝まだ、見える……？〟


　左手の甲こうにすすすっ、と人差し指の感かん触しよくが走る。


「見たかった？」


〝うん。だから、キリコ、しっかり見てて〟


　キリコはしっかりとうなずき、生きる者をみることが出来ない彼女のかわりにそこにある風景を見て、一つ一つ丁てい寧ねいに言葉へと代えた。


「いい天気だよ。旅立ちには最高の日だ。荒野が陽炎かげろうに揺ゆれて、青い車がぴかぴか光ってる。あ、ユリーさんが手を振ったよ。後ろの窓には傷ス持カちーさんもいる。セリカにこっちを見せてくれてるみたいだ。ははは、まだ無理だと思うけどなぁ」


〝…………アイは？〟


　右手に書かれた控ひかえめな文字に、胸を張って答える。


「君の友だちなら、すごい勢いで手を振ふってるよ、あーあぁ、助手席からあんなに身を乗り出して、あとでユリーさんに叱しかられるだろうね」


〝ん！〟


　自分も、とばかりにウッラは手を振った。


　キリコも手を振った。左手は、なぜかは分からないけれど、まだウッラに握られたままだったので、右の手を振った。おおきく、おおきく。


　やがて、


　真っ黒な門はおもたく閉まり。若い友人達を二つに分けた。


「行ったね」


〝うん。行っちゃったね〟


　まだ、車が見えているように、二人は視界をとざす黒い門もん扉ぴをじっと見つめた。アイは泣いたりしなかった。それはウッラもキリコも同じだった。


　なぜならこの別れは、悲しむべきものではないのだから。


「さて」


〝さて〟


　二人は同時に、振り返る。


「こっちはこっちで大変だ」


〝ね〟


　戦争ごっこは相変わらず続いている。


〝キリコ〟


　ウッラがちょいちょいと自分の目と口を指さした。


〝これ、とって〟


　それはウッラが初めて口にした言葉だった。彼女を封ふうじる目め枷かせと口枷、それをとれと、コロシオハケは初めて口にした。


「わかった」


　しかしキリコに動どう揺ようはなく、まったく自然に背後に立つ。


　くろく、たゆたう髪かみの海に手を入れ、軟やわらかい肌はだを圧あつ迫ぱくする革かわ帯おびに手をかける。幾いく重えにも重なり合ったバンドをバチッバチッと外し、足あし下もとへと落としていく。


「ぷはぁ」


　とウッラは息を吸い、


　死の瞳ひとみでオルタスをみた。


　そこには輝かがやく町並みと銃じゆう撃げき戦せんと、それをはやし立てるオルタスっ子の姿があった。


「うん。みんな元気いっぱいね」


　それを見て、ウッラは「にこっ」とわらい、


「みんな～～～～～～～!!」


　と、


　死の言葉を投げつけた。


　その、けして大きいとは言えない声を聞いて、すべての死者は表情を凍こおらせて動きを止めた。そうしているとまるで本物の死者のようだった。


　ウッラは大声を出し過ぎて真っ赤になってしまった顔を落ち着かせるために胸に手を当て深呼吸。


　その反対の手が、つっと伸のびてキリコを摑つかんだ。その手はふるふると小さく震ふるえていた。


「キリコ」


　ウッラはすこし振り返り、青い瞳をキリコにむけて、


「となりに、いてね」


　キリコはその震える手を強く摑んで返事をした。


「当たり前だ」


「うん！」


　ああ、


　この笑え顔がおは、ぼくのものだ。


　アイのやつめ、ざまみろだ。この子の笑顔を知らないなんて、なんて可哀かわい想そうなやつなんだ。


「行こう」


　キリコは言った。


「みんな、君の言葉を待ってるよ」


　そうして、二人はお互たがいの手を握り、同じ景色を眺ながめて立った。


　目の前にはオルタス、そのものがあった。





　──世界を救う。そんな夢は、見れないけれど。


　この、狭せまい檻おりの世界をすこしでも清潔に保つことはしたい。


　友と、姉と、母が、帰ってきてもいいなと、思えるくらいには。





　その、ちっぽけな願いを叶かなえるために、まずは──


「さあ、反逆だ」


　二人はオルタスを、壊こわすことにした。





　少年少女は夢を見る。世界を守る、夢を見る。
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　神様は月曜に世界を作った。


　神様は火曜に整せい頓とんと混こん沌とんを極きわめた。


　神様は水曜に細々とした数値をいじくった。


　神様は木曜に時間が流れるのを許した。


　神様は金曜に世の隅すみ々ずみまで見た。


　神様は土曜に休んだ。


　そして神様は日曜に、世界を捨てた。





　十五年前、神様は突とつ然ぜん人の前に現れて言った。


「あの世はもはや満まん杯ぱいだ。この世もすぐに行ゆき詰づまる。ああ失敗した」


　その言葉だけを残して神様は消え、当時この世の春を謳おう歌かしていた人間は驚おどろいて震えた。種族として一億年も生きていない彼らが神様に会ったのは初めてのことで、その初めての言葉が、別れの言葉となった。





　その日から人は死ななくなった。





　心臓が止まっても肉が腐くさっても。死者は蠢うごめくのを止やめなかった。





　その日から人の子どもは生まれなくなった。





　工場の火が落ちたように、新しい人は作られなくなった。


　神様のいなくなった世界で人は絶ぜつ叫きようした。億の絶叫は血を噴ふき出して瀕ひん死しになるまで止まらなかった。生きている人はあっという間に少なくなり。世に死者が蔓延はびこった。


　そして墓はか守もりが現れた。


　墓守は神様が人のために遣つかわした最後の奇き跡せきだった。


　彼らはふらふらと動き回る死者を埋うめ、墓を作って生者の安息を守った。そうされてやっと、人は安らかな眠ねむりに落ちた。


　子は生まれず、死者は出歩き、墓守が走る。


　それが末世の姿だった。








　神なき時代を目の前にして、それでも人は生き続けた。それでも人は死に続けた。


　命を失い。あとに続く者を失い。信しん仰こうを失い。魂たましいを失い。それでも人は終わりを嫌きらった。


　墓守の救いに銃じゆう弾だんで応こたえ。ふいに与あたえられた永遠をおっかなびっくり歩き始めた。


　それは地じ獄ごくの民たみの苦行のようでもあり。西へ向かう開かい拓たく民みんの歩みのようでもあった。


　アイは墓守で、十二歳さいだ。


　彼女もまた、歩き始めた。


　おっかなびっくり、苦しみに耐たえ、新しい世界を救うために。




　　　　Ｉ




　あんなに大きかったオルタスは、あっという間に小さくなって、見えなくなった。


　くるまって、こういうところは嫌いやだなぁ。とアイは思う。人と別れて遠ざかるときに、それをずーっと見ていられるのは、あんまり良い事じゃないと思う。


　徒歩ならいいのだ、徒歩の奴やつはそのあたりよく分かっている。歩いて遠ざかる場合はうしろなんて見ていられない。悲しくたって寂さびしくたって、足あし下もとをしっかり見ていないと転んでしまう。


　前を見るしかないのだ。


　それなのに自分はこうして、未練ったらしく後部座席に陣じん取どってずーっとうしろを見つめている。だからくるまは、ちょっと嫌だ。


　……いや、くるまのせいにするのは、もうよそう。


　と、いう決意を五、六回繰くり返かえしてから、ようやくアイは立ち上がった。カタカタと揺ゆれる車内をつかまり立ちしながら助手席に戻もどる。すると途と端たんに、ユリーがバックミラー越ごしに投げかけていた心配げな視線を直で向けてきた。赤くなってしまった目元を見られたくなくて、アイはぷいっと外を向く。


「また会えるさ」


　そうですねと、言葉にも態度にも表さずに返事をかえす。ユリーはそれをしっかりと聞き届けた様子で深くうなずき、周囲の警けい戒かいへと戻った。


「傷ス持カちー、辺りに死者の気配はあるか？」


　返事がない。


「傷ス持カちー？」


　ユリーがちらりとバックミラーに目を向ける。アイも気になって背もたれ越しに中席をみる。そこで傷ス持カちーがくったりと寝ねていた。それはまるで墓守らしくない、疲つかれ果てて、緊きん張ちようを忘れた娘むすめのような姿だった。


「傷ス持カちーさん。寝ちゃいましたか。ユリーさん、すこし止めて……ユリーさん？」


「あ、ああ」


　ユリーははっとした様子でアクセルペダルから足をはなした。車は緩ゆるやかに速度を落とし、荒こう野やの真ん中で停止した。チンチンとエンジンが冷える音だけを残して、車内に静せい寂じやくが戻ってくる。


　運転席と助手席のあいだを通って、アイは中席へとまわる。


「どうだ？」


　狭い通路が嫌いなユリーが外からまわってきた。アイはそちらに向かって『し～～っ』とやる。


「よく寝てます」


　落っこちそうなセリカを抱だき上げる。実は抱くのは初めてだ。


「わ」


　赤あかん坊ぼうは、ふにゃふにゃだった。


「わ、わ、かわいいです！」


「こら、首がまだ据すわっていないんだ、頭をちゃんと支えてやれ」


「ど、どうやるんですか？」


　仕方ないな、と呟つぶやいてユリーがのっそりと中に入る。空間が一気に狭くなる。


「頭と体に片手ずつ、しっかりと両手で持つ。こうだ──」


「ほー」


　言うとおりに抱いてみる。


「わわ……かわいいですね～」


「ついでにベッドもセットしておこう、──中席でいいかな」


「ちょー、かわいいですねー」


　ユリーがオルタスで仕入れたベビーベッドを取り付け始めた。ベッドはしっかりとした特注のもので、赤あか子ごの保護はもとより、他人の目から隠かくす機能も与あたえられていた。


　作業の横で、アイは手の中の小さな生き物にめろめろだった。特にふわふわともふよふよとも形容しがたい両手の感かん触しよくに夢中でなんの役にも立たなくなっている。


「すごいですね～、もう耳とか鼻とかありますよ」


「当たり前だろうが。君は本当に常識がないな」


「そうなんですか？　初めて見るから、知りませんでした」


「あ、いや」




[image: ]


　ユリーは『はっ』となにかに気付き、


「…………そうか、君達の世代は、赤ん坊なんてものも、見たことがないのか……」


　ボルトを締しめる手をしばし休めて遠い目をする。


「すまん、アイ。さっきの言葉は言い過ぎた。君は悪く──」


「あれ？　でも歯がないですね。んー、ユリーさん。その辺に落ちてないですか？」


「……ないこともないな。うん、君は悪い」


　アイは『？』と大男を見る。


「歯はまだ、お乳を吸うのに邪じや魔まだから、生えてないんだよ。そのうち生えてくるさ」


「ほー、良くできてますねぇ」


　そのとき、赤子がぱっちりと目を開いた。


　目があって、アイは小声で、


「──おはようございます……」


　セリカは『だう？』と返事のようなものをする。


「おっきな声出しちゃダメですよ。あなたのお母様が寝てますからね」


　分かったのか分からなかったのか、セリカはへにょへにょと腕うでを回し、うむうむと口元を動かして、体を右へ左へとゆらす。


「あなた、絶対なんにも分かってないですよね」


「だう」


「でもかわいいので許します！　いやー実にかーいーですねー。昔はこんなのがいーっぱい、いたんですねー」


「そういう言い方だとなんか絶ぜつ滅めつ危き惧ぐ種しゆみたいだな」


　実際その通りだが。


「……そら、ベッドができた。ちょっと貸してくれ」


　ユリーにセリカを渡わたす。赤子は泰たい然ぜん自じ若じやくの面おも持もちでベッドに収まる。


「どうですかー？　寝ね心ごこ地ちは？」


　聞いてみる。すると赤子は難しい顔で、


『だぅ』


　なるほど、


「『大変良い。くるしゅうない』だそうです」


「なんだそれは、王様か」


「お姫ひめ様さまですよ」


「そういえばそうだったな」


　アイはセリカをつんつんとつつく、ユリーは与太話に付き合いながら使った工具を片付ける。セリカは嫌そうに身をよじってアイの顔をぺしぺしとやる。


　そして傷ス持カちーが目を覚ました。


「……っ!!　セリカ！」


　母親は一いつ瞬しゆん、呆ほうとしたまま瞳ひとみを開き、己おのれの腕の中に赤子がいないことに気付いて跳はねるように飛び起きた。


「セリカはっ!?　あの子はどこに!?」


「お、落ち着いてください傷ス持カちーさん。ちゃんとここにいますよ」


　ほら、とベッドを指し示されて、傷ス持カちーはようやく恐きよう慌こうをしずめて席に座すわり、ベッドに横たわる赤子を抱き上げた。アイはユリーと顔を見合わす。


「ベッドを用意してたんですよ。ユリーさんが作ってくれました」


「そんなもの必要ありません」


　ぴしゃり、と、


「この子は私が、ずっと抱いていますから」


　震ふるえながらセリカを抱く傷ス持カちー、その姿は傷ス持カちーのほうが子供であり、引ひき離はなされた親のもとに戻ったかのようにみえた。アイはうーんと腕を組んで、


「でも、ずっと抱いているわけにもいかないでしょう？　そんなことを続けていたら、腕が壊こわれてしまいます」


「人ならば、そうでしょうね」


　傷ス持カちーは薄うすく笑った。


「ですが私は、墓はか守もりです」


「そんなのうそです。第一、墓守である前に、お母さんなんでしょう？」


　傷ス持カちーは息を呑のみ、なにか、言い訳を口にしようとした。


　力の入った腕の中でセリカがぐずつき、傷ス持カちーはすぐにその意図を読み取って胸むな元もとをはだけ、赤子に乳を与あたえてやった。アイはなんでかすこし、照れた。


「私は……」


　傷ス持カちーは明らかに安定を欠いていた。


「私は……なんなのですか？　……なんになって、しまったのですか？　私は……壊れて、しまったのですか？」


　ぼんやりとするあたま、かわく喉のど、乳を噴ふきだす己おのが乳ち房ぶさ、変化してしまった思考と肉体、愛いとしいと思う両腕のおもみ、そういったものに、傷ス持カちーはすっかりまいっている様子だった。


「お、落ち着いてください傷ス持カちーさん」


「アイ……あなたはこれを、どうしたのですか？」


「はい？」


　救いを求めるように、傷ス持カちーは聞いた。


「墓守と人間のハーフであるあなたは、どう、したのですか？　墓守である自分と、人間である自分。そんな別々のものにどうやって、折り合いをつけたのですか？」


　アイは、目を大きく開けてきょとんとし、


「べつに、折り合いつけてないですよ？」


「は？」


「私も、絶賛、まよい中ですから」


「そ、そうなのですか」


　そうなのです。とアイは深々とうなずき、


「そもそも、旅の目的だったはずの『世界を救う夢』がこのたびみごとにコテンパンにされてしまいましたからね……ふふふ、この先どうすればいいんでしょうねー」


「……そうなのですか」


「まあまて、まて」


　ユリーがどんよりと落ち込み始めた空気を払はらうように二人を制した。


「諸君、結論を急ぐのはやめたまえ。君たちは若く、未熟だ」


「未熟……」


　ぐさり、と言葉が胸に刺ささる。


「なにを凹へこんどるのか、そこは喜べ、いつもの無む駄だなポジティブさはどうした？　未熟ということは、裏を返せば成長する余地があるということだろうが」


「あ、なるほど」


「いま、悩なやむ君たちは幸さいわいだぞ。──特に傷ス持カちー」


「はい」


　と傷ス持カちーは背筋を伸のばしてユリーの言葉をまった。その姿は真しん剣けんそのものだった。


「君は、あの頂いただきで、言っていたな」


　アイが世界を救うことを誓ちかい、


　ユリーがそれを助けることを誓った。あの丘おかで、


　傷ス持カちーは、墓守である自分の機能を超こえてみたい、と言った。


「その瞬しゆん間かんが、いま来ているぞ」


　傷ス持カちーは、


　ながい、沈ちん黙もくを挟はさみ。じっと、己の腕と、そこに抱かれるものを見つめた。


「……これがそうなのですか」


「たぶんな」


「そうですか……」


　ごくごくと喉のどを鳴らすセリカを見ながら、傷ス持カちーは弱々しく微笑ほほえんだ。


「期待してたのと違ちがったか？」


　ユリーはにかっと笑った。人を食った笑えみだった。


「なかなか大変だろう。人も」


「ええ、そうですね……」


　傷ス持カちーはやはり、よわくわらい。


「想像もつきませんでした」


　目元はやわく、声はひよわに、それでも傷ス持カちーはわらった。


　その時セリカがぐずりだした、顔を猿さるのようにして、泣く、というよりは抗こう議ぎする、といった感じの表情でうにゃうにゃと言っている。


「な、なんでしょうか？　さっきまで機き嫌げん良さそうにしてたのに」


「わ、わかりません」


「いったい何事でしょう……。ご飯はもう食べたのに」


「ええと、確かこんな時、城のメイド達は……」


「おむつじゃないのか？」


　おろおろするばかりだった二人は『なるほど』と動き出す。しかし墓守達は、布はどこだタオルはどこだと暴れるだけでいっこうに話が進まない。その間にユリーはさっさと替かえを用意してやる。


「傷ス持カちーはおむつ交こう換かんできるのか？」


「あ、あの、私はその……城のメイド達がすべてやってくれて、その……」


「なんだ、出来ないのか。アイは………………聞く必要もないな」


「む。何ですかそれは、ちゃんと聞いてください。失礼ですよ」


「そりゃすまん。出来るのか？」


「いえ、出来ませんけど」


「君はもう喋しやべるな」


　話している間も無骨な手はてきぱきと働き、セリカのおむつを取り替える。二人はその手元を大おお真ま面じ目めに覗のぞいて覚えようと必死だ。


「二人とも、成長しなければいけないことはたくさんあるなぁ。──ま、せいぜいこの子を見習うんだな」


　なんのことだ？　とばかりに二人は疑ぎ問もん符ふを浮うかべる。


「声を張り上げ、泣なき叫さけべ。『成長したいオギヤー。成長したいオギヤー』とみじめにな」


　アイは気まずくて目をそらした、ユリーはそれをしっかりと見て逃にがしてくれず、


「さて、そこで提案なんだがな。アイ、きみ──」


　一いつ拍ぱく。





「学校に通う気はないか？」
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　オルタスを発たって五日が過ぎた。


　車は夕日を追うように、また朝日から追われるように西へ西へと荒こう野やを駆かけた。荒野はわずかな組成のちがいによってその姿を変え、すこし乾かわけば砂さ漠ばくに、すこし潤うるおえば草原に、また、千年が過ぎ去った場所では森になっていた。


　青い車の一行はオアシスの湖面で水を汲くみ、山から降りる霜しもの匂においで目覚め、あかすぎる夕日を見送って旅を続けた。道の脇わきには自然物の他ほかに様々な人工物もあり、それらのほとんどがなにかの残ざん骸がいだった。建物の基き礎そ、町一つ分の抜ぬけ殻がら、トラックの丸焼き、冷蔵庫のガソリン和あえ、骨ほね抜ぬきのタンス。


　途と中ちゆう、まだ動いているトラック達とも出会った。トラック達はアイの背せ丈たけほどもあるタイヤを六個も履はいたごつい面つら構がまえの三兄弟だった。トラックは最初からちっぽけで垂れ目がちの青い車をバカにしていて、まるっきりいじめっ子の態度でぶいぶいと言っていた。


　けれどもユリーが出ていき、トラックのぬしと何事か話すと、彼らはたちまち態度を変えてガソリンまで譲ゆずってくれた。


　何をしたんですか？　とアイは聞いた。ユリーは、サイン帳を見せただけさ。と答えた。そのサイン帳とやらも見せてもらったが、人食い玩具ハンプニーハンバートや魔ま女じよやコロシオハケのサインがあるだけだった。ウッラのものなら自分だって持ってる。これがなんなのだ？　と聞くとユリーはただ「コネは重要だぞ」といった。そんなものだろうか。


　車はそのようにして五日を駆けた。


　その五日間、アイとユリーはおもに喧けん嘩かをして過ごした。


　すなわち学校に行くか否いなやか。
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　学校に行け、というユリーの言葉に、アイは当然のように反対した。そんな所に行っている暇ひまはないのである。世界が自分を待っているのである。自分はとっとと成長しなければならないのである。


「だが、いま行かないと。もう行けなくなるぞ」


　ユリーは簡単に切り札をきった。


　その言葉だけは、アイの心を動かした。


「小学校はもう、なくなってしまった。中学校もこれで消える。あと三年で高校もだ。そうなると君は二度と、学校というものに通えなくなるぞ」


　十五歳さい以下がいないのだから、当然の話だ。


　自分は学校に行けないかもしれない。そのことは自分が思っている以上に自分の心を打った。父が──キヅナ・アスティンが体の無理を押おしてまで通った学校に、自分が行けないという事実は胸を打った。


　──それでも自分は、早く成長して世界を救わなくてはならないのだ。


「学校ででも成長できるさ」


　というユリーの言葉はダウトなのである。いや、若じやつ干かんダウトとはいいきれないとは思う。なにぶん学校だって『自分が知らない場所である』ことにはかわりないのだ。そういう意味では旅することと同じである。そこに価値がないと最初から断定するのはよくないことだ。それはオルタスで学んだ教訓なのだ。


「そうか！　行ってみてくれるか！」


　待った。だからといって行く気になんてなっていないのだ。勝手に言げん質ちを取った気にならないでほしい。


「なつかしいなぁ、学校。俺おれも君の父親──キヅナと一いつ緒しよによく悪さしたもんだ」


　……お父様？


「あいつは病弱で家通いだったくせによく俺らの寮りように遊びに来てな、くだらないことを一緒にやまほどやったもんだ」


　…………。学……校。


「他にも友だちは沢たく山さんいてな。なにを隠かくそう俺も妻とは学校で出会って……」





　気付けば、


　アイはなぜだか、学校に通うことを熱ねつ烈れつに同意したことになっていた。





　騙だまされたんだと思う。





　　　　II




　その町はゴーラといい、背後にラグーンの山々を背負う生者の町だった。アイの生まれた村からみれば大きな町だが、オルタスからみれば芥け子し粒つぶに等しい。


　ここまでくると気候もだいぶ変わっていて、風は湿しめり気けを帯びて甘あまく、大地はしっとりとしめって緑だった。


　車は「自分たちに怪あやしいところなどひとつもありません」とでも主張するように、ゆっくりと町へと入っていった。
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　水すい滴てきレースの話をしよう。


　ルールは簡単。雨の日に窓ガラスに寄って、なるべく上の方に張り付いている水滴を見つける。仮にそれをＡとしよう。決まったらあとはひたすらＡを応おう援えんである。Ａが最初に窓の下枠ゴールに達するよう願うのである。以上説明終わり。水滴レースに余計なものは何もいらない。必要なのはあつい応援魂だましいだけである。


　あーっとＡがスタートを切った。最初はゆっくりとうごいて他の水滴を呑のみ込んでいく、位置がすこし悪い、表面張力に釣つられて斜ななめに進んでしまっている、このままではコースアウトだ。と思ったら良い場所で方向転てん換かん。ここまできたらあとは自重で落ちるだけである、しかし他の水滴も十分成長を終えている。どれが先か！　ＣとＥも速い！　がんばれＡ！　ここでＡが勝てばなんだか世界とかも救えそうな気がする！


　Ｂが勝った。


　アイは「実は自分は最初からＢを応援していたのだ」と過去を改変して事なきを得た。


　ざーざーと、


　雨はやむ気配を見せずに降り続けている。アイは用意された無骨な椅い子すに座り、テーブルに伏ふして窓を見ていた。だらしないなどと思わないでほしい。水滴レースはこのようにだらけた態度で応援するのが作法なのだ。


　欠伸あくび。


　顔をごろりと回転させて部屋の中を見る。小屋は薄うす暗ぐらくて狭せまく、床ゆかの塗ぬり物ものはところどころ剝はげたまま直されていない。荷物ばかりがおおく、麦を入れる袋ふくろや農具が無造作に立てかけられている。


　ユリーはまだ、お爺じいさんと話し込んでいる。


　町に入る手続き、という話だがいったいいつまで続くのだろう。あとそれをするのにどうしてお酒を飲まねばならないのだろう。アイには分からなかった。お爺さんはなにが楽しいのか顔を真っ赤にしてユリーの背中をばんばん叩たたいている。


「お嬢じようーちゃんは」


　ふと、話しかけられて振ふり向むくと、顔の皺しわが笑みの形で固まってしまったような、腰こしがお辞じ儀ぎの形で固まってしまったような、そんな年季の入った老ろう婆ばがいた。老婆はにこにこと笑いながらお茶をふたつ置き。ゆっくりした動きでよじ登るように自分の椅子に座った。


「おかし、食べるかい？」


「……いただきます」


「うん、いい子だねぇ」


　子こ供ども扱あつかいがしゃくに障さわったが、アイは黙だまって餌え付づけされることにした。


　老婆はもう、他の人とは違ちがう時の流れを生きていて、世界が変わってしまったことすら知らない様子だった。


「お嬢ーちゃんは、ここの学校に、通われるのかぃ？」


　学校？


　老婆の話を聞く。するとどうやらここに、学校とやらがあるらしい。アイはユリーの背中をにらむ。あの男はそんなこと一言もいわずにこの町に入ったのだ。


「……そう、らしいですよ」


「あら、大変だねぇ」


　老婆は歯の抜けた口元をゆるませた。


「入学は、いつ頃ごろになるんだい？」


「予定は、まだ……」


「あら、いけない」


　老婆はとんとんと机を叩き、


「そういうのは早いほうがいいのよぅ」


　そういうと、いそいそと、しかしやっぱりゆっくり動いて隣となりの部屋へと去っていった。


　世間話でもいいから時間を潰つぶしたかったアイはひとつ、溜ため息いきを吐つき。窓辺に近づいてきた夜に視線をもどした。


　酔よっぱらい共はまだまだ酔っぱらうつもりのようだった。
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　なにがなんだかはよく分からないが、その日は老夫婦の家に泊とまることになった。


　セリカを連れたまま町に入る危険性とか、傷ス持カちーの不安定さとか自分の──ちょっとした世間知らず感とかを吟ぎん味みした結果なのだろうが。正直そのあたりに興味はない。ユリーに全部おまかせである。


　自分たち三人は家族ということになった、傷ス持カちーはフードを目ま深ぶかに被かぶり、思い切って死者だということにした。胸に抱だくセリカも死者で、傷ス持カちーはすこし、こころを傷いためた人、ということになった。老ろう爺やは一いつ瞬しゆん、眉まゆを顰ひそめてから、うまい具合にこちらが町に入りたくない理由を誤解して「墓はか守もりが来たら出ていってくれよ」と言って納な屋やは貸してくれた。


　納屋は当然、人を泊とめることなど想定しておらず、母おも屋やよりもさらに猥わい雑ざつとして汚きたなかった。床には古い藁わらが大量に落ち、過去にはなにか家か畜ちくが飼われていたのだろうか、妙みように獣けもの臭くさい変なにおいがした。アイは午後の時間をぜんぶ掃そう除じに当てて、窓を開けて床を掃はき、ゴミを捨てて最低限のスペースを確保した。


　酔っぱらい達は帰ってくる気配をまったく見せない。


「ユリーさんに、聞きたいことがあったのに……」


　雑ぞう巾きんをぱっと広げて洗せん濯たく物ものの隣に干しながら、アイは呟つぶやいた。袖そではしっかりと腕うでまくりされ、麦わらはやめて手ぬぐいで髪かみをまとめていた。


　ここ数日、ユリーとはほとんど話をしていなかった。いや正確にはしていたのだが、それはあちらが一方的に学校の話を喋しやべるだけで、自分はずっと興味ないふりをしていた。当たり前だ、自分は本当は学校になんて通いたくないのだ、聞く耳、持たないのである。


　それに対してユリーは機き嫌げんを取るように学校の『楽しい』話をしてくれた。級友と下校時に食べる氷こおり菓が子しの味や、学校を抜ぬけ出して遊ぶ爽そう快かい感かんなどの話である。


　アイとしては『学校とはどういうところなのか？』とか、『いつから通うのか？』といったことのほうが聞きたかったのだが、こちらから聞くわけにはいかない。しかしあの中年はそのあたりの機き微びも意図もまったく察せず、効果的な点呼の誤ご魔ま化かしかたや教師の死角に入る方法を力説した。どうでもいいがユリーが学校の楽しさを説明するとき、その九割が「さぼる」話になるのはいったいどういうわけか。学校に行かせたくてする話が、そこから逃にげる話なのはなぜだ。あとその話をきいて『わあい、是ぜ非ひ行きたいな』となるとでも思っているのだろうか。中年の脳内は摩ま訶か不ふ思し議ぎだった。


　ふう、と溜息を吐いてアイはほっかむりを取った。最後にバケツに入っている汚れた水を外に捨てに行く。


　西で、太陽が燃えていた。


　時刻はとっくに夜の領域にあり、東の空には一番星と半月が仲良く空を昇っていた。


　水を捨てて体を起こすと、町が目に入った。知らない町の家々はオレンジ色の光の中で炊すい事じの煙けむりをもくもくと吐いていた。その向こうに高い壁かべがある、壁はラグーンの山脈から切り出された石せつ灰かい岩がんで、山の絶ぜつ壁ぺきをおおうような半円をしていた。


　そこが、学校なのだと、老婆はいった。


　ふう、とまた溜息が出てしまった。まさかこんなに期限の短い話だとは思わなかった。もちろんそのあたりのこともユリーは言わなかった。


　壁の向こうにいくつか背の高い建物があり、その一つの時計塔とうがちょうど六時の鐘かねを鳴らし始めた。アイはなんとなくそのままの姿勢で佇たたずんで、夕暮れにひびく、鐘の音を全部かぞえた。


　むっつ、


　最後の鐘が響ひびき終わった瞬しゆん間かんに夜がやってきたような、そんな気がした。


　なんだか不思議な時間だった。学校に通う、という一大イベントがすぐ近くに控ひかえているというのに、自分は妙に弛し緩かんして、暇ひまだなぁなどと思ったりして、こうして納屋の掃除にせいをだしている。


「……よいしょっと」


　バケツを持って立ち上がる。と、その視界の隅すみに何かが映った。顔を上げて母屋の方をみる。そこからだれか歩いてくる。


「ほーら、持ってきたよぅ」


　老婆だった。老婆は曲がった腰のまま意外なほどてきぱきと歩き、アイの前までやって来た。その腕にはなにか、平べったい紙箱を抱かかえている。


「お邪じや魔まするよぅ」


「あ！」


　止める間もなく小屋に侵しん入にゆうされる。幸いなことに傷ス持カちーは奥おくの方に引っ込んでおり、老婆もそちらに興味は無い様子だった。


「ほぅら」


　そういって、老婆は紙箱を木箱の上におき、開けて見せた。


　ふわりと、季節の変わり目の、匂においが広がった。


　箱にはひとそろいの、女子の制服がしまわれていた。


「わ」


　虫むし封ふうじの樟しよう脳のうのにおいが鼻につく。が、アイはそんなものをまったく気にせず箱を覗のぞく。


　緑と白のブレザーは模も範はん的生徒といったおもむきで紙箱の中で行ぎよう儀ぎよく畳たたまれていた。


　アイは取り出すでもなく、さわるでもなく、ただ、感かん嘆たんの声を上げてその服を眺ながめた。


　老婆はその様子をにこにこと見守り。


「合わせてごらん」


「え、いいんですか？」


「もちろんだよ。そのために持ってきたんだからねぇ」


　アイは、『……それじゃあ』と断わりを入れて、制服を広げて着き替がえてみた。シャツとブーツとソックスはそのままに、スカートを穿はいて上着を羽織る。


　新しい服特有の、きゅっと体を締しめる感かん触しよくがした。


「まあ、ぴったりだね。──ちょっと、腕を上げてごらん。うんうん、これなら、直しも必要なさそうだねぇ」


　と、老婆は歯の抜けた口で『ふぇっふぇっ』と笑う。アイはその場で『くるん』とまわる。もひとつ『くるん』。
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「大事にしておくれね」


「はい………………って、え？　も、貰もらっちゃっていいんですか!?」


「いいのいいの」


　老婆は、もう、だいぶ使いづらくなっただろう青の瞳ひとみを細めて、言った。


「必要な人間が、着ればいいんだから」


「そう、ですかね……」


「そぅだよぅ」


　老婆は言った。


「さて、それじゃあお嬢ちゃん。荷物をもって、ついておいで」


　老婆はてくてくと外に出て母屋に向かう。アイはぽかんと墓はか守もりの服をもって佇み、はっとわれにかえって『荷物をもって』後を追うことにする。墓守の服はくるくると丸めて鞄かばんに詰つめた。


　太陽はまだ、かろうじて地平線に引っかかって明るい。その大気の底を、アイは老婆と一いつ緒しよに歩く。


　母屋の隣には黒い車がとまっていた。老婆はそちらにむかって歩いていく。


　するとそれを見て取ったのか、車の後部座席からひとりの婦人が降りてきた。


　ばたん、と、


「貴様がアイ・アスティンか」


　婦人は中年から老年に入り始めた細身の貴ひ女とで、背筋も針金が入ったようにまっすぐしていた。瞳もするどく、三角眼鏡めがねの向こうにある青銀の瞳はつめたい印象をあたえる。服装も実にかっちりとして隙すきがなく、鉄板入りのブーツはぎゅっと大地を嚙かみ締め、木も綿めんのスカートには皺ひとつ無い、シャツも襟えりの先までしっかりアイロン掛がけされて、まるでよく研とぎ澄すまされたナイフのようだ。


　そして両りよう腰ごしに二丁ちようの拳けん銃じゆうを吊つるしている。


　爺じじ婆ばばにはモテるアイはそれ故ゆえに思った。『手て強ごわい』と。


「ふむ」


　じっと、婦人の瞳がこちらの素す顔がおをじろりと睨にらんだ。


「な、なんでしょうか」


「貴様、歳としは？」


　ずばりだった。


「……十五ですけど」


　二歳さいちょっとほど、さばを読む。十五歳以下が存在しないこの世界で、実じつ年ねん齢れいをいって得をすることは滅めつ多たにない。


「ふむ、持病は？　虫歯はあるか？」


「はぁ、ないです」


「政治結社や思想集団に所属していたことは？」


「へ？　いや、ないですけど……」


　それから婦人はアイの目を覗き、口を覗き、過去うけたことがある予防接種の話を聞き、五日疱ほう瘡そうの跡あとと旋毛つむじとうなじにシラミがいないのを確かく認にんして、


「髪」


「へ？」


「前髪が乱れている」


　アイは慌あわてて髪を直した。すると息いきつく暇を与あたえず、今度は「ボタン、それと靴くつ紐ひも」と指し摘てきされる。アイはそのたびに顔を赤くして身だしなみを整えた。さらに「校章が曲がっている」「シャツが出ている」


　極きわめ付けが、


「それで、なんなんだそのショベルは……」


「これはわたし愛用のショベルです」


「……愛……用？」


「はい、マイショベルです」


　婦人は眼鏡めがねを上げて眉まゆ根ねを揉もみ、そこに関してだけはスルーした。


　それを最後に、婦人の指摘はようやく終わった。終わったと思う。それでも、まだナニかいわれそうな気がしてアイは自主的に『気をつけ』をする。


「なるほど」


　婦人がつぶやく。


「よくわかった」


　なにが、なるほどで、なにが、よくわかった、のかも、アイにはぜんぜん分からなかった。聞く勇気はなかった。


「話は聞いている。アイ・アスティン。貴様は本校に入学を希望だとか？」


　本校？


「私はゴーラ学園講師、ならびに寮りよう監かん督とくを務めるマギータ・ハウンゼントだ。──話を聞いて、貴様を見に来た」


　なるほど。


　つまりこの人がユリーのいう「先生」という人種なのだろう。


　アイは反発心を押おし殺して低い声で答える。


「……いちおう、そういうことになっています」


「ふむ、素晴らしい心がけだ。本校の教育課程を終えれば、貴様はきっと、素敵なレディになれることだろう。──たとえ今が、どれだけ微び妙みようでも」


　え、今の私って微妙なんですか？　とアイは話の筋とは関係のない部分で傷つく。


「では、行こう」


　マギータが車に向かう、そちらでは運転手が恭うやうやしく後部ドアを開けて待っていた。


　いくってどこに？


「話を聞いていなかったのか？」


　婦人はやれやれと溜ため息いきを吐つく。


「学校に決まっているだろう」
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　アイが、マギータ──いや先生という人種に出会って一番おどろいたのはその不思議な態度だった。


　なんというか偉えらそうなのだ。


　や、別に偉そうなだけなら、アイはとまどったりはしない。実際に偉い人も、偉そうにする人も、自分は知っているし見てきたし、そういう人にどういう態度を取ればいいのかはよく分かっている。


　しかし、マギータの偉さはそれらの人達とはすこしちがって、命令するのではなく実に自然に、相手がそう行動するのが当然という気分にさせるのだ。


　たとえば「持っていく荷物をまとめなさい」と命令されれば「ちょっと待ってくれ」と言えるアイだったが、「持ち込める荷物は手荷物程度と決まっている。──だれか、人足を呼ぶか？」と言われると「いえ、大だい丈じよう夫ぶです」と答えてしまう。そうするといつの間にか自分は荷物をまとめることに同意したことになってしまっている。しかも根は素直であるアイがはっとしてそれに気付くのは大たい概がいことが終わった後だ。


　何度か疑問を口にしようとはしたのだが、そのたびにマギータはタイミング良く礼節面の指導を投げ込んできた。「口を開けっ放しで人の話を聞くものではない」とか「ばたばたと埃ほこりをたてて歩くものではない」とか絶対に反論不能なことを言われてしまうと、アイはもう、なにもいえない。礼れい儀ぎ方面はアイの鬼き門もんだ。そしてそれら二種類の言葉はまったく同じイントネーションで発せられ、ぶつけられ。最後にはもう、マギータが言うことがすべて正しいような気すらしてしまった。


　そうしてあれよあれよという間にアイは荷物をまとめて黒くろ塗ぬりの車に乗り、納な屋やを出た。


　車はそのまま何の障害もなくゴーラ学園の高い塀へいをくぐった。


　学こ園こはラグーンの山脈を背負った巨きよ大だいなもので、敷しき地ちは広く、確実に表の町よりも大きかった。


　塀を越こえたロータリーで二人は降りた。マギータはてきぱきと指示をとばし、アイに荷物を持つように、運転手に今日はもう帰るようにと伝えた。


　太陽はもうすっかり沈しずみ、辺りはひっそりと暗かった。


　ぶろろろろ、と遠ざかる黒い車を見送りながら、アイはきょろきょろと辺りを見回した。


　右手に暗くら闇やみに沈む校舎、左手に整備された森のすがた。


「あれが校舎、ここからは見えないがその向こうに講堂がある。進行方向の絶ぜつ壁ぺきに近いのが男子寮りよう。その隣となりにあるのが貴様がこれから暮らす女子寮で──」


「あ、あの！」


　そのとき、ようやくアイは声を上げた。が、マギータは自らのペースを崩くずさない。


「人の、まして教師の話を遮さえぎるんじゃないよ、アイ・アスティン。自分の話をするときは、相手の話が終わってからにしなさい」


「うう～～」


　このひと苦手すぎる！


「なんだそのレディに相応ふさわしくない、犬のような唸うなり声は……」


「い、いぬ!?」


「ああ、しかもポメラニアン」


「そんな、犬種まで……じゃなくて！」


　アイは強ごう引いんに話を打ち切ってさっきからもしかしてそうなんじゃないかと思いつつ言えなかったことを聞いた。


「あの！　私ってもしかして入学するんですか!?」


「……いままで散々その話をしてきたと思うのだが……」


　鉄面皮だったマギータの顔に初めて困こん惑わくが浮うかぶ。


「違ちがうのか？」


「あ、いえそうですけど……でも、今日からですか？」


「今日はもうやるべき事はなにもない。授業は明日あしたからだ」


「えと、私は帰れるのですか？」


「帰る？」


　ううう、と『ポメラニアンのように』唸る。そんな『何を言っているのだこの子は』みたいな目で見られると、こっちがすごく非常識なことを言っている気持ちになってしまう。


「当校は全ぜん寮りよう制せいだ。貴様の部屋もすでに用意してある」


「えと、えっと、それって……」


「いったいさっきから、なにを問題としているのだ？」


　マギータはうんざりとした様子でいう。アイはもう、なにが問題でなにが問題ではないのかも分からない。


「あ、あの、私、ユリーさんとか、傷ス持カちーさんにはもう、会えないのですか？」


　とどのつまりはそこだった。自分がなにかとんでもないことに同意して、二度と彼らに会えないのではと思った。


　それを、マギータはあっさり否定する。


「なにを心配しているのだ──会えるに決まっているだろう」


「そ、そうですよね。えと、すみませんこういうのって慣れてなくて……」


「面会申しん請せいが必要だがね」


　とマギータは付け足し、ふと表情をやわらかくして『休め』の姿勢を取った。


「──すこし、いいか、アイ・アスティン」


「は、はい！」


「落ち着け。──貴様、学校というものは初めてか？」


「……はい」


　村では大人達が授業をしてくれたけれど、でもアレは学校ではない。


「そうか。だったら戸と惑まどうことも多いだろう。集団生活のためのルールは、貴様には窮きゆう屈くつに感じることだろう」


「はあ……」


「様々な予定、様々な規則、学校とはそれらの拘こう束そくするものによって成り立っていると言っても過言ではない。貴様はそれらを疎うとい、嫌きらうだろう。だが得るものも確実におおきいはずだ。──わかるか？」


「わかる……と思います」


　それはわかる、つもりだ。


　だから自分は最終的には学校に通うことに同意して、こうしてこの場にやってきたのだ。


「それで十分だ」


　マギータはそういって鉄面皮に戻もどった。


「いくぞ」


　アイはぐっと気合いを入れて、マギータのあとをついていった。
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　壮そう観かんだった。


　金髪、銀髪、赤髪、黒髪、白肌、黄肌、黒肌、青瞳、緑瞳、茶瞳、黒瞳、灰瞳、


　それらの要素が五十通りも組み合わされて目の前にある。食堂には山の少女が、海の少年が、草原の青年が、砂さ漠ばくの乙女おとめが、みな同じ服を着てテーブルを囲んでいた。


　半分が少年であり、もう半分が少女だった。大人は一人もいなかった。


　アイはマギータと共に彼らの前に立ち、その光景を驚おどろきと共に見ていた。


　自分は死者の村を見たことがある。


　百万人の死者の都を見たことがある。


　不死身の人間を見たこともある。


　コロシオハケをみたこともある。


　しかし、


　五十人もの、生きた子供達をみるのは、初めてだった。


　二つずつで色の違う五十対ついの色玉が、ぜんぶこっちを覗のぞいている。そこには死者には存在しない透とう明めい感かんがあり。生、そのものの様ように輝かがやいていた。





　そこには、生き物の匂においしかなかった。





　アイは、なんだか急に不安になってしまった。生きている彼らの前に立っている自分がひどくあやふやなものに感じられた。目の前の彼らはこの場所に慣れて、自分には奇き異いに見える制服をしっかりと着こなしてくつろぎ、こちらをちらちらと見てはこそこそと内ない緒しよ話ばなしをしたりしていた。


　よせばいいのにアイはその優ゆう秀しゆうな聴ちよう覚かくと視力を使って彼らの唇くちびるを読んでしまう。


　──なんだあのショベルは。


　その生徒に、悪気などひとつもなかっただろう。だがそれを聞いた瞬しゆん間かん、アイは死ぬほど恥はずかしくなってしまった。理由はよくわからない。ただ、同じ格好をしていても、自分はなにかの偽にせ物もので、彼らこそが本物だという気がした。本物の前に引きずり出された偽物の気持ちになってしまった。
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　慌あわてて手に持っていたショベルを地面に下ろす。しかしその急な動きはかえって観かん衆しゆうを引きつけてしまう。アイは焦あせる。そしてそんな自分の焦りにも焦ってしまう。どうして恥ずかしいだなんて思ったのか？　どうして堂々としていられないのか？


　くすり、と。


　何ど処こかで誰だれかがわらった気がした。


　アイはなんだかもう、泣きそうだった。


「気をつけアテンシヨン!!」


　その瞬間、マギータが叫さけんだ。


「貴様ら！　私が喋しやべっているときは●も漏もらすなと教えたろう！　今●を漏らしたのはどこの●穴だ！　私がじきじきに●●してやる！　今すぐ●●を●●してテーブルの上に並べろ！」


　へ？


「どこだ!?　どいつだ!?　今転入生を笑ったのはどこの●●だ!?　おい返事をしろ！　聞こえなかったのか!?　なんとおどろきだ！　我わが愛いとしの腐くされ生徒どもに●●●●がいたのかい!?　それとも昨日は●●のかわりに耳で●●●●したってのかい!?」


「いま笑ったのは自分であります！」


　そのとき、食堂の中なか頃ごろから一人の男子生徒が立ち上がった。


　マギータは右手をひらめかせて腰こしの回転式を抜ばつ銃じゆう、ろくに狙ねらいも定めずに片手で発はつ砲ぽう。


　銃口から飛び出した弾だん丸がんはすかーんと軽い音を立てて生徒の額にあたった。弾丸はくるくると回転しながら弧こを描えがいて跳はね返って目の前に落ちた。よくみると弾丸は白はく墨ぼくでできていた。


「良い度胸だこの●●。●用の●は付いているようだ。今度●●釣りにいったときに●を●●させてやろう」


　いつのまにか納銃したマギータが、今度は全員に話しかけるように、


「いいか私の可愛かわいい腐れ生徒ども！　私は一いつ切さいの差別をゆるさん！　それをしていいのは私だけだ！　貴様らは隣の●穴を気にしている暇ひまがあったら自らの●を●●倒たおせ！　成ガ長ンしホろー！　成ガ長ンしホろー！　成ガ長ンしホろー！」


『成ガ長ンしホろー！　成ガ長ンしホろー！　成ガ長ンしホろー！』


　以上。


　と言って。マギータは後ろに下がった。


「アイ・アスティン」


「は、ハイ!?　何でしょうか！」


　アイは反射的に気をつけをして、見よう見まねの敬礼をしてみた。


「ん？　なんだそれは。何かの冗じよう談だんか？」


　マギータは口元に手を当て、微笑ほほえんだ。


「アイ・アスティン。淑しゆく女じよたるもの、おしとやかにな」


　……そちらこそなにかの冗談、なのだろうか？


「では貴様ら仲良くしろよ！　──解散！」


　言い終わった瞬間から食堂は騒そう然ぜんとし始めた。生徒達はきびきびと動いて食器を下げ、列を組んで退出していく。


「あ、あの、マギータさん……」


「アイ・アスティン。いま、この瞬間からは寮りよう監かんと呼べ」


「はあ、あの、寮監。私のお夕飯は……」


　マギータは腰に手を当ててきっぱりと宣言した。


「なしだ！」


「ええ！」


「いかなる理由であろうと、食事の時間に遅おくれたものは、メシ、抜ぬきだ！」


　世界が崩ほう壊かいした。


「ちょ！　ちょっと待って下さい！　私、夕飯食べないと死んじゃう体質で……」


「そんなことはどうでもよい！　ついてこい！」


　マギータはずんずんと食堂を横切り整列している一列に目をつけた。


「委員長」


「はい」


　その女生徒は朴ぼく訥とつとした、すこし雰ふん囲い気きのある美人だった。赤毛の髪をふとい三つ編みにして胸むな元もとに流し、見えてないんじゃないか？　というくらいに、ふかく、瞳を伏ふせている人だった。


「新入りだ、Ｑクラスに入る」


「わかりました」


　それだけの会話をして、マギータは去っていった。


　アイはぽかんと、その場に立ちつくした。


「アイ・アスティン。──アイでいいわね」


「へ？　あ、はい」


「行くよ。アイ」


　伏し目の彼女は列の先頭に何か指示をだしてから、うしろについて歩き出した。列は男女に分かれていて、ひとつ前に伏し目さん、その前にぐりぐり眼鏡めがねの女の子、ふやけた雰囲気を持つ青髪の子がいた。先頭はなんと金髪の双ふた子ごだ。


　アイはひとりだけ荷物を抱かかえて最さい後こう尾びにつき、前を歩く伏し目さんに話しかけた。


「あの──」


　お名前は？


「しっ」


　女生徒はこちらを見ずに言った。


「静かに。寮監におこられる」


「……はい」


　にべもなかった。


　列は直線のまま進み、食堂を出て外へとまわった。外には屋根付きの通路があり、脇わきの草むらでは春の虫たちがりーりーと鳴いていた。一行はぞろぞろと連れ立ってあるいて女子寮に入った。アイ以外の全員が、さっさと行動して部屋の中に入る。


「そこがあなたの部屋」


　金のプレートに１２５号室と書かれた部屋を指さされる。


「荷物を置いて。汚よごれ物ものだけ持って出て。早く」


　アイは慌てて中に入る。なかは真っ暗でなにも見えない。とりあえず手て探さぐりで進み、ショベルと麦わらと荷物を置く。汚れ物とはたぶん服の事だろうが墓はか守もりの服はもっていかないことにした。


　部屋を出ると先さき程ほどの面々が制服から質素な部屋着に着き替がえて整列していた。アイはなにをどうすればいいのか分からなくてビビる。ビビって伏し目さんをさがす、名前すら教えてくれず、話をするときこちらを見てもくれない彼女だが、そんなひとでも今の自分には貴重な存在だった。


「後ろに並んで」


　きょろきょろしていると伏し目さんが見つけて捕つかまえてくれた。アイは、本当だったら手を繫つないで欲ほしいくらいだったが、なんとか我が慢まんして列の最後尾につく。


　点呼の後に、行列は粛しゆく々しゆくと歩き出し。また外に出て別の建物に入った。


　その建物は煉れん瓦が造りで、裏には煙えん突とつがあってもくもくと煙けむりを出している。


「同じようにして」


　伏し目さんが言うのでこくりと肯うなずく。


　まず建物の入り口で靴くつを脱ぬいで下げ駄た箱ばこにあずける。次に靴くつ下したも脱いで素す足あしになって奥おくに進み、巨きよ大だいな籠かごのうえで順番に持参した袋ふくろを逆さにする。アイは自分の番になってなかをのぞき込む。するとむわっと強きよう烈れつな生き物の匂いに当てられた。彼女たちが籠に入れていたのは予想通りの部屋着だった。


「なにしてるの、こっち」


　襟えり首くびをぐいと引っ張られる。


　連れて行かれた先は不思議な部屋だった。床ゆかがフローリングでも絨じゆう毯たんでもなく、建物の外がい壁へきと同じ石材がむき出しのまま並べられて、そこら中に分厚いタオルが敷しかれている。壁かべは一ひと抱かかえくらいの正方形の棚たなに埋うめ尽つくされ、同じようなものが中央にも背中合わせに二棟むねもあった。


　そしてやたらと湿しめっぽく、床はところどころ濡ぬれていた。その向こうには湯気を漏らす木の扉とびらがあった。


　なんだここ？


「トイレはむこう。──でもここに来るときは基本的にすませてから来ること」


　はぁ。


「その棚が服を置くところ」


「はい」


「下着だけは自分で洗うこと」


「はい」


「じゃあ、服脱いで」


「え？」


　なんでですか？　と聞こうとしてアイは固まる。


　伏し目さんはすでにシャツの裾すそに手を掛かけていた。いや、それだけではなく、部屋に入った全員がさっさと服を脱いで棚に入れている。


　いろんな肌はだ色いろが目の前にあった。


「わ、わ」


「どうしたの？」


　わ。


　あわい肌色の、まる裸はだかの伏し目さんが目の前にいた。


　アイは呆ぼう然ぜんと、目の前の超ちよう現実を見つめる。


　生きている人の裸が、目の前にあった。


　それがひどく、恥はずかしかった。


　実はアイはここ数年、まともな生者の裸ら体たいというものを、見ていない。


　特に同性の、年若き女性の裸をしらない。アイが知るのは母親──壊れた墓守アルフアの病的なまでにか細い肢し体たいと、傷ス持カちーがセリカのためにはだけてみせた胸元だけである。──アイがよく知る「人体」とは乾かわき切って整形された死者の皮ひ膚ふのことをいった。アイは、圧あつ倒とう的てきに生者をしらなかった。


　恥はじ。


　その感情がまた、アイを襲おそった。伏し目の彼女や、他ほかの人の裸を見るのが恥ずかしくて仕方がなかった。むちむちとやわらかそうな皮膚の感かん触しよくが、ふわふわと膨ふくらんだ体の丸みが、汗あせばんで湿り気を帯び、濃のう密みつな匂においを放つ肉体が、見ていられなかった。彼女たちが生きている。その証左を前にして、アイはひどく狼ろう狽ばいした。それはアイ以外の誰だれにも理解できない羞しゆう恥ちの感情だった。


　かーっと顔に血が上って伏し目の彼女の質量の大きいふくよかな胸から目を逸そらした。逸らした先には両足の付け根に生えるささやかな陰いん毛もうがあってさらに俯うつむいた。アイにはそういったものが本当に、本当に恥ずかしかったのだ。


　泣きたい気分が蘇よみがえった。自分がどうしてこんなにも恥ずかしいのか分からなかった。


　そして、


「早く脱いで」


　アイは、きゅっとシャツの首元を摑つかんだ。


　服を脱ぐことが、恥ずかしかった。


　当たり前に生きる彼女らの前で、裸になることが嫌いやだった。


　嫌、だったのだ。


「あ、あの、私」


「急いで」


　じわりと、視界が潤うるんでしまった。信じられない思いだった。そりゃあ自分はちょっとは涙なみだもろい方だとは思う。だけどこれではまるで──


　あまりに弱くて──


「はやく、時間が決まってるの」


　アイは、動かない。


　伏し目の彼女は仕方なく、その襟えり元もとに手を掛けた。
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　湯気また湯気。


　空気はたっぷりと湿しつ気けをふくんで暖かく、反対に足あし下もとを埋める白石はひんやりと冷たい。灯あかりはいくつかの電気灯があるだけで、くらく、空中も水中も、見通せる部分はすくなかった。


　かぽーん。とどこかで石に桶おけの当たる音が響ひびいて密室を反はん響きようした。


　大浴場だった。


　その隅すみっこの方にいじけた雰囲気を身に纏まとったアイがぽつんと立っていた。アイは、タオルを高級店の包装紙のようにきっちりと胴どう体たいに巻き付けて鉄てつ壁ぺきの防備を固めている。


　浴室には、湯気と湯をあびてますますみずみずしくひしめき合う肌色達が、まとった水気に虹にじをつくっていた。みんなアイより三つも年上で、背は高く、胸はふくよかで、美人に見えた。


　アイはなるべく目立たないようにこそこそと端はじっこを移動した。──といっても全員が全員、この不思議な新入生をちらちらと注視していたのだが。本人はそのことに気付いていない。アイは、クラスメイトがなんの接せつ触しよくもしてこないことから、彼女らが自分になんの関心もないのだと結論した。





　──実際はなにも言ってこない連中こそ、好こう奇き心しんに目を輝かがやかせていたのに。





　全員のひそやかな注視の中、アイはこそこそと壁かべ際ぎわを移動し、隅っこの蛇じや口ぐちを占せん拠きよしてようやく安心してふーっと一つ息をはいた。次いで神経質な草食動物のようにちらちらと視線を周囲に向ける。クラスの面々はさりげなく顔を逸らしてその視線をスルーした。アイはやっぱり誰も自分を気にかけてなどいないのだと安心してゆっくりと身に纏ったタオルを剝はいだ。


　隠かくされていた肌に湿気がのって、小さな背中が輝いた。





『ほぉ……』





「？」


　くるりと背後を眺ながめる、クラスメイト達はぱっと視線を逸らした。


　気のせいだろうか？


　アイは不安な気持ちで膝ひざをたてて体を小さくし、両手を後頭部にまわしてゴム紐ひもとピンをとった。


　編み込まれていた金の髪かみがぱらりと解き放たれて背中をたたいた。


『おお……!!』
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「？」


　やっぱりだれも見ていない。


　アイは訝いぶかしみながらも作業を続け、湯の張った木桶を持ち上げ、鼻を摘つまんで頭から被かぶった。


　ざばぁ。


　金の髪はしっとりと水を受け容いれ、いっそう深みをまして輝いた。


『わ、すご……』『きれい……』『どうやって手入れしてるんだろ……』


　今度の歓かん声せいは確かな音となって浴室のしめった空気に響きわたったが、あいにくアイの耳はお湯に覆おおわれてなにも聞こえていない。


　お湯が通り過ぎて、目を閉じたままぷるぷると頭を振ふるう。目元をぐしぐしとやって水気をぬぐい、ぱちぱちと瞼まぶたを開いてふぅっと息をつく。


　その目の前には石けんと、なにやら液体の詰つまっているボトルの群むれがあった。


　じっと、室内のすべての瞳ひとみがアイの手元に集まって、いったい彼女がどのボトルを使い、どのような手管で体を洗うのか？　と注視した。


　アイはなんにも気付かずにそれらを眺め、やがてつっと指先を動かして、


　タオルを手に取り。


　そのまま立ち上がって出ていこうとした。





『!?』





「……ちょっと待ちなさい」


「あ、あの？　なんでしょう……」


　むんず、と肩かたを捕まえて。伏ふし目さんが皆みなを代表するようにアイを引き留めた。


「どこに行くの？」


「え、えと。お風ふ呂ろ終わったので、外で待ってようかと……」


「……湯船にも入らないで、頭も体も洗わない気なの？　石けんが気に入らないとか？」


「あ、いえそれは別に、私いつも石けんとか使わないですし……」


　その瞬しゆん間かん、視線の群が敵を見るものに変わった。


「……りなさい」


「へ？　なんですか？」


「座すわりなさい」


「え、で、でも、あの、その」


「座れ」


「はい」


　アイは粛しゆく々しゆくと濡れた木の椅い子すにお尻しりをのせて伏し目さんの前に座った。なにか、これから恐おそろしい拷ごう問もんにでもあうかのようにちらちらと後ろを振り返って、にへらと命いのち乞ごいするように笑って見せた。


「ぴかぴかにしてやる」


　伏し目の彼女は、とりあえずその笑え顔がおにお湯をぶちまけた。


「ぴぎゃ！」
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「ううううう……ぴかぴかやだぁ……ぴかぴかもうやだよぅ……」


　がちゃり、と１２５号室の扉とびらを開け、そのまま電気もつけずに真っ暗な部屋を手て探さぐりで進む。幸い月が出ているのか、家具を見分けるぐらいには夜目が利きいた。部屋は二段ベッドが一つ、机が二つの二人部屋だった。


　アイは、新品のパジャマの裾すそを引きずってとぼとぼとベッドに向かった。そのすがたは文字通りぴかぴかで、よく洗せん濯たくされた死体のようだった。


　布ふ団とんも広げずにベッドに転がる。左足がくるりと円を描えがいて反対側におさまる。仰あお向むけに寝ねころんでちかい天てん井じようを見つめる。本当は持ち帰った制服をハンガーに掛かけたり、荷物をタンスにしまわなければならないのだが。そんな気力はなかった。


　部屋は闇やみに包まれ、学こ園こは新人ひとりの加入くらいではびくともせず、ゴーラ学園は平常運行の眠ねむりにつこうとしている。


　そんななかで、アイだけがいつまでも眠れずに二段ベッドの上の段を見つめ続けた。


　風呂では爪つめの中までほじられた。


　そのうえ今日は、ご飯抜ぬきだ。


「いじめだぁ……ううう……転入生いびりだぁ……」


　お腹なかが「きゅう」と鳴って引っ込み、それと連動するように心の奥おくに寂さびしさが広がって目の奥に涙を運んできた。


　自己紹しよう介かいの時と、風呂での『恥はじ』が思い出された。


　慌あわてて目を擦こする。まだ、初日だというのになんということだ。たしかに自分はちょっとばかし涙もろいほうだとは思う。だけどこれはひどい、学校に入って最初の夜にもう泣いているなんてどれだけ弱っちければ気が済むのだ。


　アイは空腹にきゅうきゅうと鳴くお腹をぎゅっと巻き込んで布団に伏せた。


　お腹を抱だいてしまうと、今度は目元をぬぐうものがなくなって、涙が目め尻じりで水すい滴てきのように溜たまってしまった。アイは顔をそっと布団にうずめ、朝あさ露つゆのようなそれをじわりと綿に吸い込ませた。


　──学校、全然たのしくないです。お父様。


　想像の中に父キヅナを思い浮うかべて文句を言った。想像のくせに人食い玩具ハンプニーハンバートはあくまでリアルで『そんなの俺おれのせいじゃねぇよ』と無責任に嗤わらっていた、そんなのひどいとおもう。自分が最終的に学校に通うことに合意した理由はあの人にあるのに。


　アイは以前、父と交かわした数少ない会話を思い出す。


　その中に学校の話があった。


　ハンプニーはアルビノで、肌と腎じん臓ぞうが弱くて学校に通うのは難しい子供だった。それでも親と友人に助けられてずいぶんと無理をしてまで学校に通ったのだという。


　──なんでそんなことを？　とアイは尋たずねた。言っちゃ悪いが目の前の悪あく魔まが好んで学校に通う姿など想像も出来なかった。


　それに対してハンプニーは「だってみんながやってる事だぜ？」といって笑った。「なら俺だってやる。それだけだ」と答えた。


　その笑顔は誇ほこらしそうで、嬉うれしそうだった。思えばあの人は最初から、孤こ独どくをきらう人だった。


　そうしてハンプニーはユリーと出会い、沢たく山さんの友だちを作ったのだという。


　だけど、


　……自分にそんなこと、できるのかなぁ。


　アイはすんっと洟はなをすする。まだ名前も知らないルームメイトとクラスメイト、ひたすらに透とう明めいで輝いている五十対ついの瞳、問答無用な寮りよう監かん、どうしようもなく恥はずかしい生きている人達のやわらかい肌、圧あつ倒とう的てきなまでに圧倒的な生きている人の匂におい、


　そうだ、それがあった。


「どうやらわたしって……」


　アイはふっと息を吐はくように言った。


「……生きてる人が、苦手だったんですね……」


　それは相当ショックな事実だった。


　この町に入ってからどうもペースが狂くるうなとは感じていたが、その原因があの、風ふ呂ろ場ばの出来事でよく分かった。自分はなんと、生きている人の集団が、駄だ目めらしい。


　ひとりひとりなら平気だったのに……と思ったが、よくよく考えるといままで出会ってきた生者達とも、初対面ではずいぶんと緊きん張ちようしていたものだ。


『生きてる人って綺き麗れいだけどちょっと変』といったオルタスの少女の事を思い出した。自分は彼女をまったく笑えなかったのだ。自分だって生者には慣れていなかったのだ。こんなことで世界を救うなんてちゃんちゃらおかしくて──


　おなかが「きゅうきゅう」と鳴いて、吐と息いきはなんだか熱っぽく、涙なみだはころころと転がった。


　……学校、つまんないですよ。お父様……。


　アイはぐしぐしと枕まくらに顔をこすりつける。


　泣いちゃおっかなーと思う。もう泣いてるけど、泣いてもいいや。と心で認めてしまう。


　そう思った瞬間に、涙が来た。


　瞳の奥のさらに奥、きっと心に繫つながっている場所から涙が波のようにやってきた。瞼の縁ふちはたちまちのうちに潮が満ちて、あふれる時を待った。


　実は自分は、泣くのがすこし好きだ。


　こんなこというと『嫌いやな子だ』とか『好きで泣いてる泣き虫』とか思われそうで、うまく伝わるわけがないから誰だれにも言ったことはないが、自分は泣くのが、好きなのだ。


　だって、『泣く』ということは『泣きやむ』ことと、絶対にセットになっているから。


　アイは思う。


　泣く、のはきっと、泣きやむ、ためだ。泣いて泣いて悲しくて、どんなに涙が尽つきないと思っても、それでもいつか涙は止まる。


　母が死んで、父が死んで、夢が砕くだけて泣きわめいても。それでもいつか、不義理なくらいに涙は止まる。


　それはきっと、涙が泣きやむためにあるからだ。悲しみを塩水にかえて、自分の体から追い出す、ためなのだから。


　だから、自分は、泣くのが好きなのだ。


　……それはアイの短い人生観が生み出した、悲しみに対処するための一つの答えだった。自らの涙に彩いろどられた生を納なつ得とくするために作り出した理り屈くつだった。


　しかし、


　しかし、それがいいことなのかは、誰にも分からなかった。こんな場所で、孤独に泣くことを『いい』というアイを、『いい』と言えるかどうかは、誰にも分からないことだった。たとえばユリーならば、その心情をすべて正確に理解したとしても、否いなと言うだろう。たとえばウッラならば、それを生み出すにいたった人生観を思って悲しんだだろう。ハンプニーならばもしかしたら褒ほめたかもしれない。傷ス持カちーならば迷っただろう。セリカならば泣いている暇ひまをなくしただろう。


　だがそれらの人々はここにはおらず、ただここにはたったひとりの、十二歳さいの墓はか守もりがいるのみだった。


　ハンプニーの幻げん影えいはなにも言ってはくれなかった。


　涙はだれにも知られることなく、流れようとした。


　そのときだった。


「大だい丈じよう夫ぶ？」


　その、


　その言葉が、その瞬間、その場所で、どういったものであったかを、言葉にするのは難しい。


　それはここにあるはずのない言葉だった。この場所でアイは孤独に泣いて、孤独な理論で泣きやんで、また孤独に強くなるはずだった。それらはすべて、一人で行われ、一人で終わるはずのことだった。


　それが、そうはならなかった。


「ね、泣かないで」


　アイはびっくりして声の主を見た。涙は驚おどろきと共にあっという間に引っ込んでただの塩水になっていた。


　声の主は逆さまの生首だった。いや、そう見えるだけで、実際には二段ベッドの上の段から顔だけ覗のぞかせている女生徒だった。


　生徒の瞳ひとみは闇の中でなお暗く光る黒曜石のようであり、肩かた口ぐちまであろう黒くろ髪かみは引ひっ繰くりかえってベッドの一階と二階の間をそよそよと揺ゆれていた。


「落ち着いた？」


　こくこく。




[image: ]


「よかった」


　女生徒はふわっと笑った。この学校に来てから、生者にそんなやさしい顔を向けられたのは初めてだった。


　それなのにすっかりいじけて鍵かぎのかかった、アイの心は警けい戒かいをとかない。


「あ、あの！」


「ん？」


「……あなたも私をぴかぴかにするんですか？」


　女生徒は、なんのこと？　とばかりに逆さまに首をかしげ、


「よくわからないけど、あなたはもう、ぴかぴかじゃない」


　綺麗な髪ね、と女生徒は褒めた。アイはまた、恥ずかしい気持ちになったが、嫌な気持ちにはならなかった。


「ディー」


「え？」


「ディー・エンジー。ボクの名前」


「あ……アイといいます！　アイ・アスティンです！」


「知ってる」


　ディーは笑った。それはアイが、この学校の生徒に向けられた初めての笑えみだった。


「あなたに会いたかったよ。アイ。アリスと二人で、あなたを待ってた」


　この頃ころになってようやく、アイの脳みそに酸素と余よ裕ゆうが吹ふき込まれてあわてて立ち上がろうとする。


「あ、いいよ、寝ねてて」


　それをディーは止めた。


「色々、話したいこともあったけれど、今日はいいから。寝てて」


「はあ……」


「ボクもね、アイを待ってたんだけど、つい眠ねむくなっちゃって」


　たはは、とディーは額を打った。


　アイは寝しん具ぐの山から枕だけを引っこ抜ぬいて敷しき、そこに、とさっ、と頭を置いた。すこし目線を傾かたむけると、そこでディーが微笑ほほえんでいて、なんだか無む性しように安心した。


「……ディーさんは、ルームメイトさんですか？」


「んー。まあ、そんなもの」


　なるほどと、アイは深く納得する。


「明日あしたになったら、いろいろ教えてあげるね。でも、今日はもう寝よ。ね？」


「はあ……」


「眠れそう？　大丈夫？」


　アイは、こちらを心配そうに見つめる瞳をじっと見上げて、自分に問いかけてみた。


　涙の気配はもうずっと遠い場所に引っ込んで、代わりに潮しお騒さいのような疲つかれがゆったりと体に満ちていた。


「大丈夫です」


　アイはいった。


「そっか」


　ディーはわらった。


「じゃ、おやすみ、また明日ね」


　そう言って、ディーはちょんちょんと手を振ふって頭を引っ込めた。アイも、おやすみなさい。してからすっと瞳を閉じて瞼まぶたの裏の闇やみを見つめた。


　眠ねむ気けはその闇の向こうからやって来て、やさしく意識を落としていった。





　　　　II




　ゴーラの朝は早い。人々は夜明け前からベッドを離はなれ、だいぶ温かくなった洗面の水に幸福を覚え、パン屋は発はつ酵こうのすんだパン生き地じをチェンバーに迎むかえに行き、農家は一度目の収しゆう穫かくが迫せまった麦ばく穂ほを覗いて深くうなずく。牧童は犬と共に野を走り、夜を仕事と共に過ごしたものは大きな欠伸あくびと共にベッドにはいる。町はすっかり目が覚めて、一日で最初のしずかな喧けん噪そうに包まれている。


　その中心であるゴーラ学園もまた、目覚めの中にあった。


「起床～～～～レデイ───ス!!」


　大講堂の鐘かねが響ひびきわたると共に、マギータは昇のぼり行く太陽に感謝して東へ祝しゆく砲ほう。次に沈しずみ行く月を悼いたんで西へ忌き砲ほう。そして怒ど声せいを響かせながら寮りよう内ないを練り歩いた。


「さあ起きろ起きろ御お嬢じよう様さま共！　●●やめ！　パンツ上げ！　櫛くしと紅べにの時間だよ！　貴様らとっととその採とれたて野菜みたいな顔面を何とかしろ！　テーマは『清せい楚そ』だ！　●●●●も●●して道ぃ踏ふみ外はずしたくなるような淑しゆく女じよにおなり！」


　生徒達は眠い目を擦こすって起き上がり、朝の短い時間を身だしなみに使い始める。欠伸あくびまじりにパジャマを脱ぬぎ捨すて、制服と同じく支給品の可愛かわいくも何ともない下着を身につける。ぱりっとアイロンの掛かかったシャツを着てチェックのスカートを穿はき、ブーツを突つっかけて顔を洗いに行く。このあたりはおのおの順不同であり、髪を梳すくのに精を出すもの、お仕着せの衣い装しようの中ですこしでも可愛らしくあろうと苦心するものもいる。


　そんな中でアイは、


「ね、アイ、起きてよー」


「…………………………んにゅ……ボサ……ノバ……」


　寝てた。


「うーん困ったなぁ。ぜんぜん起きてくれない。アイー起きてー！　怒おこられちゃうよー」


　ディーが困り顔で声を掛ける。幸いすぐに反応があった。


「……起きてますよ……」


「あ、よかった。じゃあ早く着き替がえないと」


「……もうそれはそれは完かん璧ぺきに起きてます…………………………むにゃ……」


「え？　もしかしてそういう寝ね言ごとなの？　どうしよう、この子つよい」


　起きてー、とディーはベッドの脇わきで両手をメガホンのようにして呼びかけるが。アイは強力な寝ね惚ぼけをかましていっこうに起きようとしない。


「アーイー！　起きて起きて起きて起きて────!!」


　ディーは顔を真っ赤にして叫さけんだ。


　そこまでされてようやく、むくり、と、


「あ、今度こそ起きた」


　アイが腹筋だけで起き上がってぼーっと室内を見回した。右見て左見てディーを見て、


「…………トイレ……」


「え、あ、うん。どうぞ……部屋に備え付けのがあるからそこを……」


　ぱたん。


　明らかに何も聞いていない様子で、アイは外へと出て行った。
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　朝の洗面所は寮でもっとも混み合う場所だ。個室のちゃちな洗面台はこの時間帯、ほとんど水を吐はき出さないから、身だしなみを気にする生徒の多くは井い戸ど水みずのつかえる一階の洗面所までやって来る。そこで彼女たちは、顔を洗い、髪をあらい、粉を叩はたいて油を塗ぬったりする。『化け粧しようは淑女の嗜たしなみ』という寮監の言葉を免めん罪ざい符ふに、ぎりぎり怒られないラインを探さぐって色を乗せていく。皆みな、すでにきっちりと制服を着込んでさらなる地平を目指している。


　そこを寝惚け眼まなこのアイが通った。その姿はだるんだるんで、襟えりはよれてボタンは外れ、上着はへそまで捲まくれ上がっている。


　おまけになぜか枕まくらを引きずっている。


　並み居るお姉様方のうしろを、アイはぺたぺたと通り過ぎてトイレに入る。鏡の中を注視していた生徒達は『はて？』と振り返る。そこにいま、なにか、奇き妙みようなものが映った気がしたのだ。


　生徒達は『見たよね？』『見た』という無言の会話をこなし、謎なぞの生き物が向かったと思おぼしきトイレを睨にらむ。


　一いつ拍ぱく後ご。


　そこから、ざばーっと水洗の音がして、半分眠ったアイが出てきた。


『！』


　全員の頭の上に『！』の字が躍おどった。校則うんぬんを持ち出す以前に今のアイの格好は問題外すぎる。こんなところを寮監に見られでもしたらイノチがあぶない。本当だ。


　それからの動きは迅じん速そくだった。


　一足先に装備を済ませた生徒が堂々と廊ろう下かの様子を探さぐり、後ろ手で『敵てき影えいなし』のハンドサイン。歯ブラシを咥くわえたままの生徒が上級生にそれを報告。その間にも現場隊員は武装確かく認にんと燃料放ほう棄きにせいをだす。


　生徒達は顔を見合わせた。


『やるか？』


『やろう』


　決断は迅速かつ妥だ協きようのないものだった。
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「は！」


　口の中に何かおいしいものを感じて、アイは目を覚ました。


　通常ならありえない覚かく醒せいの仕方だったが意識は冷静だった。噴ふん飯ぱんすることも、狼狽うろたえることもなく、まずは冷静にもぐもぐとやる。


　──これは、鱒ます？　そうだ、そしてこのかりかり感はフライ。ごくんと嚥えん下かするごとに鼻び腔こうを抜ける香かおりはバジルだ。なるほどパン粉に最初から混ぜることによって香りと味わいを……、


　じゃなくて、


「はれ？」


　辺りを見回すと昨日きのうと同じ食堂だった。席も同じ、面子メンツも同じ。みんな正しい作法で虹にじ鱒ますの香こう味み揚あげと蒸むし芋いもを食べている。


　自分自身も右手にナイフ、左手にフォークを握にぎって、いままさに『いただきます』した状態だった。まったく身に覚えがない。


　そのうえ服まで着替えている。


　昨日の夜着ていたパジャマから制服に替わっている。髪も自分ではやらない編み方で後ろに垂らされていた。


　いったい誰だれが、いつの間に……。


　自分の置かれた状じよう況きようを分ぶん析せきする。なぜこんな事になっているのだろう？　ていうか誰が着替えさせたんだろう？　なんだか最近もこんな事があった気がする。自分、服、脱がされすぎだろう。着付け、されすぎだろう。なにがどうなってこうなったというのか？　責任者はどこか？


　やがて、


　頭をぐるぐると回転させていたアイはなんとなく左手のフォークでさくっ、と鱒を刺さし。ゆっくりと口に運んでもぐもぐした。


　ごくん。


　一晩ぶりの食事は、ものすごくおいしかった。


　なので、だいたいのことは許した。
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　食事の終しゆう了りようと共に、食堂の生徒達はだんだんと少なくなっていった。彼らはみな、前日とかわらず、自分たちだけはやるべきことをしっかりとわきまえている様子で、アイを気にかけるものなど誰もいない。


　いや、正確にはとなりで伏ふし目めの彼女がまだ食事をしているのだが、このまま彼女を待っていいのかもよく分からない。アイはハラハラしながら席に座すわり続ける。動いた方が良いのか、それとも悪いのか、どっちを選んでも怒られそうな気がする。


　だから、ディーがこちらを見つけてくれた時はすごく嬉うれしかった。


「あ、いた。アイー。こっちこっち」


　食堂の扉とびらからひょこりと顔を覗のぞかせて、ディーがちょいちょいと呼んでいる。アイはちらっと横目で伏し目さんを見、なんの反応も示さないのを見て食器の盆ぼんを手に取り立ち上がった。回収口にそれを置き、席には戻もどらずにディーのもとへと歩いていった。


「わぁ」


　ディーが顎あごに手を当ててこちらをじろじろと見る。


「な、なんでしょうか？」


「制服、かわいい！」


「そ、そうですか？」


「うん、よく出来てる」


　そのほめ方はどうなのだろう？　と疑問に思いつつ、アイは体を捻ひねるようにして自分の姿を改めて見なおす。チェックのスカートは緑と白で品が良く。同じ緑のブレザーもしっかりとサイズがあって腕うでがまわる。


「ディーさんが着替えさせてくれたんですか？」


「ううん。なんだか強こわ面もてのお姉さん達が『ばーん！』って部屋にはいって来て、アイをひん剝むいて、荷物を漁あさって……」


「そ、それはひどい……やはりいじめですか……」


「……いじめ、かなぁ？」


「いじめです」


　ディーはなにか言いたそうだったが結局黙だまった。


「このお洋服ですが……」


「ん？」


　体をきゅっと捻ってくるりっとやる。スカートが円えん弧こを描えがいてふわりとふとももに落ちる。アイはお尻しりをふりふりとやってスカートの『まとわりついてくる』感じを楽しむ。


「私キュロットばっかりだったから、なんだか新しん鮮せんです」


「そうなの？」


　はい。と、答えてから、


　アイはなんだか、急に戸と惑まどいを覚えた。村にいたころも、スカートを穿はく機会はもちろんあった。アンナもヨーキも爺じじ婆ばばも、なにかイベントがある度たびに可愛かわいらしい服をこしらえてプレゼントしてくれた。


　しかし、アイはそれらの服を完璧に無視して、墓はか守もりの服だけを着続けた。あのころの自分は墓守だ、と毎秒ごとに主張しなければ生きていけなかったからだ。


　なんて不自由だったのだろう。といまは思う。服や言葉で自分を縛しばらなければ、形さえ保つことができなかったむかしの自分。ショベルを担かついで穴を掘ほってばかりいた自分。ほんのすこしだけかわいそうな自分。


　馬ば鹿かな自分。


　アイはスカートの端はしをちょんとつまむ。──こんなもので村人が喜んでくれたなら、もっと着てあげればよかった。と簡単にそう、おもう。おもえる。


「どうかした？」


「……いえ、なんでも」


　アイは、ぱっとスカートを払はらい、つっとその裾すそを持って淑しゆく女じよの礼をしてみせた。


「お褒ほめにあずかり、恐きよう縮しゆくです」


「いえいえ、事実事実」


「ディーさんも制服お似合いですよ。……あれ？　でも」


　アイはぴっぴっとディーの上半身と下半身を指さして、


「なんでディーさんだけ制服が違ちがうのですか？」


「ん？」


　昨日はベッドの陰かげに隠かくれていたディーの体、そこを覆おおう制服は学こ園このものとは違っていた。


　彼女の服は紺こんを基調としたブレザーだった。


「あ、これ？　んーと、これは……そうそう、ボク転校生だから」


　はあ、そうですか。とアイはとりあえず肯うなずく。転校生だからなんなのだとも思うが、そう言うのならそうなのだろう。


「まあまあ、そんなことはいいからいいから、ついてきて」


「どこへ行くのですか？」


「校舎」


　ディーはさっさと歩き出す。慌あわててアイもあとを追う。


　食堂を出て外へと向かう生徒の群に交ざった。


　朝の光を『んー』っと気持ちよさそうに浴びながら、ディーはずんずんと歩いていく。


「今日の午前は選せん択たくなの。だからみんな朝はまちまち」


「センタク？」


「選択授業。週にフタコマ自由に選んで履り修しゆう出来るの。っていってもアイは分からないと思うから。最初は見学かな」


　なるほど、


　ディーはその案内役、というわけか。


　そうと分かればアイも気を大きく持てる。こういう風にマギータも伏し目さんも説明してくれればなぁと切に思う。


「そっちが男子寮りよう。こっちがグラウンド。そんであっちが絶ぜつ壁ぺきで立ち入り禁止」


　と、ディーは目につくものを片かたっ端ぱしから説明してくれた。その説明は無差別爆ばく撃げき的で、とても上う手まいものだとは言えなかったが、アイには大変助かるものだった。


　校舎に着いた。


「……おおきいですね……」


　ラグーンの絶壁と、同じ色をした灰色の建物が目の前にあった。校舎は両りよう翼よくを広げた白鳥のような建造物で、真ん中に大きな時計塔とうをもち、その両りよう脇わきにいくつもの小塔を従えている。それらの一つ一つをアーチが繫つないで、そのなかに小さな教室から大きな講堂まであった。


「学こ園こはカレッジの中では小さい方だよ。クイーンズの方なんかは生徒数が常時五千人もいるんだって、今はどうだか知らないけどね。ここも昔は五百人ぐらい生徒がいたんだけれど、いまはもうその十分の一以下になっちゃったねー」


　アイは聞いておらず。「はへー」と変な声を出しながら上を向いて校舎にはいった。重厚な石の外がい壁へきとは裏腹に、建物の中は樹齢百年の樫かし材ざいで仕分けられて艶つややかに光り、そこかしこに思わずお辞じ儀ぎしたくなるほど偉えらそうな石像が建ち並んで玄げん関かんに入る人間の頭頂部を睨にらんでいる。


「こっち」


　ディーは、アイの見学に付き合うようにゆっくりと歩いた。コの字形の校舎は中心に舞ぶ台たいと庭があり、誰かが手入れした花畑がその色合いを誇ほこっていた。実にひなたぼっこの誘ゆう惑わくにかられる場所だ。


　と、鐘かねの音が響ひびいた。


　絶壁の正面、校舎のもっとも高い場所の時計塔からだ。授業がはじまったのだろう。廊ろう下かに出ていた生徒達が慌てて教室に入っていく。アイは、自分たちはいいのか？　と不安になるが、ディーは堂々としたもので誰もいなくなった階段を悠ゆう々ゆうと上って最上階まで行く。


　三階の教室は一つも使われていない様子だった。教室はどこもかしこも空っぽで、廊下もなんだか物置場のようで生徒が作った絵画や像がごろごろしている。ディーはそれらすべてをスルーしてずんずんと進む。


「ここ──アイ、開けてくれる」


　連れて行かれたのは校舎のもっとも奥おくにあるどん詰づまりの部屋だった。例の時計塔の真下。そこに無骨な木の扉がある。


　こんなところでなんの授業だろう？　そう思いながら、アイはすり減った真しん鍮ちゆうのノブを握にぎってがちゃりと捻る。


　そこは歯車とワイヤーの住処すみかだった。


　部屋には、屋根裏のような粗そ雑ざつで荒あら々あらしい雰ふん囲い気きが満ちていた。石材も木材もむき出しのまま張はり巡めぐらされて、壁かべにも天てん井じようにも建築当時の職人が書いた荒っぽい標号がそのまま残されている。どこもかしこも埃ほこりっぽく、床ゆか、梁はり、タンス、ぞうきん、いつかの生徒が作った粘ねん土ど像ぞう、蜘く蛛もの巣す、ヤモリの抜ぬけ殻がらあるいはミイラ。みんなみんな、ここに来た年月分の埃をこんもりと被かぶっていた。


　その中で唯ゆい一いつ、真っ向から埃を拒こばんでいるのが時計の心臓部だった。ぎざぎざの歯車は停てい滞たいした空気を嚙かむように動き、ワイヤはきりきりと動力を伝えて埃を寄せ付けていなかった。


　こち、こち、こち、こち、


　その部屋は時計の内臓だった。


「ん～と、どこ行ったかな～？」


　ひょいひょいと跳はねるようにして、ディーがガラクタを跨またいで奥へと向かう。


「あ、いた。アイ。こっち来て」


　アイは地味に鼻息を荒くしながら、ちょいちょいと呼ばれるままにそちらへ向かう。





　そこに一人の男子生徒がいた。





　男子生徒はガラクタ達に囲まれて、顔を上にして居い眠ねむりをしていた。居眠り、といっても授業中に生徒が教師の目を盗ぬすんでするような甘あまっちょろいものではなく、本を枕まくらに、防災用具の袋ふくろを布ふ団とんに爆ばく睡すいするような代しろ物ものだった。


「な、なんですかこの人？」


「アリス。ただの馬鹿。以上」


　たぶん、ディーは本気でそれで十分だと考えているのだろう。目がマジだ。


「アーリースー！　起きてー！」


　ディーが耳元で叫さけぶ。しかし男子生徒はそんなもの屁へとも思わぬ様子で幸せそうな寝ね言ごとを吐はく。


「………………兎うさぎのバター焼きソテーって言うとうまそうだけど、兎さんのバター焼きソテーって言うとなんか急に可哀かわい想そうになるよね…………」


「あるあるネタはいいから起きて」


「？　両方普ふ通つうにおいしいと思いますよ？」


「イレギュラーも黙ってて。ほら、アリス。起きて」


「…………………………んぁ？」


　のそのそと、男子生徒が何かを諦あきらめたように目を開いた。それでも完全におきる気は無いらしく。いまだ蓑みの虫むしのように寝ね袋ぶくろに入ったまま、ディーを見て。


「……おはよう」


「おはよう。じゃないよ。太陽はとっくの昔に昇のぼったよ！」


「うるせぇなぁ、……仕方ねーだろ昨日きのうも寝てないんだから……」


　ディーが腰こしに手を当てて親しげに怒おこる。男子生徒もそれに慣れた様子でぞんざいに返事を返している。アイはその様子を、ほんのすこしの憧あこがれを持って見ている。なんというか「友だち」という感じがする。


「だいたい何の用だってんだよ」


　くぁっと男子生徒がゴミ箱のように大口を開けて欠伸あくびをする。アイはおもわずなにかを投げ込みたくなった。


「アイにあんたも紹しよう介かいしておこうと思って」


「あ？」


　といったところでディーがひょいと場所を譲ゆずる。


　二人は目と目を合わせてしばし固まる。


「は、はじめまして。アイ・アスティンと申します」


「……ウィッス」


　少年はアイをみてもぞもぞとイモムシの脱だつ皮ぴの如ごとく蠢うごめいて寝袋から這はい出た。『そういうヘアースタイル』みたいな気合いの入った寝ね癖ぐせが頭皮の上でぴょこんと跳ねた。隠れていた体は、真っ黒の学ランに覆われている。こちらもディーと同じく他校のもので、よく着古してくたびれていた。なんというか不良っぽい。


「アリス・カラー」


「え？」


「俺おれの名前」


　アリスは「立つ鳥跡あとを証しよう拠こ隠いん滅めつ～♪」と呟つぶやいてさっさと寝ね床どこを片付ける。


「んでなに、お前も俺に依い頼らいしたいってか？」


　依頼？


「ちょうどいまその手の計画を動かしてるから乗っけてやるよ。人数制限があるわけじゃないから一人くらい──」


「なんのことですか？」


「あ？」


　んーっと伸のびをしていたアリスがぴたりと止まり。まじまじとアイを見て、


「……なんか話が変だな……」


　ひょいと跳ねるようにして、その辺の荷物に腰こし掛かける。





「お前、俺に助けてもらいに来たんじゃねぇの？」





　は？


「助けてもらいに来た、とはいってくれますね。むしろ私は人を助ける側の人間ですよ」


「？　？　？……おいディー。なんなのこいつ」


　アリスは困こん惑わくともうんざりとも取れる表情でうしろに聞いた。


「それがねー。びっくりなことにアイって、ここをよく知らないで入学したみたいなの」


「は？」


　アリスはぽかんとして、


「お前……アホか」


「あ、アホとはなんですか！」


「うるせえアホの子。どうやったらそんなことになるんだよ。──ていうか知らないで入ったとしても、こんなところ一時間もいればまともな学校じゃないってわかんだろが」
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「？」


「え、マジで分かんないの？」


　アリスは困惑した様子で『どーしよーコレ』とつぶやき、


「いいか、あのな、この学園は──」


　そのとき、


　ぎぃぃぃぃ、という音を立てて、廊下へ続くドアが開いた。


「捜さがしたぞ」


　そこに、鬼おにの寮監、マギータが立っていた。三角眼鏡めがねがぎらりっと光り、編み上げのブーツがこつこつと音立ててせまる。その場の人間すべての背筋がぴしりと伸びる。


「なぜ、貴様たちはこんなところに？　アリス・カラー。説明を」


「この授業を見学に」


　アリスがすっとプリントを差し出す。


「『トリエル師による機械整備全ぜん般ぱん』？　……この講義はもう行おこなわれていない」


「そのようですね。来る前に調べるべきでした」


「彼女は？　……貴様が説明を？」


　ちらり、とマギータがアイを見る。アリスが答える。


「ええ、そうです。同じ転校生ですから。──出過ぎた真ま似ねでしたか？」


「いいや、相そう互ご補助の精神は大切なものだ。だが報告はしろ。次からは罰ばつ則そくだ」


　すみませんでした。とアリスは頭を下げる。アイはその態度にビックリする。なんだ、やろうと思えば礼れい儀ぎ正ただしく出来るのではないか。


「ていうか、あなたも転校生なんですか？」


「アイ・アスティン。『ていうか』は止やめなさい」


　自分は注意される。おかしい。


「アリス・カラーは一週間前に転入してきたのだ。二人とも転入生同士、なかよくするがいい。──さあ、この時間は選せん択たく授業だ、今日は二人とも見学をしてもらうが、来週中には受ける授業をきめてもらう」


　ついてきなさい。そういってマギータは扉とびらの外に出て行った。


「……お前にはいろいろと言ってやりたいことがあるが」


　アリスが言う。それはこっちの台詞せりふだ。


「まあいい、午後一番から『通常授業』だ。それを受ければ全部分かるだろう」


　アリスはサディスティックに、にやりとわらう。


「『授業』についていけなくても、泣くんじゃないぞ」


　アイはべーっと舌を出してやった。


「二人ともはやく、──む！　なんだアイ・アスティン！　その態度は！」


　理り不ふ尽じん！
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　午前中はマギータが各教室を案内してくれた。礼法一いつ般ぱん、裁さい縫ほう、音楽、美容、芸術、高等数学、高等理学、剣けん技ぎ、経理、男子教養一般、女子教養一般、とてもすべては見学出来ないので、アイは芸術と高等数学と礼法一般をすこしずつ見学した。マギータに連れられていく見学はとてもぴりぴりとしていて、それぞれの教室を訪おとずれると生徒たちだけでなく教師までもが背筋を伸ばして授業していた。芸術の先生は急きゆう遽きよ抽ちゆう象しよう画がの授業をとりやめて写実画に変へん更こうしたがそれがなにをどうフォローしているのかアイにはよくわからなかった。


　昼食の後はいよいよ『授業』が待っていた。
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　ラグーン山脈の絶ぜつ壁ぺきに面する広場。


　アイはそこで生徒達と一いつ緒しよに整列していた。服装は『運動服』というらしい綿のシャツと長ズボンである。


　いっちにーさーんしー、


　準備体操をする。周りを見ると例のＱクラスの面々がいる。なんとなく分かってきたが、どうやら自分もこのクラスに属すらしい。人数はそれほど多くなく、男女含ふくめて十人もいない。あとＰクラスの面々、この二十人で『通常授業』とやらをするらしい。


　ことここにいたって関節をほぐしながら、しかしアイはこれから何をするのかまったく知らない。


『跳とび上がってのびのびと上下の運動』といわれてなんの事か分からずにとまどい、周りの生徒を観察する。『跳び上がってのびのびと上下の運動』とは、つまり、ただのジャンプだ。ならそう言えばいいのに。アイはとりあえずぴょんぴょんする。ぴょんぴょんするのは得意だ。


　──こんなんで『授業』とか、大だい丈じよう夫ぶなのだろうか？


『手首の運動』に移行しながら心は不安でいっぱいだった。さっき生まれて初めて見た授業では生徒達が教師に質問されて答える場面をいくつも見た。自分はそんな場面に遭そう遇ぐうしてきちんと答えることが出来るだろうか？　多分無理だ。


　──答えられないとどうなるんだろう？


　自分はそういう細かいところを気にしてしまう性た質ちだ。さっきの授業ではみんな正解にしろ不正解にしろ、なにがしかの返事をきちんとしていた。だが、そもそも大前提として答えられない生徒はどうなってしまうのだろう？　なにか罰ばつとかあるのだろうか？


『そんな生徒はシチューにして一晩ことこと煮に込こんでやるのさ』


　想像のマギータがいままで一度も見せたことがない笑えみを浮うかべてそう言っていた。非現実的すぎて逆にありそうな想像だった。アイは真っ青な顔でそろーっと後ろを見る。そこには三角眼鏡を光らせて生徒を監かん督とくしている鬼の寮りよう監かんの姿があった。


　目があう。


　アイは『首の運動』のふりをしてそろーっと顔を元に戻もどす。もどした先ではアリスがにやにや笑っていた。うるさい。何も言ってないけどうるさい。


『おおきく深呼吸』でアイは深々と息を吸い、吐はく。今の自分にこれほどぴったりの運動は他にないと思う。


「ふ──────…………あれ？」


　一息吐いていたらいつのまにか前の人が歩き出していた。だからこういうときはちゃんと『移動する』とか言ってほしいのに……。


　ぞろぞろと三列に並んで移動する。


　いよいよ授業がはじまろうとしている。心臓がどきどきしている。頭がぽかぽかする。不安とか緊きん張ちようとかがごちゃ混ぜになって、自分がいまどんな感情を覚えているのかよく分からない。


　いよいよだ。


　列の前の方が目的地に到とう着ちやくしたようだ。みんなそこでなにか受け取っている。受け取る？　道具を使うのだろうか？　なにかの競技ならまずルールを教えてもらわないとさっぱり分からないぞ。いや、それ以前にまずなにをするのかだけでも──


　アイは悶もん々もんとした待ち時間をすごし、ようやく先頭になってそれを受け取った。





　それは樫かしの柄えに鋼はがねの刃やいばをつけたもの。





　つまりショベルだった。


「へ？」


　続いてヘルメットと水すい筒とうを渡わたされる。みな、当たり前の顔をしてそれらを装備している。


「は？」


　ぞろぞろと、そのままラグーンの絶壁にある横穴へと歩いていく。そのまま全員で中に入り『持ち場』とやらに連れて行かれる。


　男の教官が『始め』といった。


　みんな掘ほってる。


　アイは、ひとり、ショベルを抱かかえてそれを見ていた。みな、暗い地の底で、ヘッドライトを頼たよりに手元を動かして奥おくへ奥へと壁かべを掘っている。そこにルールや決まりはなく、ただショベルを振ふるうだけである。





　なにがなんだかまったくわからないが、





　掘るのは得意だ。
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　ディーはひとり、部屋でアイを待っていた。日は落ちて部屋は暗く、二段ベッドの上に腰こし掛かけ、空中で足をぶらぶらさせている。


「アイ、大丈夫かなぁ……」


　心配なら見に行けばいいのだろうが。それもなんだかイヤだった。あんな小さな子が過か酷こくな労働に傷つく姿なんてみたくない。露ろ天てん掘ぼりなんて過去は奴ど隷れいの仕事だったくらいきついのだ。今いま頃ごろきっと、アイはぼろぼろになっている。


「授業中、アリスが助けてあげてればいいけど……」


　それも期待出来ない。アリスだって同じ作業をしているのだ、助ける余よ裕ゆうなどないだろう。それに性格的にも、こんなどうでもいいことを助けたりはしないはずだ。


　ふぅ……っと、ディーは憂ゆう鬱うつな溜ため息いきを吐つく。罪悪感が胸を絞しめる。いっそのこと今日だけこの部屋から逃にげてしまおうかと思う。


　でもそうすると、アイはまた、この部屋でひとり、泣くだろう。


『しかたないなぁ』とディーは諦あきらめて待つことにした。自分に慰なぐさめ役なんて似合わないとは思うが、仕方ない。諦めよう。そばにいよう。


　そう、心に決めて、慰めの言葉を考え始めたときだった。


「ただいまかえりましたー！」


　ばーんっ！　とその声量だけで扉を開けたのではないかと思うほど大きな声を響ひびかせてアイが帰ってきた。


「お、お帰りアイ。大丈夫？　疲つかれてない？」


「つかれました！」


「そ、そう？」


　力強く断言されて、ディーは目を白黒させながら返事をする。みると、アイの目の下には隈くまがかかって、声も疲れて乾かん燥そうしていた。しかしそこに予想された絶望感はなく。健康的な疲ひ労ろうの態度があるだけだった。


　ディーは訝いぶかしみながら慎しん重ちように切り出す。


「ど、どうだった。アイ？　初めての授業は……」


「掘りました！」


「うん、そうだね。掘ったね。──そうじゃなくて、その、大変だった～とか──」


「大変でした！」


　そうだろう。そうでなくては。


「うんうん。大変だったよね。そうだよね。つらかったよね。泣いちゃったりも、したよね。──でね、それでね、アイは、この学校、出ていきたいって思ったよね？」


「いいえ」


「うん、そうだよね。つらかったもんね。でも大丈夫、実は今アリスが──」


　んっ？


「──あれ？　アイ、いまなんて？」


「いいえ、と。別に私、つらいとは思ってませんから」


　ディーは「いまなんて？」の「て」の形に口を開けたまま首を傾かしげた。


「いやー授業と言うからどんなものかと、ずいぶん脅おどされましたけどぜんぜんたいしたことありませんねー。アリスさんは私のことを見くびりすぎですー。そりゃあちょっとは疲れましたが、まだまだぜんぜん平気ですよー」


　穴あな掘ほりは大得意なんです！　とアイは疲れ切って逆にハイテンションになり、豆電球のようにぺかーっと笑った。


「え、えっと、でも……」


「──心配してくれるのですね。ディーさん」


「いやあの、心配は心配だけど……」


「でも安心してください」


　アイはとんっと胸を叩たたき、この歳としの人間が時折見せる大人びた態度をとった。


「私、負けませんから」


　うわぁ。


「私は心に誓ちかったことがみっつあるんです。『世界を救うこと』と『もう騙だまされないこと』──そして」


　疲れて力の抜ぬけた頰ほおに自然な笑みがへらりと浮かぶ。


「『諦めるまで諦めないこと』です。そう、誓ったんです」


　いまこの瞬しゆん間かんだけは諦めて欲ほしいと切に思う。


「ええっと、でも、でもね……」


「ふぁ──ぁふっ」


　アイが大きく欠伸あくびをして。ベッドに腰掛ける。


「……すみませんが、そんなわけで明日あしたもがんばらないといけないのでお話しはまた、朝にでも……」


「いやでもアイ、朝は寝ね惚ぼけてて話に──」


　アイはぼふんとベッドに飛び込んでもぞもぞと布ふ団とんに潜もぐり込む。


「……おやすみなさい」


「……ああ、もうなんかいいや。──おやすみ。おつかれさま」


　まあいいや、とディーは思い、部屋を出て行った。


　あとは全部アリスに投げよう。
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　ざく、ざくと、


　夜、とある地の底にて、


「ねえ」


　ディーが言う。


「あ？」


　アリスが答える。


「どうするの。アイのこと」


　ざく、ざくと、


　アリスが無言で壁を掘る。ディーは焦じれて、


「ねぇ」


「ちょっとまて」


　アリスは土を籠かごにもり、通路の奥へ向かって叫さけぶ。


　おーいギーギー、紐ひも引っ張ってくれー。


　了りよう解かいッス！


　ハーディはどうよ？　腹具合のほうは、まだいけそうか？


　余裕～。


　頼たのもしいなオイ。


　ディーはさらに焦れて、


「ねえ！」


「どうもしねーよ」


　ざく、ざく、


「どうせ明日になればあのチビ、ここのおかしさに気付いて『助けて』って言ってくるんだ。それまでは手ぇださねえよ」


「あー、えーと、その話だけどさー」


　ディーは狭せまい穴蔵に収まってつんつんと人差し指を合わせる。


「あの子、気付かなかったよ」


「は？」


「だからー、なんか、この学校のこと、普ふ通つうの学校だと、いまでも思ってるみたいだよ」


「へ？」


　アリスはざくり、とショベルに寄りかかり、


「まじで？」


「マジデ」


「……え？　なんで？　どうやったらそんな勘かん違ちがいできるの？　だって露天掘りだよ？　あまつさえそんなのを『授業』とか言われてんだよ？　それ以前に寮りよう監かんが拳けん銃じゆうぱかぱか撃うってる時点でおかしいと思うだろが！」


「ボクに怒おこらないでよ！」


　ディーは耳を塞ふさいで逃げ出す。


「だってあいつオルタスでは、結構するどかったんじゃねぇのかよ？」


「んー、なんかアイってすごくバランス悪いんだよね。スペックは悪くないんだけれど、育ちのせいで当たり前の常識がすっぽり抜け落ちてるみたいでさー」


　まじでー、とアリス。


　マジデー、と別のイントネーションでディー。


「……明日、アイに言う？　ここのこと」


　ざくっ、ざくっと、ショベルがまた、土を嚙かむ。


「……言う」


　ディーはふーっと憂鬱な溜息を吐つく。


「……なんか、やだね」


「なにが？」


「あんな子供に『現実』みたいなもの見せて、絶望させちゃうの」


「は、お前がいうかよ」


　ディーは膝ひざを抱かかえて沈ちん黙もくした。その様子をアリスはちらりと見て取り、


「心配すんなよ」


　泥どろのついた手で鼻の頭をぐしっと撫なでる。


「あの手合いにとってはな、絶望なんて餌えさみてぇなもんさ。そりゃぁ泣くさ。叫わめくさ、傷ついて倒たおれて、絶望にくれるさ。……でもな、ああいう連中はな。それで終わんねぇんだよ。普通だったら『もう無理だろ』『ダメだろ』ってところからが本番なんだよ」


「……ずいぶんくわしいね」


「そんなんじゃねえよ。ただ、そんぐらいでなきゃ俺らと同じ夢は見れねえってだけさ」


「……アリスはそうかもしれないけれど、アイがそうだとは限らないでしょ」


「どーだかね。俺おれはぜんぜん心配する気にはなれないけどな」


　ざくっ、とショベルがまた、土を嚙む。


「まあ、それも、明日だな」


　ざくっ。
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　翌日の午前は前日の作業の仕上げだった。鉱こう床しようから掘ほり出した岩くれを破は砕さい機に落とし、荒あらく砕くだかれた砂利じやりをシートに広げる。砂利には透とう明めいなものとそうでないものがあり、透明なものをより分けて後のものは砂利山にすてた。より分けは女子が、運うん搬ぱんは男子が受け持った。


　透明なものは宝石だった。


　そう、といわれなければ割れたガラスとしか見えなかっただろう、その原石を教師に渡わたして、午前中の「授業」は終わった。手押し車十台分の土砂から採とれた宝石はほんの一ひと握にぎりもなかった。


　正午とともに昼食の時間になった。ベーコンとスライスタマネギとレタスのサンドウィッチ。朝、食堂で受け取ったものだ。アイは三枚たのんだ。


「アイ、こっちこっち」


　さて何ど処こで食べようか？　と悩なやんでいるとディーに呼ばれた。はて？　なぜディーがここにいるのだろう。昨日きのうは見かけなかったから、てっきり違ちがうクラスだと思っていたのだが……。


「なんですか？」


「アリスが、話があるって」


　ぴんときた。


　アイは深くうなずいてディーの後についていった。手元が寂さびしいので貸し出されたショベルを担かついで、廃はい砂利の盛られた小山の荒あれ地ちへとはいる。長い間、栄養にならない土砂をこぼされたこのあたりの土は草が生えず、ある種、涸かれた沢さわのような風情ふぜいがあった。


　アリスは砂利山のひとつに座すわって、いままさに昼食を摂とろうとしているところだった。


「よう」


　かぶりつこうとしていた口をひょいとずらして挨あい拶さつをしてくる。そのまま話をするのかと思いきや、そんなことはなく、アリスは食事を優先してサンドウィッチをむしゃりとやる。


　アイはかちんときて、自分も手て頃ごろな斜しや面めんに腰こし掛かけて包みをとき、具がこぼれ落ちそうなそれを摑つかんでばくりとやった。口の中に燻くん製せい肉にくと生野菜と香こう辛しん料りようの味が弾はじける。


　のを、味わう暇ひまもなくもう一口、二口とばくばくやる。


　一枚目があっという間に消えてなくなる。アイはふうと息を吐いて水すい筒とうの水をごくごくとのみ、ちらりとアリスを横目で見た。


「お？　やんのかこら」


　その様さまを見てアリスが乗った。大口をバクリと開いて犬歯をきらめかせ、シュレッダーのように二枚目に嚙みつく。アイも負けじとばくばくばくばく！


　二人のスタイルは好対照だった。アリスは口元を素す早ばやく動かすことで対象を細かく取り込み。アイは「咀そ嚼しやくなど胃でヤレ」とばかりに大きく嚙みついて呑のみ下す。そこに速度的な優ゆう劣れつはなく、二人は瞬またたく間まに二枚目を食べきって同時に三枚目を取る。


　ばくばくばくばく！


　二人は同時に食くらい、同時に咀嚼し、同時に嚥えん下かし、


　ごっくんと、最後の一口を呑み込んだ。


　その瞬間に、ばっ！　とディーの方を振ふり返かえる、


「「どっち!?」」


「えぇ!?　ボクジャッジだったの!?　ええっと、その、そんなのまともにみてないよぅ………………引き分けじゃだめ？」


　引き分けかー、と二人とも素直に結果を受け容いれ、お互たがいの健けん闘とうをたたえて拳こぶしをぶつけ合った。


「うわー。バカだー。ダブルバカがいるー」


　ディーがさわやかな笑え顔がおで罵ば倒とうする。アイはさすがにすこし照れてごほんと咳せき払ばらいをし、わざとらしく話を戻もどした。


「で？　アリスさん。お話とは何ですか」


「ああ、それな……」


　急速に顔を暗くして、アリスは言った。


「実は俺おれ、お前に謝あやまらなきゃならないことがあって……」


　来た。


　アイはにんまりと笑った。


「そーでしょう。そーでしょう」


「ああ、本当すまなかった。見くびってた」


「ふふーん。そうですよ。なにが『泣いちゃう』ですか。私はちゃんと立りつ派ぱに『授業』について行けましたよ！」


　ショベルを肩かたに担いで大おお見み得えを切る。いつもの愛用品ではないのが玉に瑕きずであるが自分では結構カッコイイと思う。


「私、ショベルの扱あつかいには自信があるんです。昨日も監かん督とくの先生に褒ほめられましたしね！　ふふん！　ちょろいもんです。アリスさんは私を見くびりすぎです！」


「ああ、本当に見くびってたよ。……まさかアレでここの事実に気付かないとは……」


「へ？」


「あ、あの、なんの話ですか」


「お前の話だよ」


　アリスとディーは「うーん」と苦い顔をして両手を組んだ。


「まあ、いいや。言っちまえ」


「なんなんですか、さっきから……」


「あの～、すんません、アイさん。学園生活エンジョイしてるところ大変申し訳ないんですけれど」


「な、なんなんですかさっきから」


　アリスが本当に申し訳なさそうにいうのでアイはびびってショベルを降ろす。


「えっと、端たん的てきに言って、ここってまともな学校じゃないんスよ」


「は？」


「ここってまあ、いってみれば俺らみたいな異常な奴やつらを集めた収容所なんすよ。入ったら二度と出られない、誰だれとも会えない。ゴーラ年少者矯きよう正せい学習所。それがここ」


「へ？」


　アイは「？」を頭上に沢たく山さん並べて言った。


「何を言っているんですかあなたは」


「これだもんなー。お前以外はもう、全国のみんなが知ってる事実だというのに……」


「いや、だって、そんなところにユリーさんが私を入れるわけないじゃないですか」


「おーいディー。説明たのむわー」


「はいはーい」


　とアリスは相方の名を呼ぶ。それだけでディーは万ばん事じ把は握あくして返事をかえし『出来る秘書』みたいな動きで存在しないメガネをくいっとやった。


「えー、そのユリーさんですが、既すでに二回、こちらを訪おとずれてますね。用件はもちろん『アイ・アスティンを知らないか』というもので学園はそのたびに知らぬ存ぜぬを決め込んでます。二回目の時点で民警が動いたみたいで。それ以降、連れの方ともども姿を隠かくしています。なかなか用心深い人ですね」


　なぜそんなことをディーが知っているのか気になったがいまは捨て置く。


「へ？」


「お前、そのユリーとかいうおっさんにここに入れられたのか？」


　はい、と答えようとして思いとどまる。


「……そういえばあの時ユリーさんはいませんでしたし、入学はもっと先だと思っていたのでずいぶん急だと思った気が……」


「それみろ」


「で、でも誰とも会えないだなんて、私ユリーさんと来週会うって寮りよう監かんさんと約束──」


「賭かけてもいいが『連れん絡らくがつかなかった』とかでお流れになるぞ」


「……が、外出だって申しん請せいが通れば出来るって」


「そこらの誰かに聞いてみろよ。外出申請が通ったことあるかってよ」


「きょ、矯正労働だなんて、私そんなの受けたこと……」


「昨日今日の露ろ天てん掘ぼりがそうなの！　どんだけ体力有り余ってんだよ！」


「え？　え？　え？」


「うっわ腹立つなぁ。……どうしてそこで『衝しよう撃げきを受けた』みたいな顔できんだよ……」


「つまり──」


　ごくり、とツバを飲み込む。


「つまり私は、騙だまされたんですか？」


　アリスはもっともらしく肯うなずく。


「まあそうなる」


　アイはその言葉をゆっくりと咀嚼し、呑のみ込み、さけんだ。





「騙された！」





　　　　IV




　その後のことはあまり覚えていない。


　騙された。


　という事実はそれだけ強くアイのこころを打った。


　──いやいやお前は、騙された！　と言うけどよぅ。あの寮監にはそんな気は多分無かったと思うぜ。あの婆ばあちゃんは婆ちゃんで理想みたいなもんあるみたいだからよ──


　というアリスの慰なぐさめの言葉はむしろ刃やいばとなって胸に刺ささった。自分としては『騙そう』という意識に騙されるよりも、ただの事実を誤ご認にんして『誤解』したことの方がよっぽど問題だった。


　イヤ、でもちょっと待って欲しい。──とアイは思う。今回のはすこしひどかったではないか。ひとりで、知らない場所で、知らない人に囲まれて、知らないものだらけの中でそれらに慣れるために必死だったのだ。とにかく早く呑み込んで、自分のものにするしかなかったのだ。大量に押し寄せる新しい物に、いちいち疑問を持っていては一歩だって前に進めないのだ。「そういうものだ」と言われたら「そういうものだ」と納なつ得とくするしかないではないか。


　しかたが、ないではないか。


「……仕方ないわけ……ないじゃないですか……」


　がっくりと、項うな垂だれて、アイは八十七回目の自己正当化に失敗した。


　──もう二度と騙されないって、決めたんです！


　昨日、ディーにいった言葉を思い出すと死にたくなる。なにが二度と騙されないだ、現在進行形で騙されてたくせに。


　自分はもうちょっと賢かしこい人間かと思っていた。オルタスで誰も気付かなかった真実に気付いたりして、そういうカンに優すぐれた人間なのかと思っていた。でも違った。あんなのはまぐれだったのだ。だいたいあの時だってそれは結局いい方向には運ばなくて──


「右みぎ腕うであげて」


「……はい」


　伏ふし目めさんがアイの右腕をスポンジで洗う。


　かぽーん、とどこかで誰かが桶おけを鳴らした。


　大浴場である。


　あのあと、すぐに午後の作業がはじまってアイはふらふらと作業に没ぼつ頭とうした。途と中ちゆう、アリスやディー、果ては伏し目の彼女まで心配して声を掛かけたのだがまったくの上うわの空だった。その状態は夜まで続き、こうして今でも言われるがままに呆ぼう然ぜんとしている。


　ちなみにＱクラスの女子の面々は、朝の身み支じ度たくといい夜の風ふ呂ろといい、意識不明でふらふらと行動するこのちいさな生き物にすっかり慣れ、いまでは伏し目の彼女を中心に当番表が作られて完かん璧ぺきに稼か働どうしていた。アイは最初がそうだったので、ここでも「ここはそういうものなのだ」と勘かん違ちがいしてベルトコンベアに流される工業製品の如ごとくされるがままにしている。不届きなことにすこし『楽で良いな』などと考えている。


「左手上げて」


「……はい」


「目ぇつむって」


「……はい」


　ばしゃーと頭のてっぺんからお湯がしたたる。アイは目を閉じてそれをやりすごす。


　二人の会話はすっかり定型化していて、アイの返事はほぼ「はい」だけだった。自己嫌けん悪おにぐるぐるしながら、ただ「……はい」「……はい」とだけ答える。「髪かみを洗います」はい。「目を閉じて」はい。「お湯を流します」はい。


　もう一度お湯の流れを背中に感じる。いつもはこの無機質な応おう酬しゆうに虚むなしさを感じるものだが今は正直助かる。





「アイは、どこから来たの？」





　と、そこで初めて、伏し目の彼女はイエスでもノーでも答えられない質問をした。しかしアイの心はすっかり弛し緩かんして、そんなことすら気付かない。


　──はい。と、答えようとしてアイは止まる。


　えーと、


「オルタス……ですね。一応」


　反応は劇的だった。





『オルタス!?』





　体を洗うものは洗うのをやめ、湯船に浸つかるものは浸かるのをやめ、話をするものは話をやめて、すべての肌はだ色いろが一いつ瞬しゆんでアイを囲んだ。





「オルタスってあのオルタス!?　ねっねっ！　じゃあアイって死者なの!?」「ばかねお姉ちゃん、そんなわけないでしょ。でもどういうこと？」「そんな下らないこと聞いてどうするの！　ね、ね、アイさんてその髪どうやって手入れしてんの？　ウチに教えて！」「……アイ、小さい、可愛かわいい……」





　世界が爆ばく発はつでもしたかと思った。目の前で、今まで機械のようにかくしゃくとふるまっていた女ひ性とたちが急に生命を得たかのようにきゃあきゃあと大声を上げている。モノクロの絵に色が塗ぬられたかのように肌の色に深みがまして、黒、白、灰、黄、の四色が視界で躍おどっている。


「こらぁ!!」


　それらの色にむかって伏し目の彼女が怒ど鳴なりつけた。


「この子は私が世話するの！　最初にそう決まったでしょ！」


　ビクッと全員が反応して、気の弱い二人が引っ込む。しかしそれと同じく、気の強い二人が前に出る。


　金きん髪ぱつ碧へき眼がんの、見るからに双ふた子ごと思おぼしき二人が文句をいった。


「わかってるよそんなの、だから今まで委員長を立ててきたでしょ。でもそろそろ私たちも話くらいはいいんじゃないの？」「そうだよ。ターニャばっかりずるいってば」


　それを後押しするように、風呂の中でも眼鏡めがねを外さない、秀ひいでたおでこを持つ学者のような雰ふん囲い気きの少女が言う。


「そうですよ、それにここ数日は、委員長立てようと思ってウチは黙だまってましたけど、ターニャさん、ちょっとコミュニケーション失敗してませんか？　アイさんずーっとつらそうにしてた気がします」


　それを言われて伏し目の彼女はたじたじとなり、


「そ、そんなことないもん！」


「『もん。はお止やめなさいターニャ・スウェッジウッド』」


　双子がステレオで寮監の声こえ真ま似ねをする。少女達はくすくすと笑い、伏し目の彼女は真っ赤に怒おこって水を掛ける。湯船から『やったな！』の声と共に反はん撃げきの水みず鉄てつ砲ぽう、怒鳴り声と、笑い声。


　アイはぽかんと、それを見ていた。
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　まるで本当に、世界が変わってしまったかのようだった。


　彼女たちは笑い、怒いかり、喋しやべり、楽しそうにしていた。


　ここでアイはまた、自分が思おもい違ちがいをしていたのだと知った。


　いつの間にか彼女たちを背景や書き割りの如ごとく見ていた自分に気付いた。


　ちょっと冷たくされたくらいで、


　生者とは、若者とは、そういうものだと思ってしまっていた自分に気付いた。


「……ターニャさん？」


　アイは呼ぶ、今聞いたばかりの彼女の名を。


　伏し目の彼女も、他ほかのみんなも、ぴたりと止まってアイの言葉をまった。


「……ターニャさん……と、言うのですか？」


「う、うん。そう。ターニャ・スウェッジウッド……」


　あれだけきりっとして大人にみえた伏し目の彼女はターニャといい、本当は気の弱そうな、可愛らしい女の子だった。


「……ターニャさん……うん。たあにゃさん。覚えました。良い名前です」


「そ、そう？」


「はい」


　アイは泣き笑いのようにニコリと笑った。


「やっとお名前を、知りました」


「え？」


　ターニャはしどろもどろで、


「あ、あれ？　あれ？　言ってなかった……っけ？」


　その様子をみてとって、双子はサディスティックに笑う。


「あれあれー？　どういう事なのターニャちゃ～ん？」「名乗ってさえいないってどういうこと？　ダメダメじゃーん。やーい、ダメダメー」


　湯船の端はしでひとり、泰たい然ぜん自じ若じやくと浸かっている青髪の少女がぼそりと、


「……ターニャ……だめだめ……」


「ル、ルンまでそんなこと言ぅ……」


　ターニャはたじたじになっていた。その姿からは以前のきりっとした仕草はひとつもみられなかった。双子はここぞとばかりにアイを誘さそう。


「ね、ね、アイちゃんこっちきなよ。おはなししよ。薄はく情じよう者ものの委員長はほっといてさ」


「そうそう。私ら聞きたいこといーっぱいあるし」


「だ、だめ！」


　アイの手を取り湯船に行こうとする双子をターニャは阻はばんだ。


「なんでよ委員長！」「そーだー横暴だーアイちゃんを放せー」


「ヤです！　この子は私が面めん倒どうを、見るんです！」


　浴室は混こん沌とんをぶちまけたような具合となり、その中心でターニャはぬいぐるみにしがみつくようにしてぶんぶんと首を振ふる。


「あ、あの、ターニャさん」


　その腕うでの中で、アイが声を上げた。


「………………なに？」


「ちょっと、あの、苦しいんですけど……」


　ターニャははっと我に返る。アイの顔は二つのやわらかい物体で完全にふさがれ、一いつ寸すん先さきは桃もも色いろだった。


「ぷはぁ」


　ようやく息をつく。


「あ、あの、ごめんね」


「あ、や！　いいですから。──でもちょっと離はなれてください……」


　その言葉をたちまちのうちに誤解して、ターニャの顔色がさっとあおくなる。


「いえ、違うんです！　──ただ、私、そのぅ、女の人の裸はだかがすこし苦手で……」


　眼鏡の女子が湯気で曇くもったレンズを拭ふきながら問う。


「？　男の人なら判わかりますけどさ。なんで同性の裸がだめなの？」


「あ、はい、男の人って筋肉ばっかりで、結構、死者とも似てるんですよ」


『？　？　？』


　アイなりの理り屈くつは誰だれにも届かない。


「それに比べて女の人って丸っこくてぬらぬらして、なんか蛙かえるみたいで……」


「か、蛙って……なんだかよくわからないけど女性を蛙にたとえるのはやめた方が……」


「……私、カエル、好き……」


「ルンは黙ってなさい」


　わいのわいのと、また大おお騒さわぎの兆きざしが立ち上がる。


「あ、あの」


　その直前に、アイは言った。


　五人の少女たちはぴたりとだまった。


「あの、皆みなさんはこの学校に、えと、その、──捕つかまってるんですか？」


「……うん。そうだよ」


　ターニャがこくりと肯うなずき、仲間達に話を向ける。


「最初はビックリしたよね」「ね、矯きよう正せい労働とかなにそれって感じ」「あなた達はまだいいですよ。ウチなんて麻ま酔すい銃じゆうで撃うたれて連れてこられましたからね」「……投と網あみで……」


　各おの々おの、しみじみと当時の思い出を語る。


「……ひどい」


　とアイは呟つぶやく。


「どうしてこの学校は、こんなこと……するんですか……」


「どうしてって……」


　ターニャはその質問をこそ、なにかおかしなものであるかのように平然と答えた。





「私たちが、異い形ぎようだから……」





　異形？


　アイはその答えの意味が分からなかった。


「……提案……」


　それを見ていた、湯船の、ルンと呼ばれていた少女が手を上げてぼそりという。


「……自己紹しよう介かい……」


「おお、いいね」「賛成ー」「ウチはいいけど……委員長平気？」「……うん。平気」


　と、五人の少女はずらりとアイを囲んだ。


　……じゃあ、私から……とぼそりと宣言して、言い出しっぺの青あお髪がみの少女がざぶんと湯船に沈しずんだ。


　次いで、眼鏡の少女が前に出る。


「では、二番手はウチ。──はじめまして。アイさん」


「え？　あ、あの、その、いま潜もぐっていっちゃった人は……」


「大だい丈じよう夫ぶ、まあほうっといて」


　眼鏡の少女はほっそりとした、薄うすっぺらな不健康そうな体をしていて、眼鏡の奥おくの瞳ひとみとおでこだけがきらきらと輝かがやいて、不思議な活発さをはなっていた。


「ウチはヴォルラス・ファーレン。死体調整師プラステイネイタの見習いをしてます」


「ぷらすてぃねいた？」


「死者の死後調整をする人のことです。いわば死者のお医者さん」


　アイはオルタスで出会った紅雪デイーヴアを思い出す。半分半分のお医者さん。


「死体の王とその眷属キヤラバンにいたんだけれど、死者狩がりの連中に捕まっちゃったの。それで、『生者のくせに死者と一いつ緒しよにいるなんてけしからん！』って学こ園こに放ほうり込まれたの」


「それは、大変でしたね……」


「まあ、それはいいのよ。おかげで愛いとしのハーディに会えたんだし」


　とヴォルラスは頰ほおを赤くしていい、





「で、私の異能は超ちよう握あく力りよく」





　異能？


　聞き慣れないその言葉だった。なにかの比ひ喩ゆか、隠いん語ごかもわからない。


　そんなアイを置き去りにして、ヴォルラスはその力を実じつ践せんする。


　ぽき。


　と異音が響ひびいて、少女の細い指が、湯を吐はくライオンのたてがみを花でも手た折おるようにへし折った。


「むかし、トンネル事故で閉じこめられたときに発現したの。残念なことに腕わん力りよくのほうは強くならなかったから、脱だつ出しゆつにはぜんぜん役に立たなかったんだけどねー」


　たはは、と笑いながらヴォルラスは手の中の小石をぽきりぽきりと、まるでクッキーかなにかのように細かく砕くだいていく。そして石は最後には砂になって、排はい水すい溝こうへと流れていった。


「次私らー」「らー」


　続いて双ふた子ごが前にでる。双子は金の髪に青い瞳をもった見み目め麗うるわしい二人組で、ちゃらんぽらんな言動のわりに洗練された所作をもっていた。それもそのはずで、二人は貴族の娘むすめなのだという。


「私は長女のミミータ・ゲーデンバーグ。ミミって呼んでね」「私は次女のメメポ・ゲーデンバーグ。メメって呼んでね」「あのね、私らって双子じゃないの」「そそ、本当は三つ子なの」


　双子はお互たがいを、まるで恋こい人びと同士のようにぎゅうと抱だきしめて自己紹介をする。


「で、私が三女のモンモランシー・ゲーデンバーグ」「モモってよんでね」


　はい？　とアイは困こん惑わくの吐と息いきをもらした。


　双子は当たり前のように三人目の自己紹介をした。


「んっとね。昔私たちの中でモモちゃんだけが死んで墓はか守もりにうめられちゃって」「それで神様にお願いしたの『私たち三人を、ずっと一緒にいさせてください』って」「そしたらなんかこうなってたの。ねー」「ねー」「ねー」


『一・五重人格』とヴォルラスが眼鏡を光らせて補足した。


　双子はその体を、三人でシェアする二律背反存在だった。判わかりにくいことに全員が全員同じような人格の持ち主なので大変区別がつきにくい。あるいはそうだったからこそ、そんなことが可能だったのかもしれないが、


「ところで死んじゃったのってモモであってたっけ？　私じゃなかったっけ？」「ミミじゃなかったっしょー。ええと……私？　だっけ？」「まあいんじゃないのー？　こうしてみんな元気だし」


『ねー』と仲良さ気げに頰を触ふれ合う二人を前に、アイは頭を抱かかえる。なんなんだこれは。なんなんだこれは。


「……真打ち登場……」


　その時、湯面がざっぱーんと割れて、青髪の乙女おとめが飛び出してきた。まてまて、他ほかの三人（四人？）に気を取られていたが。まさか、今までずっと潜っていたというのか？


「……ルン・サジタリウス……」


　派は手でな登場をしたわりには、やはりぼそりと、青髪青目の乙女はそう名乗った。


「……能力は水中呼吸……真水も塩水も平気……でも寒いのだけは勘かん弁べん……」


　……いちおう、人魚とか呼ばれてたりする……っと照れるくらいなら言わなきゃいいのにルンは付け加え、長なが台詞ぜりふに疲つかれたのかふうと息を吐いて、あとは湯船に浮ういていた。


「……それで、私がターニャ・スウェッジウッド」


　最後に、伏ふし目めの彼女が名乗る。


「能力は零里眼。──あのね、私、目が見えないの」


　ターニャは閉じていた瞳をほんの少し開いて見せた。その目は小さく歪ゆがんで、光を受け付けないことは明白だった。伏し目に見えた瞳は事実、ふさがれていたのだ。


「その代わりとして発現したのがこの力、……私は景色を聞くことが出来るの」


「？　？　？　どういう事ですか？」


「んっと、これ、他の人には分かりにくいと思うけど……。あのね、私は色とか、形とかが音として聞こえるの。緑色の音、四角形の音、煙けむりの音、そういった具合。わかる？」


　わからなかった。


　それはターニャ以外には理解しようのない、日常の楽曲だった。


「……あなたの音も、聞こえてた……」


　ターニャはじっと、アイを見つめて、いった。


「……あなたはとてもいい音がするの。素す直なおで、でも歪んだ〝月明かりが作った虹にじみたいな音〟……わかる？」


　わからなかった。


　でもターニャが、自分のことを気に掛かけてくれていたことはよく分かった。いや、ターニャだけではない。クラスのみんな。全員が、気に掛けていてくれたのだ。自分はそんなことにすら、気付けなくなっていたのだ。


　アイは魂たましいでも吐き出すような、大きな溜ため息いきを吐つき。背中を丸めてぬれる床を見つめた。


「あ、あの」


　その様子を見ていたターニャがおずおずと、勇気を絞しぼるようにして話しかける。


「きもち、悪かった……？」


　その弱々しい声こわ色いろと言葉に、アイは驚おどろき、顔を上げた。


　そこにならんだ五対ついの瞳から、さっきまであったふざけた空気が消え去っていた。代わりに占しめていたのは拒きよ絶ぜつをおそれる恐きよう怖ふの色だった。


　それを見た途と端たん、アイの中でスイッチが入った。


　背筋が自然に伸のび、へこたれていた心は何ど処こかへ行き、アイは今、この瞬しゆん間かんに言うべき言葉を言える人間になる。


　彼女たちとて、簡単に己おのれの異形をさらせたわけではなかった。茶化してみせた態度のむこうで、むき身の心を晒さらしていたのだ。


「気持ち悪くなんて、ないです」


　見えなかろうと瞳を合わせ、代わりにしっかり届くよう、声を張る。


「みなさんは、綺き麗れいです」


　一同の緊きん張ちようがほっとゆるむ。眼鏡ヴオルラスと人ル魚ンは素直に喜び、双子は照れかくしにお互いをからかい、ターニャはただ、息を吐いた。


「あの」


　アイは聞いた。


「学こ園こにいる人達は、みんな、そういう力を持っているのですか？」


　五人はお互いに顔を見合わせる。無言のうちにアイコンタクトがおこなわれ、結局〝委員長〟ことターニャが答えることになる。


「……うん、数年前まではそれ以外の人達もいたんだけれど、いまはもう、全員が何かしらの異能力者だよ……」


「……なんでこんな、捕つかまえるなんてこと、するんですか？」


「んー。なんでも、最初は隔かく離り施し設せつで保護施設だったのね、ここ。本国から変な子供を集めて育てる場所。だったんだけど、最近はもう、ゆがんじゃって……」


　──今年は十五歳さい、来年には十六歳以下の人間がいなくなる。その影えい響きようは十年前から学こ園こを締しめ付つけ、もともと乱暴な運営をさらに粗そ暴ぼうなものにかえた。


「もともと真っ黒な場所なの、ここ。あっちもこっちも賄わい賂ろでずぶずぶで、そういう人達がなんとか誤ご魔ま化かして存続させようとしているの。……噂うわさだと、子供がいなくなっても、ここは存続するんじゃないかって……いまはなんとかそうならないように、人ひと狩がりのような手管まで使うようになったの」


「うぇ、変なお話しですね……ん？」


　そこでふと、アイは気付く。


「でもなんで、私は目をつけられたんでしょう？」


　首を傾かしげるアイ、に首を傾げる一同。『ばれるような行動は取っていないはずですが……』と呟つぶやくアイに、『見た目じゃん？』とはなかなか言えない一同マイナス一人。


「……アイ、若いから……そういえば、なんで若いの……？」


　とルンが聞いた。他の四人は『もうちょっと空気読め！』と切に願う。どうもこの水中人はその能力からか、空気を軽視する傾けい向こうがある。


「私、墓守と人間のハーフなんです。それで十二歳で……」


『十二歳!?』


「あ、そっちはべつに重要じゃなくて、ハーフって方が……」


『私てっきり九歳くらいかと……』


　アイはぷくーっと膨ふくれた。五人は慌あわててフォローに回る。


「で、でもハーフってすごい！　うちの学校でもダントツの異能だよ！」


　それで褒ほめているつもりなのか、ヴォルラスはすごいすごい！　と繰くりかえした。


「そんなすごくないですよ。──私、他に不老不死だった人とか、五感に触れるだけで人を死なせちゃう人とか知ってますもん」


「人食い玩具ハンプニーハンバート！」


「コロシオハケ！」


　ざわり、と戦せん慄りつが広がる。


「なになに！　アイってばそんな人達に会ったことあるの!?」「すごい！」「はい！　質問質問！　コロシオハケって本当に会ったら死んじゃうんですか？」「……アイ、死んじゃってるの……？」


　もう何度目かになるかも分からない質問爆ばく発はつに、アイもいい加減慣れてきた。全部の言葉を聞こうとするのは無む駄だだ。


「みなさんは」


　アイは自分から踏ふみ込んだ。


「ここ、長いのですか？」


　ターニャが代表するように。


「ええと、私と双子が四年、ヴォルラスとルンが二年で。──ここにはいないけど、男子のハーディとギーギーが一年、──アリスは先週来たばかりね」


「そんなに長い間……」


「……そうね」


　見えぬ瞳ひとみが遠くを見て、


「そうね、ずいぶん長く、ここにいるわ……昔はここを出たいって、何度も思ったわ。ここを出て、家に帰りたいって……なんども、なんども……」


　その、独り言のような願いに、しんみりと一同はうなずいた。


「そうですか……」


　それを聞いて、アイは己おのれのうちに奮ふるい立つものを感じた。


　それは温かく、確かで、確信に満ちた熱だった。


「……こうしてはいられません！」


　すっくと立ち上がって頰ほおを叩たたく。


「やる気出てきました！」


　その目は爛らん々らんと輝かがやき、鼻息はぷすーっと音高く鳴り、手は腰こしに当てられて威い張ばる威張る。そこに先さき程ほどまであった凹へこみはどこにもなく、むしろ凸とがってフル回転している。





　そしてアイは宣言した。





「あなた達をお助けします！」





　そしてアリスが床ゆかをぶち抜ぬいた。





　　　　Ｖ




　そのときなにが起きたのかを、把は握あくしているものはひとりもいなかった。


　まさに突とつ然ぜん。


　大浴場に爆ばく音おんが響ひびき、煙と砂さ塵じんが舞まい上がって視界を奪うばった。すわ突とつ入にゆうか!?　と狂くるった学校の狂ったカリキュラムで鍛きたえられた子供達はすぐさま対爆姿勢で湯船に飛び込んだ。


　静せい寂じやくの時がゆっくりと過ぎた。


　もわもわとした煙が湿しつ気けに絡からめ取られ、視界が徐じよ々じよに晴れていく。


　煙の失うせた場所──中央の床には人一人通れそうな穴が開いていた。


　全員があっけにとられる。


　するとそこから、ひょこり、とモグラが顔を出すように、防ぼう塵じんゴーグルとマスクをつけた人の頭が出てきた。頭は右手にライト、左手にナイフを構えて辺りを警けい戒かいする。その仕草は用心深く、野生の獣けものを思わせた。


　頭は部屋の明るさにしばし瞬またたきを繰り返し、右見て左見て、アイたちを発見する。


　目が合う。


「なんてこった……」


　なぞの人物が呟く。


『どうしたんすかデルタ１！　報告してください！　外に出れたんすか!?』


『大だい丈じよう夫ぶか～い？』


　と穴の奥おくからくぐもった少年たちの声が響く。


「デルタ１からデルタ２へ。どうやら俺たちは情報部に謀たばかられたようだ……」


『どういうことっすか!?　そこはどこっす!?　何が見えるんすか!?』


「おっぱいだ」


『はぁ!?』


　なぞの人物──アリスは抵てい抗こうの意志がないことを表すためにナイフとライトを遠くに放ほうり、死し刑けい囚しゆうが最後に一服するようにエア煙草たばこにエア着火をして深く深く吸った。


　十二個の拳こぶしが固く握にぎられる。


「まて、よすんだ。俺おれは幸福──じゃない降こう伏ふくする。捕ほ虜りよはクイーン条約によって保護されてしかるべきだろう。ふふふ、いいのか？　傷一つつけてみろ。身みの代しろ金きんは受け取れなくなるぞ。──っあ、や、すんません調子のりました。やめて。これは不幸な事故だったんです。ホントです。すべてはディーが悪いんです。ちょ、おま、やめ、こら、だめ、むり、いや、やだ、そんなの入らな──」


　女子一同が最初に取った行動は、アリスの口に布を詰つめて悲鳴を出させなくすることだった。








　お湯とタオルで出来る簡単な拷ごう問もんを一通り試して、ようやく女子は鬱うつ憤ぷんを晴らした。


「ほんっと……マジすんませんした……」


　アリスは募ぼ金きんレベルの可哀かわい想そうな目にあい、今はタオルで後ろ手に縛しばられてイモムシのようにされている。


　そのうしろで、胸むな元もとまできっちりとタオルを巻いた女子達がとらえたこの害虫をどうしようか会議をおこなっていた。


「埋うめましょう」


　ターニャが言った。


「埋めて、まわりに花の種をまきましょう。春にはきれいな花畑になるように。あの人が寂さびしくないように……」


「まあ、ターニャさん……」


　アイは「はっ」と胸を押おさえる。


「まてこら！　なにいい話みたいにしてんだよ委員長!?　それただの殺人だろが!?」


「じゃあそれで」


「うおぉい!?　あっさりみとめんなよ！　言葉を取とり繕つくろう努力くらいしてくれよ！」


「うるさいですね……」


　とターニャは耳をおさえ。


「古来より、乙女おとめの柔やわ肌はだの見物料は、地じ獄ごくの川の渡わたし賃と同価だときまっているのです」


「だから悪かったって言ってるだろ……」


「そんなに覗のぞきがしたかったんですか？」


　胸元まできっちりタオルを巻いたアイが、高い位置から見下して言う。


「……私の色いろ香かに、惑まどわされてしまいましたか……」


　さもあらん、と首をふる。


「おいコラ。悪質なデマとばしてんじゃねぇよ。誰だれが手前てめえみてぇなロリボディに欲よく情じようするかってんだ。いや、もはや〝ボディ〟という単語すら不ふ釣つり合あいだな〝フォルム〟とかだなフォルム。ははは、実にぴったりだ。〝空気抵抗に優れたフォルム〟ははは、車の宣伝みたいだ。こいつはいい、ああ、そういえばさっき俺が『おっぱいだっ！』て叫さけんだのに当然お前は含ふくまれてないから安心し──ぼごはぁっ！」


　アイはアリスの口に桶おけを突つっ込こんであげた。


「なにしやがる！」


「自分の胸に聞きなさい！」


「俺の胸におっぱいなんかない！」


「い、意味が分からない！　あなたすこし最強ですか!?」


「ええい！　お前じゃ話にならん！　委員長！　言葉のキャッチボールしようぜ！　キャッチボール！」


「キャッチボールですか……」


　それをきくと、ターニャはアリスを引きずって壁かべ際ぎわに座すわらせた。


「いいでしょう。アリス君。キャッチボールをしましょう。──ヴォルラス」


「はいさ」


　デコ眼鏡めがねがアリスの前に出て両手をにぎにぎとやる。


「転入生。あなたにいくつか質問があります。正直に答えればキヤツチボールすればよし。……だが答えなければ」


「な、なんだよ」


「もぐボールをキヤツチする」


　ヴォルラスは『きゃー』と頰を染めて手の中の石ころをぱきりとやった。


「。」


　とアリス。


「ちなみに二回もやればアリス君も堂々と女湯に入れる体になれるからね」


「わぉ。そしたらアリスちゃんだね」「私アリスちゃんの髪かみを結ゆうわ」


「……着付け、手伝う……」


「がんばってくださいね！」


　となんにも分かっていないアイが応おう援えんする。


「ではまず最初の質問──」


　アリスは二秒で口を割った。





　　　　[image: ]





『脱だつ走そう？』


　と、全員が口を揃そろえる。


「そうだよ」


　とアリスが返事をする。


「俺らは脱走をたくらんでんだよ──おい、ギーギー！　ハーディ！　出てきやがれ！」


　アリスは穴に向かって叫ぶ。するとそこから『ええ!?』と反はん響きようした声が返ってくる。


『だ、だってそこ女湯っしょ!?　行けないっすよ！』『さすがにちょっとな～』


「ギーギー。ハーディ」


　ターニャがその声の主に呼びかける。


「いいから、こっちにいらっしゃい」


　それを受けておずおずと、〝冬ふゆ蛙がえる〟ギーギーと〝泥どろ喰くい〟ハーディが顔を出した。


　ギーギーはアイのように幼い体たい軀くを持った美少年で、ハーディはふくふくと太ってやわらかく笑う少年だった。


　ハーディの姿を見た瞬しゆん間かん、眼鏡の縁ふちに涙なみだの粒つぶを光らせてヴォルラスが詰め寄った。


「ううう～。ハーディ。ウチというものがありながら覗きなんて……」


「あ～いや～ヴォルラス。これは～……」


「問答無用ー！」


　き～～!!　っと、つめの伸のびた指先がハーディの頰ほおをうにょんと引っ張った。その姿は、はたから見ると若い恋こい人びとが拗すねてじゃれ合っているように見えるが彼女の能力を考えると色々とヤバイ。しかしそんな状じよう況きようにあっても、ハーディはちょっと困った顔で微笑ほほえむのみだった。


〝泥喰い〟ハーディ。


　彼はあまりの飢き餓がから、無機物を栄養として摂せつ取しゆできる異能をもった少年だった。アリスが掘ほり、ハーディが喰う。そのようにして三人は地面を掘って外を目指していたのだという。


「ううう～。ハーディ。ウチを置いて、ここを出ていくつもりだったの？」


「ちがうよ～ヴォルラス。僕ぼくは手伝いだけ、するつもりだったんだ。逃にげたいのは、ギーギーだよ～」


　その言葉に、双ふた子ごが猫ねこのように反応した。


「ねねね、ギーくん。どして覗きなんてしたの？」「そうだよ。ギーくんにエロスはまだ早いよ。せめて小等部は出てからにしたら？」


「覗きじゃないっすよ！」


　からかう双子に向かって、少年は顔を真っ赤にして怒おこる。


「だいたい僕は小等部じゃないっす！　もう二十二歳さいっすから！」


　その姿も声こわ色いろも、幼おさな児ごが癇かん癪しやくを起こしているようで、せいぜい十二歳程度にしかみえない。


〝冬蛙〟ギーギー・トートギーは最近になって発見された少年だった。彼は十年前に雪山越ごえではぐれた商隊の子で、ひとり、洞どう窟くつの中で〝冬とう眠みん〟していたのだ。


「僕はエルハの子っす！　雪と風こそが故郷っす！　絶対に父と母のもとへ帰るんすよ！」


「って言っても、ギーくん、お父さんとお母さんの居場所わからないんでしょ？」「そうだよ。ていうか死んじゃってるかもしれないっしょ」


　双子が聞きにくいことをさらりと聞いた。


「それが分かったんすよ！」


　ギーギーが年相応（？）の笑えみを浮うかべる。


「父さん達は街かい道どうを変えたんす！　エルハの左回りのルートにいるはずっす！　いまなら追いかけられるっす。なんとしてでも合流しなくちゃ！」


「それで脱走、ですか……」


　ターニャが憂うれいた表情で『こまったわね……』と呟つぶやく。


「アリス。あなたもですか？　まだ転入一週間だというのに……」


「いや、だって俺の目的それだもん」


『は？』


　と一同。


「なんのことですか？　まさか脱走するために入学したとでも言いたいのですか？」


「違ちがう違う。そこまで酔すい狂きようじゃねぇよ」


「アリスは僕を助けに来てくれたんすよ！」


　ギーギーがいう。


　その言葉にターニャはやはり首を傾かしげ、


「ギーギーを逃がすために、あえて捕まった、と？」


「そんなとこ」


　とアリスが答える。


「…………二人はお知り合いでしたか」


「いんや。ディーのアホに囁ささやかれるまで知らなかったよ」


「初対面でしたっす！」


『？　？　？』


　一同、ふたたび首を傾げる。アイだけが素す直なおに受け取って『人助けですかー。分かります』と納なつ得とくしている。


　ターニャは眉み間けんを揉もんで、その件についてはいったん保留する。


「……それにしても穴あな掘ほりで脱だつ出しゆつとは……効率が悪くありませんか？」


「ハーディがいるからそうでもないぜ。委員長」


「ですが方角とか分からないでしょう？　現にこんな所に顔を出して……」


「それについてはうちの潜せん望ぼう鏡きようが悪ふざけして……ああ、もうめんどうくせぇな。──おいコラ、ディー！　出てこい！　いるんだろ！　ふざけた真ま似ねしやがって！」


　アリスがそこいらの空中に向かって叫ぶ。すると、


　まったく、何の前まえ触ぶれもなく、


「あーっはははははは!!　おっかしー!!　アリスのあの間ま抜ぬけ顔！　『ちょ、おま、やめ、だめ、むり』だって～。なんで二言でしかしゃべれなくなってるのよ！　あはははは、ボクもうお腹なか痛い！　あはははははははは！」


　ぬるり、と床ゆかをすり抜ぬけて。


　ディー・エンジー・ストラトミットスが顕あらわれた。


「てめぇ！　なにが『進路はボクが見る』だ！　最初っからこれを狙ねらってやがったな！」


「んっふふー、だって万一にも、アリスがアイ置いて逃げちゃったらまずいじゃん」


「だったら口でそういえよ！　ここ数日の苦労はなんだったんだよ!?」


「ああ、そゆの『徒労』っていうらしいよ。あと『無む駄だ働ばたらき』とか『ただ働き』とか『空回り』とか『骨折り損』とか……」


「やめろよ！　そういう言葉いっぱいならべんなよ！　悲しくなるだろ！」


　ディーは空気に腰こし掛かけるようにしてふわふわと浮かび、逆さまになりながら楽しげにアリスとぎゃんぎゃん言い合っている。


　全員が度ど肝ぎもを抜かれていた。突とつ然ぜん、現実がおとぎ話にでもなってしまったかのようだった。少女は浮かび、すり抜け、しかしそれ以外はまったく普ふ通つうに存在している。逆に不可解なことに影かげまである。


　最初に立ち直ったのはアイだった。


「そ、そうですよね。ディーさんも、ここの生徒さんなら、なにかの異能を持っていてもおかしくは──」


『誰だれ？』


　と、全員が問うた。


「誰って、ディーさんですよ。私のルームメイトの……」


「あなたにルームメイトはいないわ」


　青ざめた表情でターニャが言う。


「誰なのあなた……うちの生徒じゃないわ……物質透とう過か？　空中浮ふ遊ゆう？　認にん識しき操作？　そんなとんでもない能力の持ち主なんて。学こ園こには一人だっていやしないわ……」


「あ、これは失礼しました」


　ディーがそちらに「はっ」と気付いて床に降りた。


「やーハジメマシテ、ゴーラ学園の皆みなさん」


　気さくな笑み、やわらかな物もの腰ごし、雑にスカートをつまんで礼をする。浴室で服を着ていることも、皆とは違う制服も、そのすべてが、違い和わ感かんをかき立てる。


「ボクはディー・エンジー・ストラトミットス。呼びかたは何でもいいよー」


「〝魔ま女じよ〟！」


　ターニャが叫さけんだ。それを聞いてディーの表情が苦々しいものに変わる。


「……何でもいいとは言ったけど。それは勘かん弁べんして欲ほしいなぁ。せめて上に〝西方の〟とかつけてよ。あいつとおんなじ呼ばれかたなんて、最悪だよ」


「あ、す、すみません！」


　西方の魔女、ディー・エンジー・ストラトミットスは巷こう間かんに名を売る正体不明の人物だ。彼女はいかなる時間も、場所もわきまえず、実体を持たずに現れては出会った人間にアドバイスをする。それは小から極大におよび、忘れ物のありかを教えて子供の感謝を得ることもあれば、敵軍の布ふ陣じんを教えて小国を勝利に導いたりもする。


　その行いはいつしかオリジナルの〝大魔女〟──死者を殺し、生者を弄もてあそび、墓はか守もりと遊び〝人の願いを叶える〟──ヴラード・エル・サイカヴァッティにたとえられ。〝西方の魔女〟を冠かんするまでとなった。


「こんな風に大おお袈げ裟さになっちゃうから、その名前はイヤなんだけどね。ボク的には最初の頃ころに呼ばれてたあだ名が好きかな──〝幽霊ウイスパ〟ってやつ」


　そういって、ディーはふわりと舞まい上がってアリスに抱だきつくようにした。


「幽霊ウイスパはいま、アリスに取とり憑ついているの、彼を助けて、囁くウイスパの」


「その結果として、俺おれはこうしてお縄なわについているわけだけどな……」


　なんなんだこいつらは？


　ターニャを始め、Ｑクラスの面々はこの新しい人達を呆ぼう然ぜんと見つめた。──アイ・アスティン。墓守と人間のあいだの子。〝月下の虹にじの音〟を持つ子。──ディー・エンジー・ストラトミットス。幽霊ウイスパ。西方の魔女。〝死んだ人間の音〟を持つ娘むすめ。


　すべてが異質で、奇き妙みように力強い人達。


　そしてその中心で笑みを浮かべる、もっとも普通に見える少年。アリス・カラー。


〝銀の銃声の音〟を持つ子。


「ね、ねぇ、ギーギー」


「なんすか？」


　ターニャはタオルを巻いた胸元を押おさえながらつっと屈かがみ、ギーギーに聞いた。


「彼は……その、なんなの？」


「〝正義の味方ヒーロー〟っす」


「は？」


「アリスは僕の、ヒーローっす」


「？　？　？」


　ギーギーがどことなく誇ほこらしそうにするのが聞こえる。しかしターニャには男子小学生のそのあたりの微び妙みような機き微びがわからない。


　目の前でアイと、アリスとディーがなにか言っている。


　しかしターニャはもう、疲つかれてしまった。いつもの日常で、いつもの入浴のはずだったのに、自分はいつの間にかこんな異常事態に足を突つっ込こんでいる。脱だつ走そうだなんてそんな話、頼たのむから自分とは関係のないところでやって欲しいのに。


「──んちょう。委員長！」


　はっと、物思いから返ると、アリスが大きな声で自分を呼んでいた。


「な、なに、アリス？」


「なに、じゃねえよ。そろそろ時間がやべぇ、鬼おにの寮りよう監かんが見回りに来ちまう。この大穴も片付けなきゃならないし」


　壁かべ掛かけ時計を見るとだいぶ進んでいて、本来ならもう、湯を抜いて掃そう除じを始めていなければならない時間だった。


「そ、そうね」


　ターニャは急に夢から覚めたような気持ちになった。マギータの冷たく怒る顔が不思議な懐なつかしさと共に思い出された。それと同じくして、女湯にいる男子達と目の前の大穴にたいする違和感が蘇よみがえる。


「大だい丈じよう夫ぶか委員長？　わりぃけどあと頼むな。石はそっちで持ち上げてくれ。俺らも下から手伝うから」


　そういって、アリスは空中のディーを追おい払はらい、ハーディとギーギーの背中を押した。


　穴に押し込まれながら、ギーギーが抗こう議ぎする。


「つってもアリスさん。大丈夫なんすか？」


「なにが？」


　久しぶりに解放された両りよう腕うでをさすりながら、アリスが問う。


「みんなに話しちゃってっスよ！　誰かがたれ込んだら……」


「あほう」


　とギーギーの額にチョップが落ちる。


「い、いたいっすよ！」


　チョップチョップチョップ。


「仲間、うたがってんじゃねーよバカ」


　アリスは、ギーギーが頭を押さえて『背え伸のびなくなっちゃうっすよ！』ともだえるまでチョップしたあとで、ぼそりとそのように付け足した。その声色はいままでターニャが聞いてきた飄ひよう々ひようとしたものではなく、真に触ふれる固い響ひびきがあった。


　ターニャには、アリスという人がよくわからない。この耳で、様々な人の音を聞いてきた。だが彼のような音をもつ人は、いままで聞いたこともなかった。


「ほんじゃまたあした！　聞きたいこととかあるだろうけど。それはそんとき聞くわ！」


　二人をけり込むようにして追い立て、自身も穴に入りながらアリスがぴっと手を振ふった。


「待って下さいアリスさん」


　そこに、アイが声を掛かける。





「その脱出計画、私たちも嚙かませていただきます」





　たち？
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　　　　Ｉ




　翌日。


　アイは結局、ターニャの勧すすめに従って選せん択たく授業は礼法を取った。担任はマギータで、意外なことに人気が高い。言葉の節々に●●とか●●とか意味の分からない単語を挟はさむのが玉に瑕きずだが、なかなかに分かりやすい授業だと思う。


　時刻は朝ご飯を食べた直後の一限目。二階の座学教室を朝の光が照らし。夜の間に冷やされた空気をゆるやかに暖めていた。その中でマギータは粛しゆく々しゆくと授業を進めている。いまは戦場での礼──交戦規則ＲＯＥについて詳くわしく語っている。


「──戦場という特とく殊しゆな環かん境きよう下では礼もまた、特異を極きわめる。上官への礼、部下への礼、敵への礼、環境への礼、それらはすべて密接に関かかわり合って戦場という独特の『空気感』を形成している。部下への礼を知らない上司は背中から撃うたれ、敵への礼を知らない者は非道となる。勘かん違ちがいしているお坊ぼつちゃんに言っておくが、戦場で兵士に許されているものは本来『命を奪うばうこと』と『命を守ること』の二つだけだ。略りやく奪だつや破は壊かいはただの副次的なものにすぎない。──さて、テクストの百二十ページをお開き。これからは各国の交戦規則を軍隊ごとにみていくよ。なかでも死オ者ルのタ国スの交戦規則は面おも白しろいよ。まず──」


　選択授業といいつつも、生徒達はクラスごとに固まることがおおいようだった。Ｑクラスの面々も、全員が礼法を取っている。場所は教室の一番うしろ、授業に集中しているのはターニャくらいなもので他ほかの面子メンツはこの厳しい状じよう況きよう下かでなんとかさぼろうと努力している。双ふた子ごはぴしりと背筋を伸ばしながら実は脳内で姉し妹まいのお喋しやべりをし、ルンは水みず揚あげされた魚の如ごとくぐったりとしている。この水中人は陸だとだいたいこんなだ。ハーディは腹の虫がならないように努力し、ヴォルラスはノートを取るふりをしてデザイン画を描えがいている。


　根が真ま面じ目めなアイはクラスメイト達にむかってひとつ溜ため息いきをして、ふと自分もあまり人のこと言えないなと思って内ない緒しよ話ばなしに戻もどる。


（ディーさんは、私のこと最初から知ってたんですね？）


　板書を写すふりをして、ノートのすみにそう書く。


「そうだよー」


　ふよふよとアイの肩かたあたりを彷さま徨よいながら。ディーが普ふ通つうの声で答えた。


　しかしそちらに注目しているものは誰ひとりとしていない。


　それこそがディーの能力〝幽霊ウイスパ〟。その力は他人の認にん識しきに紛まぎれ込むもので、自分を見せるも見せないも思いのままだ。その力を使って彼女は〝おもしろそうなことが起きそうな場所〟を定点観測していたのだという。


　学こ園こも、そしてオルタスあそこも。


　ディーはオルタスに来てからのアイのことをすべて知っていたのだという。


（ウッラさんのことも、知ってたんですか？）


「気付いたのはアイの推理を聞いてからかな」


（なんで見てるだけなんですか？　あなた〝人を助ける〟んじゃ、ないんですか？）


「ボクは人なんか助けないよ」


　ディーは逆さまになってアイと視線を合わせ、いった。


「ボクがするのは囁ささやくだけ。囁かれた人間がどうするかなんて、知らないよ」


　ディー・エンジー・ストラトミットスが〝魔ま女じよ〟と呼ばれるのには所以ゆえんがあった。彼女は囁く。道に迷ったものに正規のルートを。飢うえたものにパンの場所を。山さん賊ぞくに狙ねらわれた村にその事実を。正義ある小国に大国の弱点を。


　その結果の多くは悲劇を防ぎ、囁かれたものの命を救ったが。……同時に悲劇の始まりとなることもあった。


　飢えたものはパンを奪い。山賊に狙われた村は返り討うちにして皆みな殺ごろし。小国は大国を併へい呑どんして混乱に陥おとしいれた。


　生命も、倫りん理りも、道徳も、すべてを超こえて〝ただ人の願いを叶える者〟魔女。


　ディー・エンジー・ストラトミットスは確実に、その魂たましいの欠片かけらを持っていた。


「ボクは人なんか助けないよ……」


　ディーはもう一度つぶやいた。その言葉は平へい坦たんで固く、それ以上の質問を許さなかった。


　アイは鉛えん筆ぴつをころころと転がしてうーんと唸うなる。ディー、という人の行動原理がよく分からない。──昨日、クラスのみんなと穴を塞ふさいだ──アイとヴォルラスで石を持ち上げ、ハーディが胃のなかで精製したモルタルで継つぎ目めを塗ぬったのだ──その後にはもうディーの姿は消えていた。その日は結局、部屋には帰ってこなかった。それでてっきり話をしたくないのかと思っていたら、こうしてひょっこりあらわれて『暇ひまだ』などという。


「まあ、そいふにあにはひはいひへもむららぞ」


（口にものを入れたまま喋らないでください）


　アイの左で、アリスはどこからか盗ぬすんできた『発はつ掘くつ』組のサンドウィッチを早弁していた。アリスは最近、徹てつ夜やで穴を掘ほっていたため、授業中は寝ねるか食うかしかしていない。


　ごくん。


「そいつになにか期待しても無む駄だだぞ」


　教科書の陰かげで実に巧たくみにパンをかじりながらアリスが言う。


「そいつ、噓うそつきだからな」


「噓つきじゃないよ。結果的に噓になる時があるだけだよ」


「よく言うぜ」


　二人は視線すら合わせずに仲良さ気げに喧けん嘩かを始めた。右みぎ隣どなりでターニャが迷めい惑わくそうな顔をしている。アイは溜息をひとつ吐ついて注意しようと口を開いた。


　その時、


「こらそこ！　●●口を今すぐ閉じな！　私語は禁止だよ！」


　発はつ砲ぽう。


　マギータの右みぎ腰こしに吊つられていた回転式拳銃が火を噴ふいた。


　アイはそのさまを冷静に見ていた。右手が腰に伸びる様さまも、コッキングしながら抜ぬく様も、腰元で光る発砲炎えんも、そこから飛び出してくる弾だん丸がんまで見えた。音速も出ていない。どうやら火薬の量をだいぶ減らしているらしい。


　避さけようか受けようか刹せつ那なのあいだ迷ったあと、アイは結局、なにもせずに額で受けることにした。


　すかーんっと妙みように小気味のよい音が響いて視界がすこし上を向く。


　マギータは何事もなかったかのように授業に戻る。


　視線をゆっくりと戻してアイはきっと、空中の人と早弁の人を睨にらむ。


　私、喋ってないのに……。


　アリスとディーどころかクラスメイト全員が知らんぷりしていた。額をさすさすと撫なでる。痛いとかよりもそこに付いた白はく墨ぼくのしろさと石いし臭くささがなんだか恥はずかしかった。


「わるかった」


　性しよう懲こりもせず、アリスが話しかけてきた。


「でもまあ、右の銃じゆうでよかったな」


　無視。こんな奴やつとは一生口をきいてやらないのである。


「あの婆ばあさん、両腰に銃吊ってるだろ。アレ、右の銃は見ての通り模も擬ぎ弾だんだけどな、左の銃は実じつ弾だんだぜ。六発装そう塡てんの『大蛇クリムシユコア』ロングバレル。一品ものだ」


　ばーんっとハンドサインで撃うってみせる。その先には老女の腰で鈍にぶく輝かがやく鉄色の銃があった。


「本当に言うこと聞かない生徒は、そっちの銃で撃っちまうのさ」


　アイは本当にとんでもないところだなと溜息を吐いた。





　　　　II




「では、ただいまより第一回、大・脱だつ出しゆつ会議を始めたいと思います！」


　ぱちぱちぱちぱちと、自分で小さく拍はく手しゆをしながら、アイはそう宣言した。場所は食堂。その一角を占せん拠きよしながら、Ｑクラスの面々は一種異様な雰ふん囲い気きを醸かもし出している。


　真ま面じ目めに話を聞いているのはターニャとギーギーくらいのもので、あとは、ひたすらに寝るアリス。洗面器に水を張って顔面を突つっ込こんでいるルン。シンクロナイズドジャンケンという三姉妹独自の競技にいそしむ双子。などである。


　特にハーディとヴォルラスは二人の世界へ行ったまま帰ってこない。


「ハ、ハーディ。その、あの、えっと……」


「どうしたのヴォルラス？」


　顔を真っ赤にして両手をうしろに隠かくしたままのヴォルラスが言う。ハーディはふくふくとした頰ほおをゆるませて、安心させるようにニコリと笑う。


「じ、じつはね、ウチ、今日、お弁当作ってきたんだけれど……」


　隠されていた両手が前に出される。そこには可愛かわいらしく包まれたお弁当箱があった。


「わぁ、すごいじゃないか！」


「それで、その、……食べて、くれる？」


「もちろんだよ」


　よかったぁ。と頰をゆるませて、ヴォルラスはいそいそと弁当の包みを解ほどきに掛かかる。弁当箱はどこまでも意い匠しようがきいていて、布のひとつにいたるまで気が配られていた。


　その手が、バスケットを開ける段になってぴたりと止まる。


「どうしたの？」


「そ、そのぅ。これ、ウチの手作りだから。うまくできてるか自信なくて……」


「大だい丈じよう夫ぶだよ」


　ハーディが、見るものを安心させるやわらかな笑えみを浮うかべた。


「ヴォルラスが、僕ぼくのために作ってくれたお弁当だろ？　絶対おいしいよ」


「ハーディ……」


　頰を染め、ずれた眼鏡めがねの隙すき間まから上うわ目め遣づかいでヴォルラスは言い、


「じゃあ開けるね」


　ぱかっと、


「おお！」


　泥どろ饅まん頭じゆうの詰つめ合あわせがあらわれた。


「………………………………へ？」


　くびを長くしてのぞき見していたアイが変な声を出した。


「はい、あーん[image: ]」


　銀のフォークが泥饅頭のひとつを刺さし、空中を泳いでハーディの目の前に突き出される。泥饅頭は粘ねん土どを白砂で吹ふいたもので、アクセントとして胡ご麻まのようなガラス片へんが振ふりかけられていた。


　ぱくり。と、


「あ、味はどうかな？」


「うん。おいしいよ」


　ヴォルラスの頰がぱっと朱しゆに染まる。そこだけ見ると少女小説のワンシーンのようだが実際に行われているのは泥を喰くわせる彼女と嬉き々きとしてそれを喰う彼氏というホラー的ななにかだ。


　それは〝超ちよう握あく力りよく〟ヴォルラスと〝泥喰い〟ハーディにだけ許された淡あわい恋こいの営みだった。


　さすがのアイも『一口ください』とは言えず、呆ぼう然ぜんとそれを見ていたが、やがてはっと気付いて、


「じゃなくて！　皆みなさんきいてください！　脱出計画のことです！」
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　ばしばしっ！　と机を叩たたく。ちなみに『脱出』とか危険なワードが駄だ々だ漏もれであるが周囲の人間はヴォルラスとハーディの恋の鞘さや当あて（？）を恐おそれて遠巻きにしているのでなんの問題もない。


「脱出です！　いえ、もはや反逆です！　こんな場所、自由にしてはおけません！」


『はぁ……』


　と一同。


「──私のように騙だまされる人間は、もうこれで最後にしたいのです……」


「お前みたいに騙される人間は最初っから最後だよ」


　うつぶせのまま、うるさそうに演説をきいていたアリスが突っ込む。アイは無視。


「断固とした徹てつ底てい抗こう戦せんをすべきです！　こんな学校もどき！　根こそぎ根こそいで、草の根も生えないぺんぺん草にしてやるのです！」


「言葉は全部間ま違ちがってるのに、なぜかしら……意気込みはすごく伝わる」


　ターニャが頰に手を当てて感心したように呟つぶやく。


「まず手始めに教職員の拘こう束そくです！　見たところ彼らの標準装備は拳けん銃じゆうレベルなので一対一なら恐れるところは何もありません！　余よ裕ゆうです！　問題は非常時の警備シフトと要所に設置されたガンロッカーの中身、それに外部住民がどこまであちらに協力しているかです！　そのためにまず確実におさえるべき人間はマギータさんと警備主任、それと──って……」


　そこで初めて、アイは場の微び妙みような空気に気が付いた。


「なんですか皆さん、その微妙な反応は」


「だって……」


「ねぇ……」


　と、Ｑクラスの面々は顔を見合わせる。


「なんですか。言いたいことがあるなら言って下さい。意見交こう換かんは大事なことです」


　じゃあ、とばかりにターニャが手を上げる。


「あのね、アイ。私たち、戦いとか……そういうのはちょっと……」


「む、それは分かります。ですが大丈夫です。誰だれも傷付けたりなんかしませんから」


「あ、いや、でも、そんなの無理……」


「そんなことないですよ」


　でも……と、ターニャはクラスメイトたちとちらちら視線を投げ合って煮にえ切きらない。


「みなさん！　真ま面じ目めに聞いて下さい！」


　アイはばんっ！　とつくえを叩いた。


「みなさんはここが嫌いやなんじゃないんですか!?　外に出たいんじゃないんですか!?　ターニャさん、言ってたじゃないですか。ここを出て、お家うちに帰りたいって」


「うん。いったよ」


「だったら……」


「でも帰れないよ」


　じっと、目を伏ふせたまま。──永遠に目を伏せたまま。ターニャは言った。


「こんな体で、帰れないよ……帰っても、お父さんとお母さんが迷惑するだけだもの。家うちはただの農家だもの……私がいたらまた村八分にされちゃう」


　しん、と場が覚めた。


「家だって似たようなものだよー」「そうそう」


　と双ふた子ごが言う。


「貴族は貴族で、体面が大事だからね」「パパとかは縁えん談だん用の娘むすめが三人も使い物にならなくなってカンカンだったけどね」「私らと結けつ婚こんするなら私たち全員を愛せる人じゃないとねー」「ねー」「ねー」


「……私も、故郷は砂さ漠ばくで、干ひ涸からびちゃう……」


　ざばーっと洗面器から顔を上げながら、ルンが言う。


　それからはわいのわいのと、不幸自じ慢まん大会だった。こうなると男共はよく黙だまり、静かにお茶をすするのみだ。


　アイはみなの会話に耳をすませた後に──それ自体は興味深かったが──断たち切った。


「あの、皆さんちょっといいですか？」


　すっと挙手。





「えっと、だからなんなんですか？」





　だからなんなのだ？　その言葉に、ターニャ達こそ首を傾かしげた。


「？　ごめん、アイ。質問の意味がよく……」


「えーっと、実は私も勘かん違ちがいしているかもなんですが」


　アイは不安そうな顔で質問を重ねる。


「皆さんは、ここを出たいっていう気持ちはあるんですよね？」


　それはまあ……と肯うなずく一同。


「だったらそうすべきではないですか」


　また話が分からなくなる。


「えっと、アイ、はなし聞いてた？　それは出来ないの、私たちが戻もどっても迷めい惑わくがかかるだけだし──」


「だからなんなんですか」


「いや、だから──」


「迷惑、かければいいじゃないですか」


　ここに来てようやく、


　一同は、アイがなにかおかしな事をいっているのだと、気が付いた。


「ターニャさんは、ご両親と一いつ緒しよにいたいのでしょう？　それが夢なのでしょう？」


「う、うん」


「ならそのために出来ることをすべきです。ここを出て、家族のもとへ戻って、みなさんと幸せに暮らせる場所へ向かうべきです」


「そ、そんな都合のいい場所、アイは知ってるの？」


「いえ、ぜんぜん」


「ちょっ！」


　でも、とアイは太陽のように笑った。


「きっとありますよ！　皆さんが暮らせるような場所が！」


「そんな場所──」


「また、もし、なくっても」


　アイは笑った。


　僅わずかな水たまりを乾ほし、ささやかな雑草を干上がらせる太陽の如ごとく笑った。


「その時はそんな場所を、天国を作れば良いんですよ」


「そ、そんなこと出来ないよ！」


　アイはきょとんとして、なぜです？　と聞いた。


「ターニャさんはそれが夢なんじゃないのですか？」


「そ、それはそうだけれど」


「なら、そうすべきじゃないですか」


　アイは笑う。にこりと笑う。砂漠のように、深海のように、月のように、太陽のように、


　圧あつ倒とう的てきな、どうしようもないもののように、アイは笑う。


「夢があって、そうしたいと願うのでしたら、そう、すべきじゃないですか」


　笑う。


「夢って、そういうものでしょう？」


　一同絶句。


　答えるものは誰もいなかった。


　そのなかでターニャはもっとも強い衝しよう撃げきを受けていた。ターニャは聞く。その特別な聴ちよう覚かくでもってアイの言葉と笑え顔がおを聞く。その力は心を読むたぐいのものではないが、本質を理解するのには役にたった。


　アイはこう言っているのだ。


　夢には、命を懸けるべきだ。いや、それはもはや主張ですらない。アイ自身がそうだから他ほかの人間もそうだと、単純に思っているだけのことなのだ。


　つまり、


　この子はもう、この歳としにして命を懸かけるに足る夢をもっている。


　それがターニャには、なんだかおそろしくて、


「アイ、ひとつだけ、教えて……」


「なんですか？」


「……あなたの夢は、なんなの？」


　アイはすこし照れて、しかし、誇ほこらし気にそれをいった。


「私は世界を救いたいんです」


　こんどこそ本物の絶句が来た。あまりの衝撃に貧ひん血けつを起こしたように音が遠くなる。これが誇こ大だい妄もう想そうや幼さ故ゆえの無知ならターニャもここまで衝撃を受けない。ターニャが衝撃を受けたのはアイが、当たり前のようにその夢の困難さを認にん識しきし、その上で人生を懸けるといっている事だった。


　いったいどんな十二年間をすごせばそんな大それた夢に命を懸けるようになるのか。ターニャは目の前のこの小さな生き物が恐こわかった。その生き物はこの期ごにおよんでまだ、狂きよう気きに走らず。正気こちらがわの顔で自分を心配していた。


　ターニャにはそれが恐ろしくて、憐あわれで、


「無理よ！」


　ターニャは叫さけんだ。その顔は青ざめ。その声は恐きよう怖ふに震ふるえていた。


「無理！　私には無理よ！」


「大だい丈じよう夫ぶですよ。ちゃんとプランをねって……」


「そうじゃなくて！」


　がたんっと椅い子すを蹴け倒たおすように立ち上がり、


「私には、あなたが無理！」


　そういって、ターニャは吐はき気けをおさえるように口元に手を当てて食堂を出て行った。


「あ、ちょっと委員長！」「まってよ！」


「……ターニャ、待って……」


　双子とルンがその後を追いかける。


　後に残された者達もお互たがいに顔を見合わせ、席を立った。


「あ、皆みなさん！」


「ごめんね、アイ。ウチらも、ちょっと無理だわ──その脱だつ出しゆつ計画」


　ヴォルラスが言う。その手はなにかを恐おそれるようにハーディを捕つかまえていた。


「ごめんねアイちゃん。ちょっと話してみるよ。──ほら、ギーギーも来て」


「わ、なにするんスかハーディ……僕はもともと脱出組で……」


　そういって、ヴォルラスとハーディ（と引きずられたギーギー）も去っていった。


　急に広々としたテーブルの真ん中で、アイはぽつんと座すわっていた。


　机の上には人数分のお茶がむなしく残っていた。


　なんだかひどく、取り残されたような気分になった。


「世界に自分一人しかいない」


「え？」


「そんな顔してるぜ」


　と、アリスが言った。アリスはもはや眠ねむってはおらず、だらしなく足を組んでテーブルの端はしに座っている。


「……無理って、言われました」


「言われたな」


「私……なにか、いけなかったですか？」


「いけなくはないさ」


　アリスはギコギコと椅子を漕こぎ、


「ただまぁ、なんつうかきつかったんだろ。委員長には。つか皆にはさ」


「うんうん」


　と、訳知り顔で肯きながら、タンポポの綿毛のようにふよふよとディーが漂ただよってくる。


「いやーアイもきっつい事いうよねー」


「きつい……ですか？」


「ようはさ」


　アリスが言う。


「委員長はさ、気付いちまったんだよ。ここを出て、帰りたいとは思っていても、実際に命を懸けてそんなことは出来ないってよ」


「そんなこと、やってみなければ分かりませんよ」


「そうだな。その通りだな。だけど世の中には、そうは出来ない奴やつもいるんだよ。っつか、そういう人間の方が多いよ。──ここはそんな人間ばっかりさ。あと数年で壊こわれる場所を維い持じする大人たち、虐しいたげられつつ甘あまんじる子供たち、死を待つ生者と墓はか守もりを待つ死者。そんな場所さ」


「そんなのヤです。●●の●です」


「……お前、意味分かってないくせに、寮りよう監かんの口調まねすんなよ」


　それはマジでやばい……とアリスはおののき、


「そうはいっても、ここは実際、悪くはない場所だと思うぜ？　安全だし、清潔だし」


「でも自由がありません」


「自由がないだけだろ」


　アイが、何よりも大切だと思っているその言葉を、アリスはだけと言ってのけた。


「……よく、わかりません」


　アイはなんだか、寂さびしくなって項うな垂だれる。


「……私、下界に降りてきてから、ずっと考えてることがあるんです」


「へえ、──言ってみ？」





「なんでみんな、世界救わないんですか？」





　二人は絶句。


「こりゃまた……」


「……わぁお、だね」


　おかしいですか？　とアイは二人を順じゆん繰ぐりに睨にらむ。


「私の言ってること、おかしいですか？　だって世界が滅ほろびちゃうんですよ？　それなのになんで『救わなきゃ！』ってならないんですか？」


「つっても、どうやって救うかとか、わかんねえだろ」


「それは、そうです。……でもだからって目指さないことの理由にはなりませんよね？」


「まあな」


「なのに、みんな、なんだか世界の事なんか興味ないみたいで……」


「いや、それは実際に興味ないんだよ。ていうかそれが普通だし。いっとくけど、変なのはお前の方だからな。普通の人間は世界を救おうなんて思わないし。夢に命なんか懸けないし。ていうか夢とか見ないし」


「そ、そうなんですか？」


「そうなの」


「で、でもそれじゃあ。滅びちゃうじゃないですか」


「滅びちゃうだろうねぇ」


　今度はアイが絶句した。


「そ、それでいいんですか!?」


「いいとは言わないだろうさ。──たとえば、もしお前が囚しゆう人じんで『明日あした、死し刑けい』って教えられたらどうする？」


「ちょー逃にげます」


「ところがほとんどの囚人は実際におとなしく死ぬ。──ほかにも、〝蛙かえるをお湯に入れると逃げるけど、徐じよ々じよに温度を上げると逃げずに茹ゆで死にする〟とか……〝人は歯が痛くならないと虫歯を治さない〟とか……そんな感じなんじゃないかね、人類」


「……そんな」


　アイはがっくりと頭こうべをたれる。


「……世界を救おうと考えてる人って、実はすごく少ないんですか……」


「まあ、確かに少ないけど、いるこたいるから安心しろよ」


「そうですか……」


「たとえば俺らとか」


　ぴたり、と空気が固まって、


　アイはまじまじと視線を上げた。


　そこには気け怠だるげに椅子を漕ぐ少年と、ふよふよと宙を漂う幽霊がいた。


　アイは言う。


「え？」


「お、予よ鈴れい鳴った。どうでもいいけどあいつら食器かたさないでいきやがった。おいアイ、お前は手伝えよな。とりあえず湯飲みと皿は分けて──」


「ちょ、ちょっとアリスさん。いまなんて」


「だから湯飲みと皿を分けて盆ぼんに──」


「それじゃなくて！　もっと前です！」


「ん？　〝おぎゃあ〟？」


「前すぎる！　じゃなくて……」


　アイはばんっ！　とテーブルを叩たたいた。


「いま、あの、あなたたちが、世界を救おうと考えてるって──」


「ああ、まぁな」


「そだね」


　ぼけぼけとアリス、ふよふよとディー。


「まあ、それはいいから、いまは俺らを遅ち刻こくの危機から救うことにしようぜ。──アイ、そっちの湯飲みよこせ。げ、飲みかけじゃねえかコレ、ダレだよまったく」


「ボクジャナイデスヨ」


「いや知ってるよ幽霊。お前ものに触さわれないじゃん。なんで今いらない言い訳した？」


「あ、あの」


「会話にまざりたくて……」


「いじましいなおい」


「あの！」


　アイが身を乗り出して二人に呼びかける。それだけではない、小走りに駆かけ寄よってアリスとディーの手を握にぎった。──ディーには触ふれられないので形だけだが。


「私！　同じ事考えてる人って初めて会いました！」


「はあ」


「それはどうも」


　ハイテンションなアイとはちがい、アリスは厭えん世せい的に。ディーは幽霊的に。二人ともなおざりに握あく手しゆを返した。


「いやー最近の若者も捨てたもんじゃないですね！　すごいです！　世界を救いたいと願う人が一気に三倍になりました！」


「あ、わりぃ、そのへん俺おれ、ちょっと違ちがうわ」


「ボクもだね」


「へ？」


　はしごを外されてしまったアイは勢い余って転びそうになった。


「なんだっけディー？　その辺まえに喋しやべったよな。たしかお前が──」


「〝世界を終わらせたい〟だよ」


　地に足つけず、浮うかびながら、


　ディー・エンジー・ストラトミットスは言った。


「それでアリス。君が──」


「〝世界を壊したい〟だったな」


　かちゃかちゃと、クラスメイトの食器を片付けながら、


　アリス・カラーは言った。


　アイは言葉を失ったまま、自分がナニカの聞き違いをしたのではないかと疑った。


「……えっと、お二人とも、言ってることがおかしいと思うんですが……ぜんぜん、世界救いたがってませんよね。意味ワカンナイです。地じ獄ごくですか」


「お前こそ、世界救うってどんなことか実は分かってねぇだろ。ディーから聞いたぞ、オルタスでのこと。大失敗じゃねえか」


「き、聞かないで下さいよそんなこと」


「文句ならこの腐くされ幽霊にいえよ。──ほんと性た質ちわるいぜ、耳元で聞きたくもない話をぼそぼそぼそぼそ。ギーギーのことだって知らなきゃ放ほうって置けたのによう……」


　アイはぎろりと視線を走らせた。が件くだんの幽霊はまさしく幽霊らしく消えていた。


「……あなたには世界を救う方法が、分かってるって言うんですか？」


　しぶしぶと視線をもどし、八つ当たりのように聞いてみる。


「当たり前じゃん」


「ええ!?」


「なにびっくりしてんだよ」


「だ、だってこんなの答えが出ない問題じゃないですか！」


「んなことねぇよ。世界を救う方法なんか基本的に二つしかねえよ」


　そ、そうなんですか!?　とアイはせっかくアリスが片付けた食器をふっ飛ばさんばかりの勢いでかじりつく。


「なんですかそれ!?　教えて下さい！」


「いいよー」


「軽っ！」


「勿もつ体たいぶってどうするんだよ。一つ目は──」


「ま、待って下さい！　メモります！」


「いいよ別に、まず──」


「待って待って！」


　アイは大あわてで授業用のノートを取り出してばらばらと開いた。


「どうぞ！」


「まず大前提として、世界ってのが二つあるのは分かるか？」


「？　ふたつ？」


「その顔は分かんねぇって顔だな。──順を追って話すか。一つ目の世界は〝あるがままの世界〟とでも言おうかな。観察者がいなくても存在する世界だ」


「あるがままの世界？　観察者？」


「このまま人類が滅びたとしても、宇宙は続いていくだろう？　他ほかの動物とか、生き物たちによってさ」


「まあ、そう、ですかね……」


「それが一つ目の世界。これは本当に誰だれもいなくても成立する世界なんだ。それに対して二つ目の世界は〝観測者〟が見ている世界」


「〝観察者〟？」


「まあ、人間だと思ってくれていいよ。俺とか、お前とかだな。俺たちはどうしたって世界をあるがままに見られないんだ」


　そういってアリスは目と頭を指さした。


「俺たち人間が見ている世界ってのはあくまで、この目で見て、脳みそで翻ほん訳やくされた世界だろう？」


「翻訳……ですか？」


「たとえばさ、俺たちが見ている景色って、すげー色いろ鮮あざやかだろ？」


　アイはこくりと肯うなずく。


「でもな、こういう風に見えてる動物ってのは実は少ないんだよ。虫なんかは紫し外がい線せんしか見れないし、犬なんかも赤は認にん識しきできない。俺たちの見ている世界と虫や犬の見ている世界は根本的に違っているんだよ。これが観察者によって見る世界が違うってことだ。──で、これは人間ひとりひとりでも違いが大きい」


　たとえばターニャだ。とアリスは言う。


「お前、ターニャの視界を理解できるか？」


「……いえ」


　光を聞く。などという人の世界を、アイは想像できない。


「うん。コレがまあ、文字通り〝見ている世界が違う〟ってやつだ。まあ、あそこまで極きよく端たんじゃなくても、俺たちは本当に、ひとりひとり生きている世界が違うんだよ。育ちや環かん境きよう、考え方によってな」


「……それはまあ、分かりますが……」


「たとえばさっきお前は〝世界が滅ほろぼうとしている〟っていったけどな。人によってはそうは思わない奴やつだっている」


「それは賛成できません。現に世界は滅ぼうとしてるじゃないですか」


「滅ぼうとしているのは人類だよ。世界じゃない。──んで、その立場に立っているのがディーだ」


「はろー」


　調子よく戻もどってきたディーが話を受うけ継つぐ。


「ボクが救いたい世界って、アリスが最初に言った〝ありのままの世界〟なんだ。──あのさ、アイ。いま、この宇宙で一番異常なものって、なんだと思う？」


「異常なもの……ですか？」


「うん。三秒以内で」


「え、ちょっと！」


「三、二、一、〇。はい残念！　正解は〝墓はか守もりと人類〟だよ」


　ディーはふよふよと宙を漂ただよい。〝世界の終わり〟の話をする。


「もしもさ、このまま人類がみんな死んで、墓守に埋うめられて、で、墓守も消えたら、世界はどうなると思う？」


「どうって……」


「十五年より前の、正常な世界に戻ると思わない？」


　アイは、その発想にぽかんとする。


「奇き跡せきなんてもので世界を汚よごしてる存在が全部消え去って、元の正しい世界に戻る。そういうふうに、思わない？」


「そんな！　で、でも人が！」


「人なんてどうでもいいじゃん。生き物は残るんだからさ。また何億年かすれば。人代わりの生き物が生まれてくるよ。そうなったとき、邪じや魔ましないのが人類の役目だとボクは思うんだ。──だからボクの〝世界の救い方〟ってのは〝人類を退場させること〟なんだ」


　そのためにディー・エンジー・ストラトミットスは囁ささやく。吹ふきだまりに風を呼び。袋ふくろ小こう路じに穴を開け。病巣を引ひき裂さいて膿うみを出す。


「そんな、でもあなたは現に人を助けてきたんじゃ！」


「ボクは人なんか助けてないよ」


　ディーは吐はき捨すてるように言った。


「ボクが囁くのは人の活動を加速させて、終わりに近づけさせるためなんだ。人類の酸化を早めて、〝終わらす〟ことを目指しているんだ。それがボクの世界の救い方なんだ」


　だから、とディー・エンジー・ストラトミットスはにこりと嗤わらった。


「アイが、人食い玩具ハンプニーハンバートを終わらせてくれたことには感謝してるんだ」


「そんな……そんなの認められません！」


「それはお前が人類の立場に立っているからだよ」


　アリスが言う。


「これも視点の話だよ。──世界っつーのは本当に、見る人間の視点によって姿を変えてしまうんだ。世界を高い位置から見る人間──ディーみたいなのから見れば、〝世界は滅びかけてなどいない〟ってなるし。人類の立場で見る──お前みたいな奴にとっては〝世界は滅びかけている〟となる。さらに低い視点──町や家族が世界って奴にとっては〝うちの家族せかいはハッピーだし。いんじゃね？〟ってなる。──で、これは低い視点になればなるほど〝世界そのもの〟から離はなれていくんだ。〝人類〟の視点にある奴にとっての〝世界の危機〟ってのはイコールで〝人類の危機〟だけど、〝村が世界〟の視点にある奴にとっての〝危機〟は干かん魃ばつとか災害だったりする。で、そういった低い視点の人間にとって、はたしていまの世界は危機かというと……そこまで強力な危機とは言えなかったりする。もちろん危機には違いないんだが、想像しにくい危機だからなー」


「ボクなんか、それこそいろんな人達見てきたけどさー」


　ディーが言う。


「みんな意外なほど、ふつーに暮らしてるんだよね。畑たがやして豚ぶたかって、お酒つくってお魚つって、死んだら墓守に埋められる。それが多分、今のふつーなんじゃないの？」


「俺おれもそうだと思うよ」


「……ん」


　アイは胸むな元もとを押おさえた。そこが、傷ついた気がしたからだ。


　──自分にはその、低い視点という奴が最初からなかった。家族はおらず、墓守として育てられて、いつも高い視点を意識させられて育ってきた。


　でも普ふ通つうの人達は違うのだ。彼らにとって世界とは家族のことで、また、目の届く範はん囲いの事なのだ。


　アイはようやく、ターニャの言っていたことをすこし理解した気がした。ターニャにとって一番小さな世界は家族のことで、その〝世界を救うには〟自分はそこにいるわけにはいかなかったのだ。


「俺の視点もまあ、ここだな。──〝小さな共同体〟」


　アリスは空中をとんっと指さして見せた。


「俺の壊こわしたい世界は、ここにある」


「壊すって……」


「世界を救うっつーけどさ、ここで問題がひとつあるんだよ」


　ぴっと、横向きだった人差し指が突つき立たてられる。


「世界は別に救ってほしいとは思ってないんだよな」


「あー……はいはい」


　アイが前回痛い目をみた部分だ。


「ディーほど唯物的には、俺も見れないけど、それでも世界はただ、世界ってだけで、救うとかそういうもんじゃないんだよ。誰かにとっての救いは誰かにとって滅びだし、誰かにとっての滅びは誰かにとっての救いだしな。──極端な話、ディーの視点から見ると、俺らが救われることで、後から出て来るはずの知的生命体を滅ぼしているかもしれない」


「そ、それはまたスケールの大きな救いと滅びですね……」


「だから俺は、世界を救うなんて事は口が裂けても言わないんだ」


「……ぁ」


　アイは敏びん感かんに空気を察知した。


「……アリスさん。怒おこってますか？」


「すこし」


　アリスは素す直なおだった。この少年は初めてあったときからずっと、フラットで素直な性質をもっていた。


「俺は世界なんか救わない。ただ、壊すだけだ」


「ボクも人なんか救わないよ。ただ、囁ささやくだけ」


　二人は言い、アイを見た。


　アイがどう、答えるのか、見ていた。


「私は──」


　アイは、


「私は……」


　言葉は途と切ぎれて、それ以上は出てこなかった。


「……ま、お前の立場はいいよ。──ここまでが世界を救う方法その一。──それぞれの観察者がそれぞれの視点世界『宇宙、人類、村、家族』を定めて救う。ってやつだ」


　んで、その二。と言ってアリスはぴっと二本目の指を立てた。


「二つ目は簡単だよ。世界そのものを救うんじゃなくて、観察者を救えばいい」


「？　よくわかりません……」


「つまり〝世界を救いたい〟っていってる〝奴〟を救えばいいんだよ」


「？　？　？」


「〝世界を救う〟なんていってる奴はさ、ひっくり返せば〝救われてない奴〟なんだよ」


　アリスはじっと、まっくろの瞳ひとみでアイを覗のぞいた。


「それに対して世界を救おうとしない連中はそもそも〝救われている奴〟なんだよ。子供は生まれず、死者は死なない。だけど家族は一いつ緒しよにいるし最高じゃないけど最低でもないや。ってな具合にな」


「それなら……わかります」


「じゃあ後は簡単だ、その視点まで、降りればいい」


「降りる？」


「世界を救うのを諦あきらめて、友だちや家族、恋こい人びととかと一緒に、幸せに過ごせばいいのさ」


　ばんっ！　とアイはテーブルを叩たたいた。積み上げられた食器がちゃりちゃりと鳴った。


「どうした？」


「そんなの!!」


　アイは碧みどりの瞳を燃え上がらせてアリスを睨にらんだ。


「そんなの認められません！」


「なぜ？」


「なぜって!!」


　信じられない質問だった。そんなことは答えるまでも──いや考えるまでもない自明の事だ。


「いや、そんなことはねぇよ。ふつう、人がその視点にこだわるのには理由があるんだよ。俺にだってある。ディーにだってある」


「私は純じゆん粋すいに……!!」


「そんなことはねぇよ。世界を救う理由だぞ？　ないはずがないだろ。お前はどうして人を救いたいんだ？　どうしてこの学校を壊したいんだ？」


「それはターニャさんたちを助け──」


「違う、その奥おくだ」


「っ!!」


　それは、


　ここがお父様が言っていた、すばらしい学校と、あまりにかけ離れていて──


「そこがお前の原点だろ」


　心を読んだかのように、アリスがいった。


「そこのところを、よく考えるんだな。案外、世界なんか救わなくても、原点をどうにかすれば視点なんかころっと変わって幸せになれるかもよ？」


「そんなことにはなりません……」


「そうかもな」


「私の幸せなんて、どうでもいいことです」


「まったくもってその通りだ。共感を覚えるよ」


　でもな、とアリスは無表情に近い顔でアイを見る。


「お前が、誰かの世界になってしまったら、どうする？」


「え？」


「お前が誰だれかの視点世界に含ふくまれて、その誰かがお前の事を、救おうとしたらどうする？　お前を救うことが、その誰かにとっての救いになったらどうする？　お前の事を好きになって、お前に幸せになってもらいたいって思う奴やつ──恋人が出来たら。お前はどうするつもりなんだ？」


「そ、そんな人いるわけ──」


「アイ」


　アリスが真ま面じ目めな声をだす。


　嫌いやな予感しかしなかった。


「な、なんですか？」


「好きだ、結けつ婚こんしよう」


「死んでください」


　アイは思わず、人として、墓はか守もりとして、世界を救う者として、『絶対こういう事は言っちゃ駄だ目めだよなぁ』と封ふう印いんしていた悪口を言ってしまった。


「あぅ……」


　自己嫌けん悪お。


　その横でアリスはくつくつと笑う。


「まあ、いまのは冗じよう談だんだけどよ。でも恋人じゃなくて家族になってくれる奴なら、お前にはもう、いるじゃんかよ」


「……」


「旅の連れが、いるんだろ？」


「……」


　アイは口をつぐんだ。


　ユリーや傷ス持カちーの事が、思い出された。


「そいつらははたして、お前と世界、どっちが大切なんだろうな」


「…………」


「ユリーとかいうおっさんや、委員長達、生きてる奴らも死んだ奴らも、お前を幸せにしてやりたいって奴はそんなに沢たく山さんいるのに、お前はそれを見捨てて、世界なんてもんのところへ、行くんだな」


　アイはなにも、答えなかった。


「お互たがい、不幸者だ」


　アリスは言い、がちゃりと食器を持ち上げた。


「と、チャイムか」


　その時午後の鐘かねが鳴って、昼休みが終わった。


「さて、世界の前に、まずは授業だ」


　ひょいひょいと器用に盆ぼんを重ね。


「行こうぜ」


　と言って、すたすたと歩いていった。


　アイは後を追わなかった。





　その日の午後を、Ｑクラスのメンバーは温度の低い溶よう岩がんのような抑よく圧あつされた雰ふん囲い気きで過ごした。アイもターニャも押おし黙だまり、授業が終わっても風ふ呂ろに入っても喋しやべらなかった。





　そして深夜、アイは自室を抜ぬけ出した。
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「ねーアイー戻もどろうよー夜よ更ふかしはよくないよー」


　ディーが夜の空をふよふよと浮うかびながら言った。


　アイは返事をしない。黙ったまま前を睨んで夜の森を歩いている。服装は久しぶりの墓守姿だった。


「ねーってばー。アーイー」


　無視。視線はそちらに一いつ切さいやらず。周囲の索さく敵てきに集中する。森の中には誰もいない。


「ねー、……まさか本当に今夜、脱だつ走そうするの？」


　不安そうな声で、ディーが聞いた。


　アイはやっぱり返事をしない、が、その沈ちん黙もくが質問に対し『応』と語っていた。


「ねぇ、無理だよ。ここの警備は厳しいんだもん。見つかったら反省室に入れられてご飯抜きだよ」


　無視。


「ねー一人で脱走なんてやめよーよー。無理だってばー」


　無視。アイは猫ねこのように瞳どう孔こうをいっぱいに開いて暗い夜道をすたすたとあるく。


　ディーはその背中に向かって『だめだこりゃ』と呟つぶやき。諦めたように元来た道を引き返していった。


　ひとりになってしまっても、アイは歩調を一切乱すことなく歩いた。やがて五分もすると森が終わり、学園の外がい壁へきにたどり着く。


　ぱっと森を飛び出して三秒ほど走り、壁かべに取り付く勢いを殺さず煉れん瓦がの隙すき間まに指を入れ、右、左と手足を動かしてするすると登る。


「ちょろいもんです」


　壁に張り付いたまま一息つく。こんな壁オルタスのものに比べたら垣かき根ねみたいなものだ。あちらの街がい壁へきは墓はか守もりでさえ外からの侵しん入にゆうは出来なかったのだから。


　アイは調子よく壁を登った。


　その、中腹でのことである。


「？　何でしょう。これ」


　壁からすこし浮いたところにぴんと張った鉄の線が張られている。よく見るとここから先はすべてそうだ。


「？」


　有ゆう刺し鉄てつ線せんならわかる。でもこんな鉄の線じゃ逃にげる者も這はい入いろうとする者も防げないだろう。アイは訝いぶかしみながらも手を伸のばし、その鉄の線に、


　触ふれた。


「ぴぎゃ！」
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　ターニャ・スウェッジウッドの生まれた世界に光はなかった。他ほかの人よりもすこし、眼が小さかったのがその原因であり、先天性のものだったと聞く。


　そのことを、ターニャの両親はずいぶんと悔くやんだ。


　──悔やむ必要なんてなかったのに。


　よく誤解されるのだが。目が見えないということに対して、ターニャが自分を不幸だと感じたことは一度だってない。


　あったものを、奪うばわれたのなら、それは不幸なことだろうなとは思う。しかし、最初からなかったものを『ない、ない』と恨うらむことは、ターニャの想像力では難しいことだった。知らないものを知ることはできないと思う。


　だから、ターニャが零里眼このちからを手に入れたのは、自らの願いではなかった。


　視力を望んだのは家族だった。


　彼らはターニャの視覚を本当に嘆なげき、苦しみ、悲しんでいた。


　そのことが、ターニャには悲しかった。


　九歳さいの夜だった。


　幼いターニャはベッドのなかで嘆く両親の声を聞いた。父も母も、昼は働き者で明るい人達なのに、夜になるとひっそりと、こうして怨えん嗟さの呻うめきを発するようになってしまう。


（あの子は可哀かわい想そうだ）（あの子は可哀想だ）（あの子は可哀想だ）


　やめて。


　と、八歳のターニャは耳を塞ふさぐ。光のないターニャの世界で、音は世界を教えてくれる大事な情報だった。でもいまは何も聞きたくなかった。


　それなのになまじ優ゆう秀しゆうな器官は親しい人の音を律りち儀ぎに拾って心の奥おくへと投げ込んだ。


（あの子は可哀想だ）


　やめて。


（あの子は可哀想だ）


　私は可哀想じゃないもん！


　やわらかい布ふ団とんと太陽の匂においのする毛布に押しつぶされながら、ターニャはその言葉を枕まくらにだけ聞こえるように吐はき出した。兎うさぎの刺し繡しゆうがされているはずのそれはひとつも文句を言わずにぽたぽたと垂れた塩水を受け止めた。


（あの子は可哀想だ）


　ターニャは身動きひとつせずに泣いた。しぼんだ眼球は役立たずのくせにこんな時だけよく働いてぽろぽろぽろぽろと涙なみだを吐いた。


　ターニャは自分の目を不幸だと思ったことはなかった。


　だのに家族は自分の目を不幸だと思っている。


　そのことが悔くやしくてターニャは──


（？）


　まて。


　ターニャはむくり、と上体を起こした。まてまてまて。


　そしてターニャは気付いてしまった。


　その二つの間に、いったいどれほどの違ちがいがあるのだろう、と。


　自分がどれほど「不幸ではない」と思っても彼らが、他ならぬパパとママがそう言うのなら。自分の家族せかいがそういうのなら。そしてそのことがこんなに苦しいのなら。


　自分は、ひょっとして不幸なのではないだろうか？


　そのことに気付いたターニャの心に訪おとずれたのは『安あん堵ど』だった。


　それまでターニャを苦しめていたのは自分と両親の意見の相そう違いだった。両親はターニャが不幸ではないと考えることが理解できず。ターニャには両親が不幸だと思うことが理解できなかった。そのことがお互いのつらさだった。


　でも、もう違う。


　ターニャも両親もともに不幸だ。同じ気持ちの存在だった。


　それが歪ゆがんだ心だったと、今のターニャなら思う。しかし当時の幼い自分はそのことが嬉うれしくて嬉しくてたまらなかった。


　そして願った。


　ようやく願えた。


　視覚が欲しいと。


　パパとママが望むような存在になりたいと。


　それは幼おさな児ごが、幼い故ゆえに望める、魂たましいからの願いだった。


　おそらく、ターニャの視覚障害が後天的なものなら、その願いは普ふ通つうに叶かなったのだろう。


　しかし、彼女は生まれたときから光を知らない。「眩まぶしさ」も「暗さ」も「透とう明めい」も「色」も「反射」も。なにも知らない。


　そして知らないものを知ることは、ターニャの想像力では出来なかった。


　そうして生まれたのが零里眼。


　風景を聞く能力。


　いま、ターニャはゴーラ学園の敷しき地ち内、外壁へと続く森の中を歩いている。月は薄うすく、闇やみは深い。常人ならば一歩だって先に進めない暗がりだ。


　しかしターニャの足取りに不足はない。彼女にはすべての景色が聞こえていた。


　自分の足音、心臓の音、吐と息いき、それに被かぶさるような木の音、土の音、草くさ葉ばの陰かげで休む虫たちの寝ね息いきの音。


　夜の音、月の音、闇の音、


　零里眼の楽団たちが奏かなでる音が、盲もう目もくの娘むすめに闇やみ夜よを見せていた。


（結局この力が、私を荒こう野やへ追いやった）


　ターニャはふう、と溜ため息いきを吐つく。


　──純じゆん朴ぼくな村の農家夫婦に〝全ぜん盲もうの娘〟を養う力はあっても。〝異能の娘〟を養う力は金銭的にも社会的にもなかった。ターニャは一年で村を追い出され、修道院に入れられて各地を転々としてくらし──今はこうしてゴーラの箱庭に囚とらわれている。


（いや、そんなことないか。私はどうやら、好きこのんでこの場所にいるらしい）


　学園の森を歩きながら。ターニャは述じゆつ懐かいした。


　認めようと思う。昔は確かに、家に帰りたいと望み、実際にそのような行動にもでたが、十六にもなってしまうとその思いは遠くに行ってしまって姿さえ見えない。


　望み、すなわち願い。


　そういったものを抱いだかなくなって、どれだけの時が過ぎただろうか。九歳のあの日に願ったような、魂が燃えるような日が過ぎ去ってどれだけの年月が流れただろうか。と。


　またひとつ、溜息が吐かれて夜よ霧ぎりと混ざりあった。


　ターニャは思う。


　アイ。──あの〝月に掛かかる虹にじの音〟がする少女は、今でもその日々を生きているのだろう。世界を救う、呪のろいのような夢を見て。魂を燃やしているのだろう。


　それを、羨うらやましいなどとは思わないが。それでもターニャは、なんだか──


　月が陰った。


「ッチ！」


　っと、舌打ちを飛ばす。


「わ」


　それに反応して、ディーが大おお仰ぎように驚おどろいて頭を下げた。


「えと、ごめん、なにか気に障さわること言っちゃった？」


「そ、そんなことないです！　すみません、これは舌打ちじゃなくて……」


　慌あわてて説明する。


　反響定位エコーロケーシヨン。


　ターニャが零里眼を習得する以前から使っていた技術である。それは自分から音を発して、その反射波を聞いて周囲の物体を浮うき彫ぼりにする技わざだ。コウモリが闇夜で狩かりが出来るのはこの技術のたまものである。


　ターニャは以前から周囲の立てる音パツシブと自身の立てる音アクテイブを聞きわけることで、物体の形や位置をある程度まで知ることが出来た。


「ふーん。すごいね。潜せん水すい艦かんみたい。あ、潜水艦って分かる？　水に潜もぐる船なんだけど」


　丁てい寧ねいに説明しようとしてくれる〝西方の魔ま女じよ〟にむかって、ターニャは大急ぎでこくこくと肯うなずいた。


「あれ？　でもターニャの能力なら、そんな技術使わなくていいんじゃないの」


「そうでもないです。〝闇の音〟や〝夜の音〟はとても小さな音なので、それだったらこちらから上書きしちゃった方が楽です」


「そ、そうなんだ。──ちなみにターニャには、ボクはどんな風に認にん識しきされてるの？」


「あなたは……」


　ターニャは僅わずかに言い淀よどみ、


「死者の音が、します……」


「あはは、身みも蓋ふたもない力だね。心が読まれているみたいだ。こりゃたまんないや」


　どきりとした。もちろんそんな事は出来ないが、自分の力は時折、直感のように働くことがあった。ターニャはおずおずと幽霊の様子を見守る。


　ディーは特に気にした風もなく、ふわふわと先へと進んでいった。その侵しん攻こうは幽霊的で、障害物を問答無用にすり抜ぬけて前へと向かう。


「でもちょっと意外だったな。ターニャがアイを助けてくれるなんてさ──いやー最初はアリスの所に行ったんだけれど、いなくてさー。ターニャがいてくれてよかったよ」


「……意外、ですか？」


「うん」


「そうですか……」


　実は自分でも、そのあたりのことはよく分からない。深夜の抜けだしなどいままで一度だってしたことはなかった。自分はむしろそれを諫いさめる側だ。それなのにいまはこうして、夜の学校を歩いている。


「……別に私はあの子が、嫌きらいになったわけではありませんから」


　ふーん。と、ディーは沈ちん黙もくし、それ以上何も聞いてはこなかった。


「あ、ここだ」


「む」


　森を抜け、気付いたのは同時だった。


　三十メートルほどの緩かん衝しよう地帯の向こうに、学園を囲む壁かべがあった、壁には鉄線が張はり巡めぐらされて、その中の一部には洒落しやれにならない電気が流れているのだという。


　そしていま、まさに、アイはそれにさわろうとしていた。


「ダメ！」


　しかし声は届かず。アイは鉄の線に触ふれてしまう。


　ぱちりっと小さな雷かみなりが鳴った。


　人体が強力な電気に触れたとき、起こる現象は二つしかない。


　すなわち『弾はじかれる』か『くっつく』かである。


　人の体に電気が流れると筋肉に硬こう直ちよくが起きる。そのとき硬直する勢いで接点からはなれれば『弾かれる』ことになり。接点を握にぎりこむなどして硬直すれば『くっついて』しまう。前者も後者も基本的には同じ現象だが、その結果は大おお違ちがいだ。『弾かれて』死ぬ人間は少ないが『くっついて』死ぬ人間は段違いにおおい。


　アイは幸いにも弾かれた。しかしそれはそれで危険なことには変わりない。小さな体は宙に投げ出され、両手はなにもつかめずに壁を離はなれた。


　落ちる。


「チッ！」


　ターニャは吸着音を発して現状を確認する。遅おそい。こういうときに反響定位エコーロケーシヨンの弱点が浮き彫りになる。光の速度で認識できる視覚に比べて、音はその百万分の一の速度もでない。


　五歩先の空中に重力に捕つかまった小さな体がある。体はいまこの瞬しゆん間かんも落ち続けて頭から固い地面に落ちようとしている。


　間に合わない！


　そのときターニャの脇わきを黒い影かげが駆かけ抜けていった。影は森の中からトップスピードで飛び出して矢のように落下地点に向かう。


「おりゃ──────!!」


　影は間かん一いつ髪ぱつ、アイと地面の間に滑すべり込み、その体を腹で受け止めた。


　どしーん。と二人は闇の中で折り重なって倒たおれた。


「……痛いってーな、たくお前は、空から落ちてくるとかなんだってんだよ。流は行やりか？」


「わらひは──」


「あはは、『わらひ』だってよ、言えてねーじゃん」


　アリスはさっさと立ち上がり、埃ほこりを払はらってアイを助け起こそうとする。しかしアイはぺたんと地面にお尻しりをつけて立ち上がれない。


「あ、あれ？　あれ？　なんれ……」


「痺しびれてるんだよ」


「したがぴりぴりしまふ……すっぱい」


「あー分かる分かる。電池なめたときとかそんな味するよな。電気っぽいというか。──どうよ？　味の方は？」


「まあまあ」


「まさかの高評価!?　お前電気もいけんのかよ!?」


　こえー、とアリスは本気で戦せん慄りつしたあと。


「ほれ」


「？　なんれふか」


「おぶされよ」


「けっこうれふ」


　アイはぷいっとあっちを見る。


「わらひは、ユリーはんに、あうんれふ」


「そーでちゅかー『わらひ』さんは『ユリーはん』に『あうんれふ』かー。ぷーくすくすくす」


「!!」


　ばしっ！　ばしっ！　と、アイは顔を真っ赤にしてアリスを叩たたいた。


「さいってーれふ！　ひほがひょわっへるほきにひょれをわらうあんて～!!」


「あはははは、もうなに言ってんのかもわかんねーよ」


　アリスはひょいっと、アイを捕まえておんぶしてしまう。アイも「む～！」と抵てい抗こうするのだが痺れた体はうまく動いてくれない。


「あれ？　ディーと委員長じゃん」


　と、ようやく二人がこちらに気付いた。


　瞬間。ディーが食くって掛かった。


「あんたねー!!　来るんなら早く来なさいよ！　ギリギリで登場なんて流行んないのよこの非常識！」


「うるせー空飛んでるやつに常識についてなにかいわれたくねえよ。お前こそ伝言残すんならギーギーじゃなくてハーディにしろよ。あいつの話は分かりにくいし、ついてくるとか駄だ々だこねるし……」


　アリスはディーと『こんばんは』と挨あい拶さつでもするように喧けん嘩かをしたあと、ころっと態度を変えてこちらを向き、


「委員長はアレか、コレを助けに来たのか？」


「え、ええ」


　アリスは『ふーん』とひとつ肯き、そしてにかっと笑った。


「ありがとな」


「な、なんでアリスがお礼を言うの？」


「俺おれ、そういうの好きなんだよ。なんかいいじゃん」


　その笑えみは本当に『男の子』の笑みで、ターニャはなぜか、かっと頰ほおを染めてしまった。


「ほら、お前もお礼いえよ」


「……ありあとうおぜぃます」


「どういたしまして……」


　二人はぎこちなく頭を下げ合った。


「んじゃ戻もどるか」


「……」


　アイは返事をしなかったが。今度は文句をつけなかった。


　それから四人は警けい戒かいしながら森を戻った。ディーがふよふよと辺りを警戒し、三人はその指示に従って慎しん重ちように進む。


「すみませんでした……」


　と、アイが唐とう突とつに口をきいた。その口調はようやく元に戻っていた。


「ご迷めい惑わくお掛かけしました……」


「ならもう大人しくしててくれよな」


　アリスがくちをとがらせる。


「五日後だ」


「なにがですか？」


「脱だつ出しゆつ」


　アリスは肩かた越ごしにアイの目を見て、


「もう寮監には伝えてある」


　しんっと一いつ瞬しゆん、森は深夜の静せい寂じやくを取り戻した。


「……どういう事ですか？」


「どうもこうもねえよ。トンネル案がぽしゃったからな。プランＦだ。話し合いだ」


「話し合いって……」


「あの寮監と？」


　アイにもターニャにも、信じられない話だった。


「あの婆ばあさんも、流石さすがにもう時代が変わったって気付いてるよ。俺らが大人しく死んだことになってくれるなら、目を瞑つぶるってさ。──で、どうする？」


「どうするって……」


「一いつ緒しよに行くか？」


　アイは、しん、と黙だまった。


「委員長はどうする？」


　アリスはアイを待たずに話を進める。


「わ、私にも聞くの？」


「あと数人はねじ込めそうだったから。Ｑクラスの面々には聞くつもりだ」


「私は──」


　ターニャは考える。ここを出て、荒こう野やを彷さま徨よい、家族のもとへと戻る道のりの事を。


「まぁ、いま決めろとは言わねーよ」


　アリスはどこまでも飄ひよう々ひようと、一人だけ安定していた。


「当日までに、答えてくれ」
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　翌日はすべての生徒が喜ぶ休日だった。しかしＱクラスの面々だけはそれを楽しめていない。


　アリスの話は昼までには全員に伝わり、メンバーの空気をぎすぎすとしたものに変えてしまった。


　ターニャはこっそりと女子に呼ばれて、トイレや物もの陰かげで相談された。なぜか自分はこういうときにこういう相談をされる。実際は自分だって迷っているのに。


　双ふた子ごは残るつもりのようだ。


　ルンは迷っているようだ。──海底都市〝エスティア〟に潜もぐりたいのだと言っていた。ターニャはすこし、ショックを受ける。そんな話は初めて聞いた。


　ヴォルラスの答えはよく分かっていた。〝ハーディのいる方〟だ。


　みんな相談といいつつも他人の答えなど必要としていないようだった。結論は最初から本人の中にあり、自分がしたのは相づちだけだった。それでもみんな感謝して、最後は笑顔で去っていった。


　ターニャは最後に、その笑顔達に聞いてみた。


　あなたにとって〝世界〟ってなに？　と。


　双子の答えは『私たち』だった。


　続けてターニャはもう一つだけ聞いた。


　あなたはそれをどうしたいの？


　双子の答えは『ずっと在ありたい』だった。


　ルンの世界は『自分』で、彼女はそれを『高めたい』といった。


　ヴォルラスの世界は『ハーディ』で、彼女はそれを『愛したい』といった。


　それぞれの答えと進路はしっかりとつよく、結びついているようだった。


　男子には自分から聞いてみた。


　ギーギーの世界は『エルハの山々』で、そこを『守りたい』だった。


　ハーディの世界は『みんなが満腹』で、そこに『至りたい』だった。


　ターニャは自分の、暗黒の世界を渡わたり歩あるいて、それを聞いてまわった。


　その途と中ちゆう。寮と職員社屋へつづく庇ひさしにマギータがいた。寮監はいつも通り、自信にあふれ、世界一正しい人のようにかつかつと歩いていた。


　その時の自分はすこし、どうかしていたのかもしれない。いつもならとてもそんな事は出来ないはずなのに、口はするりと動いてその台詞せりふを吐はいた。


　寮監。あなたにとって世界とはなんですか？　そこをどうしたいと、思いますか？


　マギータはそんな唐突な質問を受けてもやはり、自信にあふれ、


「私にとって世界とはこの学園だ。──私はここを、守りたい」


　崩ほう壊かいが約束されているのにですか？


　マギータはさすがにぎょっとした様子で目をつり上げた。が、まわりに人目がないことを確かく認にんするとふっと目元をゆるめて正直に答えてくれた。


「それでもだ。──もはや我々には、こんな生き方しかできない」


　その、台詞を聞いて、ターニャはすとんと胃いの腑ふに落ちるものを感じた。


　どれだけ間ま違ちがっていようと、先がなくても、


　それでも、そこが自分の居場所になってしまう人がいる。


　マギータがそうであり。自分がそうだ。


「ターニャ・スウェッジウッド。貴様もまさか、ここを出ようなどと考えているのか？」


　…………。


「やめておけ」


　寮監の親切そうな声など初めて聞いた。


「貴様は外でなど生きられないよ。そんな異能を抱かかえて、外の世界で暮らしていけるガッツなどない。貴様はそういう人間だよ」


　……どうも、とターニャは深々と頭をさげてその場を離はなれた。


　あの、三人の意見が聞きたかった。
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　アリスとアイとディーはなかなか見つからなかった。三人とも食事の最中は見かけるのだが、それ以外の時間は幽霊のように消えてしまうのだ。（ディーは幽霊だけれど）


　ターニャは夜、しかたなしに無断外出してアイの部屋へいった。


「アイ？」


　幸いなことにアイはいた。それどころかディーも、アリスもいた。


「な、なんでアリスも？」


「しょーがねーだろ。このアホがアホをするもんだからよ……」


　こつん、とアイの額をこづく。しかしアイは何の反応もせずに、ぐったりとして『うー』と唸うなるのみだった。話を聞くと、アイは今日一日ずっと、脱だつ走そうをして外の仲間と連れん絡らくを取り合おうとがんばっていたらしい。


「ディーが見つけただけでも絶ぜつ壁ぺき登りに上水道潜り、壁かべ越ごえ、森越え、関所破り……あと俺らが知らないところでもいろいろ……」


「………………本当にそれ全部、今日やってたの……？」


「おう、そして全部失敗しやがった」


　フォロー大変だったぜーとアリスはいい。首をごきごきと回した。ディーも『ボクですらちょっと疲つかれたよ。今回……』と雨雲のようにどんより漂ただよっていた。


　アイは、ベッドにぐったりと横たわり。なんだか全体的に黒っぽく、端はじっこの方が焦こげており、じんめりとしてちょっとくさかった。


　それでも瞳ひとみだけはまだ元気で、『なんか文句あるのか！』とばかりにそこら中を睨にらんでいる。


　ターニャはその枕まくら元もとにそっと、座すわり。まず、空中を漂う幽霊に聞いた。


「ディーさん」


「ん？」


「あなたにとって、世界とはなんですか？」


「世界？　うーん、自分かなぁ」


「そうですか。あなたはそれを、終わらせたいのですね」


　それを聞いてディーは雷かみなりに打たれたように〝はっ〟とした。自分が不用意に魂たましいからあふれる言葉を吐いたことに気付いたからだ。


　しかし、ターニャは、〝西方の魔ま女じよ〟の魂の一ひと滴しずくを、十じつ把ぱ一ひと絡からげにしてクラスメイト達のよこに並べた。彼らのものと同じに扱あつかい、『そうですか』と相づちしか打たなかった。


「アリスさん」


「……な、なんだよ。〝ターニャ〟」


「あなたにとって、世界とはなんですか？」


「……っ、こいつは」


　アリスは驚きよう愕がくに瞳を見開き、脂あぶら汗あせすら流していた。


「なんてこと聞くんだよ委員長。俺おれらにとってはソレ、致ち命めい傷しようになりうる質問だぞ。化け物に〝銀の弾丸〟打ち込むようなものだ」


「あの、答えたくないのなら……べつに無理に聞こうとは思いませんが……」


「答えなかったり誤ご魔ま化かしたりしたら、それこそ致命傷だよ……」


　アリスはひとつ、咳せき払ばらいをして、真っ正面から答えた。


「俺にとって世界は〝仲間〟だ。〝三年四組の十八名〟それが俺の世界で、すべてだ」


「そうですか。あなたはそこを、壊こわしたいのですね」


「ああ」


　ターニャはやはり、


〝そうですか〟と相づちを打つのみだった。


「アイ」


「せはいれふか？」


「うん？　──あーうん、そう世界。なに、また電でん撃げき？」


「おはずかしながら……」


　アイはベッドに横たわったままもぐもぐと口元を動かし、言葉の練習をしてから、


「私にとっての世界、──うーんそうですねぇ」


　また、もごもごとなにか呟つぶやき、結局。


「……よく、わかりません」


「うん、そうだね」


　ターニャはこくりと肯うなずく。その答えが一番、自分のものと似通っていた。


「あのね、アイ。私今日、みんなにその質問をしてみたの──」


　ターニャは話した。クラスメイトたちのこと、同級生たちのこと、教員たちのこと、彼らがどんな〝世界〟にすんでいて、どうやってそこと、付き合っているのかを。


「最初は〝わからない〟とか〝考えたこともない〟って言ってた人でも、実はよくよく話を聞くと、みんなちゃんと、世界を持ってた。……だからきっと、私たちも、世界を持ってると思うの」


「……そう、ですかね」


「なんとなーく、でいいの。なんとなーく」


「なんとなく……」


　アイは『なんとなく……』と繰くり返かえした。


「なんとなく……『みんな』って感じですかね」


「みんな？」


「はい、みんな……」


　ああ、そうか、とターニャは思った。その言葉はなんだか、アイに合っている気がした。


「そっか、アイはみんなを救いたいんだ」


「『私は、みんなを、救いたい』？」


　アイはその言葉を、しっかりと嚙かんで飲み込むように、ゆっくりと口に出した。


「みんな……？　私は、みんなを……？　でもみんなって……」


「アイ？」


　呼びかける。しかしアイは自分の世界に入ってしまって返事をしない。


「なーんか、とんでもないことしたっぽいぞ。委員長」


　アリスがニヤニヤ笑っている。


「そ、そうかな」


「そうだよ。見ろよコレ。怖こぇーよ」


「みんな……みんなとは……？　生者、死者、墓はか守もり……わたし……その覚かく悟ご、態度……関かかわり……動植物……宇宙……パイナップル……」


「ア、アイ？」


　ターニャはおろおろと話しかけるが、アイはぶつぶつと呟いて反応しない。


「ったく……」


　それを見て、アリスはにやりと笑った。


「そうだ、逆に聞かせてもらうけどよ。ターニャにとって、世界って何なんだ？」


「……」


　黙だまる。それが分からなくて、自分はこうして、話をしている。


「……わからない」


「あ、ずりぃ！　俺らには聞いたくせに」


「う、ごめんなさい……」


「ったく、──なんとなくで、いいんだぜ？」


　なんとなく。


「どうよ？」


「……むり、私、『なんとなく』って苦手で」


「あんなもんに得え手て不得手があるのかよ」


「アイは得意みたい」


　ターニャはついっと枕元を指さす。


「太陽と月……石ころと人生……夜明けの魚肉ソーセージ……」


「これは……ちがう。……『なんとなく』とは違ちがう」


「そうなの？」


「ああ、〝なんとなく〟ちがう」


「……やっぱり、よくわからない」


「なんとなく？」


「なんとなく」


「使えてんじゃん。なんとなく」


「あ、これが〝なんとなく〟なの？」


「そうじゃね？　──なんとなく」


「なんとなく、分かった気がする。──なんとなく」


「ごめん。ボクは逆にわけ分かんなくなったよ」


　ディーがうーんと目を回して『なんとなくナントナクナント・ナクー』と呟いている。


「ま、考えてみなよ。なーんとなくさ」


　その時、今日最後の鐘かねが鳴った。


「いっけね。そろそろ点呼だ」


　そういってアリスは立ち上がり、


「結論が出たら、教えてくれよ。──ここを出るか出ないかも、含ふくめてな」


　ひょいと、こちらの返事も聞かずに窓から出ていった。ディーが「ナントナーク」と言いながらふよふよとその後をついていく。


「んじゃ、おやすみ」


「おやすみなさい」


　そうして、


　アイにとって五日目の、学園の夜は更ふけていった。
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　翌日。


　クラスメイトの多くは平静を取とり戻もどしたようだった。みな、もう迷いはない様子で、ショベルをふるい、土を搔かき、コロを転がして土ど砂しやを運んだ。ターニャはなんとなく、いままでの仲間達から離れて、アイと一いつ緒しよに過ごすようになっていた。


　そういう現象はいろいろなところで見られた。いままでずっとアリスにくっついていたギーギーは双ふた子ごとよく話しており、ヴォルラスはハーディと離はなれてなんとアリスと一緒にいる。みな、近いうちに訪おとずれる変化に備えて、やり残していることを片付けている。そんな雰ふん囲い気きがあった。


　自分たちもそうだったのだろう。四日後に訪れるＸデイに備えるために、二人で一緒にいたのだと思う。


　二人はふとした瞬しゆん間かんに、ころころと話をした。まるで授業中にノートの切きれ端はしで会話するように、短く言葉を交かわし合った。


　食事の時、


　休きゆう憩けいの時、


　授業の時、


　ターニャは自分の目について語った。


　アイは自分の故郷について語った。


　二人は自分の話をした。好きな食べ物の話をした。親の話をした。昨日きのうの夢の話をした。


　そこにはいつしか、クラスの面々も交じるようになった。ルンや双子が隣となりに立ち、ヴォルラスとハーディが座っていたりする。ギーギーは捕つかまえると嫌いやな顔をするのだが、立ち去ったことは一度もなかった。アリスは笑って。ディーは浮ういていた。


　Ｑクラスはバラバラになり、寄せ集まり、そしてまたバラバラになり、──まるで潮だまりのように寄せては返してを繰り返し、いつしか凪なぎに在るように、ぴたりと皆みんなで固まった。


　しかしそれはやはり、離れる運命にあった。


　そのようにして、ターニャたちは日々を過ごした。


　四日は矢のように過ぎた。
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「行くの？」


　とターニャは聞いた。


「はい」


　とアイは答えた。


　四日目の、夕暮れ。


　授業が終わり、放課後の仕事もすべて終わって、寮りようへと帰る途と中ちゆうだった。


　Ｑクラスの面々は適当に固まり、またばらけながら道を歩いていた。アイはさっきまで双子に遊ばれ、ターニャはハーディたちと料理の話をしていた。


　それがふと、かき混ぜられ、いまはこうして二人、一行の最後尾について前方をいくクラスメイト達と夕日を眺ながめていた。


「ターニャさんは？」


　アイは聞いた。いまが聞ける、最後の瞬間だった。


　今日の夜にはここを、出ていくのだ。


「うん、残る……」


　ターニャは答えた。


「……そですか」


　しばし、無言。


「……あの質問。答えは出ましたか？」


「世界の質問？」


「はい」


　ふう、と溜ため息いきをひとつ。


「結局、そこだよね。……答えが、出なくて」


「なんとなーく、でもだめですか？」


「なんとなーくは、出たの」


「え？」


　アイはぴたっと、足を止め。


「すごいじゃないですか！　どんなのですか？」


　ターニャも足を止め、『うん』とうなずき。


「私にとって世界はやっぱり、家族だったよ……私はそこが一番大事……」


　だったら！　とアイは言いかけ、でも結局、そこから先は言えない様子で、黙った。


　本当に頭のいい子なんだなと、ターニャは思った。数日前までは理解すら出来なかった他人の考えを、もう認にん識しきして、思おもい悩なやんでいる。


　アイの言うことは正しい。家族が大事なら、そばにいて、共に困難に立ち向かうべきなのだ。差別と闘たたかい、お互たがいにちゃんと喧けん嘩かして、大事なことを言い合い、自分の居場所を勝ち取るべきなのだ。──だって、もうあれから七年もたつのだ、状じよう況きようはずいぶんと変わった。村の考えだって昔よりずっとやさしくなっているかもしれない。自分を受け容いれてくれるかもしれない。鉄てつ壁ぺきのようだった学こ園こすら変わるのだ。変わりすぎて、もはや崩ほう壊かいを目の前にしているのだ。


　でも、


　それでも自分は、一緒に行けない。


「ときどき」


　涙なみだの気配がした。


「じぶんに、絶望するんだ。どうしてまっすぐにいられないんだろう？　どうして正しいことが、出来ないんだろう。太陽が昇のぼって、月がおちるみたいに、どうして純じゆん粋すいでいられないんだろうって………………」


　役立たずの瞳ひとみは唯ゆい一いつ機能する能力を使って、瞼まぶたの縁ふちを潤うるませた。


「アイみたいに、つよければよかったのに。夢を持って、そこに一直線に進んでいける。そんな人だったら、よかったのに」


「それは私がバカだからです」


　しゅん、とアイはうつむいて、


「私には、そういうのがずっと、なかっただけです。ターニャさんを迷わせたような、いろいろなものがもう、ぜんぶ、土のしたに埋うまっちゃって。だから、迷わなかった、それだけのことなんです……知らないだけなんです。無知なだけなんです……」


　アイは二秒でもらい泣きしてたちまちぐずぐずとやり始めた。


　二人はまったく同じタイミングでハンカチを取り出し、まったく同じタイミングでびーっとやって『ほう』と一息ついた。


「……私、最近になってようやく自分が──ターニャ・スウェッジウッドがどんな人間か分かってきたの」


　アイはもう一度ハンカチで鼻をかみ。


「……どんな人なんですか」


「うん。駄だ目め人間」


「だ、駄目人間ですか。そんなことないと思いますけど……」


　ううん。そうなの。とターニャは答える。自分は本当に、駄目な人間なのだ。結論を先送りにして、態度はいつもあやふやで、ただ、その場その場を生きているだけの人間だ、夢なんかない。やりたいこともない。ただ怖こわがることだけは一人前で、現実に晒さらされるのを恐おそれている。


　そうじゃなければいいなと、思っていたけれど。


　どうやら残念なことに、自分はそういう人間らしい。


「さよなら、アイ」


　ターニャは言った。


「私は、一緒には、行けないわ」


「……」


　アイはまた、泣きだしそうな顔で黙だまった。口の中で言葉をもぐもぐとやり、言おうか言うまいか悩むようだった。


「私は──」


　そこからさらに五秒、迷って。


「私は……」


　アイは結局、なにも言えなかった。


「さよなら、アイ」
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　それからの時間をよく覚えてはいない。


　ただ、ここのところ狂くるっていた生活が一挙に安定して流れ始めたのは覚えてる。寮に帰り、食事をし、風ふ呂ろに入る。それらのおこないに、もはや迷いはなく。アイと出会う以前のようになんの疑問もなく過ごすことが出来た。


　そのことがますます悲しかった。さっきまであんなに思い、悩んでいたことがもう、忘れ去られて、自分は明あ日すの授業の心配をしている。本当にどうしようもない人間だった。


　夜、ベッドに入り、目を閉じる一いつ瞬しゆんだけ、アイ達のことを思った。


　今いま頃ごろはもう、みんなここを出た頃だろう。


　それを思っても、ターニャのこころにはもはや、さざ波ひとつ立たず。ただ、瞳の奥おくで流し忘れていた涙を一ひと滴しずく、こぼすのみだった。





　そうして彼らは出ていった。





　　　　IV




　あさだ。


　起きなくちゃ。


　ターニャはゆっくりと枕まくらから起き上がり、血があたまに上るのを待ちながら、朝の音を聞いていた。初夏の太陽がカーテンを焼く音。ミドリコハヅクが裏庭のベリーを狙ねらう音。隣りん室しつから聞こえる深いいびき。そうだ、アイも絶対にまだ寝ねているから起こしにいかないと──。


　いや、


　もう、それは、必要ないのか。


　ターニャはひとつ、溜息を吐つく。この部屋のルームメイト、ルンの音が聞こえない。彼女は重度の寝ね坊ぼ助すけだから、いない、ということはつまりそういうことなのだろう。


　……誰だれが出ていって……誰が残ったのか。


　今いま更さらのようにそんなことを考えながら。ターニャは〝うん〟と伸のびをした。今日は大変な一日になるだろう。なんせ最低でも三人死んでいるのだ。他クラスの追及や、マギータからの口止めを考えると頭が痛い。


　しかし、そんなもの楽な悩みだ。


　昨日きのうまでの、あの、人生を揺ゆるがすような悩みに比べたら。


　ターニャはすっと、布ふ団とんから立ち上がり。カーテンと窓を開いて朝の光を浴びた。体中の皮ひ膚ふが粟あわ立だつようにぽかぽかして、世界一強力な〝光の音〟をその身に浴びた。


　なんだか〝帰ってきた〟という気がした。


　自分の、小さな世界に、帰ってきたのだ。


　たぶん自分は、それだけで生きていけるのだ。太陽が暖かいからとか、ご飯が食べられるからとか、それだけのことで、生きていけてしまうのだ。


　アイや、アリスや、ディーのように。


　生きているだけでは、生きていけない。


　そんな人たちとは、違ちがうのだ。


　そのことがすこし悲しくて、同時に何ど処こかほっとしていた。


「……行きますか」


　寮には太陽の音があふれかえり、


　夜の音は西の向こうに追いやられて、もうひとつも──


「ターニャさん」


　そのとき、


　月に掛かかる虹にじの音がした。


「アイ……？」


　窓のすぐ向こう、剝はげかかった芝生しばふの上に、その墓はか守もりは立っていた。


「ど、どうしてここに!?」


「残ったからです」


「のこったって……どうして……」


　足あし下もとが震ふるえた。その先の答えが予測された。


「もちろん！　ターニャさんをお助けするためです！」


　ああ、


　自分はどこまで、駄目なのだろう。


「……アイ」


「はい？」


「それは、間違ってるよ……」


　どうしてこんな、夢を見る人の、足を引っ張ることしか出来ないのだろう。


　ずるずると、ターニャはすがりつくように、窓まど枠わくにもたれ掛かった。


「それは駄目。駄目だよ。アイ……全部助けるなんて、無理だよ。どこかで誰かを諦あきらめなくちゃ、いけないんだよ。……私なんてその、最たるものだよ。幸せでも不幸でもなくて、夢見ても、夢見ていなくもない。そんな存在。ちゃんと見捨てなきゃ、駄目だよ」


「それは違います」


　アイはじっと、ターニャを見上げた。


「結果的に、見捨ててしまうことはあっても。最初からそれを受け容いれるのは、私の流りゆう儀ぎじゃありません」


「もう……勘かん弁べんしてよぅ……」


　これ以上、自分の汚きたないところを浮うき彫ぼりにしないで欲しかった。


「まして、勘違いしている人なら、なおさらのことです」


　え？


「ターニャさんは、ターニャさんのことを勘違いしてます」


「なんのこと？」


「あなたは駄目な人なんかじゃありません」


　それを証明して差し上げます。


　そういって、アイはショベルをくるんっとまわして肩かたに収め。たたたたたっと、その場から走り去った。


　ターニャは窓のそばに立ちながら、ぽかんとそれを見送った。


　五分がたった。


　てっきりアイがなにかを取ってくるのかと思っていたが、まったく帰ってくる気配はない。そろそろ朝も遅おそくなってきて、起き床しよう時間が迫せまってきた。制服に着き替がえないとまずい。


『──ッツン』


　と、ちょうどスピーカーに火が入って起床のサイレンが響ひびきわたった。このあと職員による簡単な連れん絡らく事じ項こうがあるはずだ。


　しかし、今日に限ってその続きが流れない。


「？」


　かわりにマイクの向こうが騒そう然ぜんとしている。物が倒たおれる音が響き、教員の一人がなにか叫さけんでいる。剣けん戟げきのような金属音が響き、これはもしかするとひょっとすると発はつ砲ぽう音おんかもしれない。


　そして、それらすべてが終わって沈ちん黙もくが戻もどった。


　いや、それは沈黙ではない。マイクが遠くの音を拾っている。『よしっと、とりあえず全員縛しばって』『えーっと、マイクってどこですかね』『あ！　お菓か子し発見！　生徒は駄目なのに、ずるいですねぇ。没ぼつ収しゆうです』『あ、マイクあった。──てすてす、あーまいくてすてすー』


　聞き覚えのありすぎる声だった。


『えーおっほん。えー。みなさんおはようございます。Ｑクラスのアイ・アスティンです。突とつ然ぜんで申し訳ないのですが。職員室は占せん拠きよさせていただきました』


　そしてその声は宣言した。


『今日はみなさんにお話しがあってきました』
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「あのアホが～～～～!!」


「キャッ！」


　突とつ如じよ、大地が割れて、人ひと影かげが出てきた。


「ア、アリス!?　なんでそんなところから……」


「トンネル計画の名残なごりだよ。──んなこたどうでもいい！　あのテロリストめ！　前からアホだアホだと考えてたが、まさか真性のアホだったとは！」


　よく見るとアリスだけではない、地面に開いた穴からはわらわらとＱクラスの面々があらわれる。ルンにヴォルラス＆ハーディ、それにギーギー。これがイコールで脱だつ出しゆつ組ぐみのようだ。結局残ったのはターニャと双ふた子ごだけだった。


「ど、どうしたのみんな!?　昨日きのうの夜に脱出したんじゃ……」


「アリス師し匠しようが反対して、一日だけ延ばしてもらったんスよ。なんかアイちゃんが気になるとかで……」


　ギーギーがいう。


「ほほーん」「気　に　な　る[image: ]　だって～。『気になる』頂きました～」


　最初から最後まで、脱出計画には乗っからずに二人で過ごしていた双子がからかいの声を上げた。


「うるせぇ三つ子。黙だまってろ。あー！　もー！　どーすんだよこれ！　俺おれらの脱出とかぜんぶパーじゃん！　あのバカ！　ボケ茄な子す！　土ど手てカボチャ！」


「みんな黙って！」


　ターニャが叫んだ。みな、呆あつ気けに取られてだまりこんだ。Ｑクラスの委員長が、こんな風に声を荒あららげるのを、聞いたことがなかった。


　ターニャはしかし、クラスメイトのそんな様子には耳も貸さず、ただ、スピーカーから流れる小さな友人の声を聞いていた。


『えーみなさん』


　こほんっと、小さく咳せき払ばらい。


『えーみなさん』


　もう一度いう。そこでアイは急に不安になったのか。


『これ電気入ってますかね？　聞こえますかー。って皆みなさんに聞こえてても私には伝わらないから意味ないですねー。あははー。……あれ？　結構笑い事じゃなくないですか？』


「最初っからスゲーぐだぐだ……」


「素人しろうとがやってる海かい賊ぞくラジオみたいっス……」


　アリスとギーギー。


「静かに！」


「はい」「すんません」


『あ、はい。えー、いま関係者の方に聞いています。──このランプがついているとオンと。なるほど分かりました。もう寝てていいですよ。関係者の方、ありがとうございます』


　こきゅっ、となにかを絞しめる音がする。


「……なにこの暗黒放送」


「こ、こわいねぇ」


　ヴォルラスとハーディ。


「静かに！」


「はい」「だまります」


『えーとですね。今日、皆さんに集まってもらったのは他ほかでもありません』


　ルンは『……別に集まったわけじゃないけど……』と思った。


「静かに！」


「……り、理り不ふ尽じん……」


『今日は、お話しをしに来ました』


　アイは始めた。


『今日、私は、この学園を出て行こうと思います。短い間でしたが、皆さんにはお世話になりました。まずはそのことについてお礼を言います。ありがとうございました」


　ゴンッとマイクに何かぶつかる音がする。


「……お辞じ儀ぎして頭ぶつけたな」「ボクちょっと見てくる。──うん、やっぱりぶつけたみたい。おデコおさえてる」


『……えー続きまして』


「なかったことにしやがった」


『私の夢の、お話しをしたいと思います』


　そこで一いつ拍ぱく。緊きん張ちようしているのか、深呼吸の音が最初から最後まで入っていた。ターニャ・スウェッジウッドにはマイクの向こうのアイが見えるようだった。


『私は、世界を救いたいと願っています』


　そこでしょんぼり、


『ですが、正直な話、私にはその方法が分かりませんでした。世界なんて、時代によって移り変わって、その上見る人によっても違ちがってきてしまう。そんなトンデモないもの、私にどうこうできるはずがありません」


　きーん、という僅わずかなハウリング。


「──だから、私は世界を決めようと思います。私の救いたい世界を決めて、それを救うことにします！』


「さて」「さてと、だね」


　ディーとアリスは腕うでを組んだ。


「なにが生まれる？　世界の敵か」


「はたまた味方か」





『私は〝みんなを、救いたい〟のです』





　アイは、


　自分の態度を、決めた。


『私の世界は〝みんな〟で出来ています。みんなの世界がひしめき合って。響きあって。ずっとずっと続いていくような。そんな世界が、私は好きです。私はそれを手助けしたいと、思います。でもそれには、どうしても、みなさんの協力が必要なのです。……なぜならみなさんの世界はみなさんのもので。私が救う、なんてことは、そもそもできないものなのですから』


　アイは悲しそうだった。せっかく答えをひとつ、見つけたのに、悲しそうだった。


『だからみなさん、どうか自分の世界を見捨てないで下さい。それ以外のいかなる害悪からも、私は世界みんなをまもります。……でもそのひと本人が、自分の世界を壊こわすのを、私は止める術すべをもちません。その人が『もういいんだ』と諦めたものを、私は救うことはできません』





『だって、その人の世界を救えるのは、その人だけなのですから』





「決まったな」


　アリスはぱしっと拳こぶしを打ち付けあった。


「あいつは俺せかいの味方だ」


「決まったね」


　ディーはつまらなそうに呟つぶやいた。


「あの子はボクせかいの敵だ」


「静かにって言ってるでしょ！」


「はい」「ほんとすんません」


『ターニャさん！』


　いきなりの名指しだった。


『どうか！　あなたの世界を諦あきらめないでください！　大だい丈じよう夫ぶ！　私は知っています！　あなたは本当は──』


「………………？　アイ？」


　放送はまったくの唐とう突とつに途と切ぎれた。


「アイ!!」
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「──、──、を熊くまのジョンソンがインターセプトってわけでしてもう爆ばく笑しようでした。──っと、この辺でお時間がやってきたようです。どうもご静せい聴ちよう、ありがとうございます。本日のＤＪはわたくしアイ・アスティンが務めさせていただきました。サンキュー☆──エンディングテーマはザ・オフラップスから『フィフティーンズ・モンスターズ』。それではよい一日を。ばいば～い」


　レコードに慎しん重ちように針を載のせ、ミキサーを弄いじって音楽をフェードインさせてから、アイは業界人っぽく引っかけていたヘッドホンを外してふうっと一息ついた。自分で言うのも何だが最後の方はなかなか良い放送ができたと思う。とっておきの冗じよう談だんを三つも披ひ露ろうしてしまったからいまごろリスナーのみんなは爆笑必ひつ須すだろう。自分。これ一本で食べていけるかもしれない。


　さて。


　ヘッドホンを置いて改めて職員室を見回す。


　職員室は荒あれ果はてていた。朝から詰つめていた数人の職員は縛しばられて昏こん倒とうし。つくえとロッカーがひとつずつひっくり返り、机の上はごちゃごちゃとした書類で埋うめ尽つくされ、煙草たばこの吸すい殻がらが灰皿からこぼれ落ちている。半分はアイのせいではない、もともとこんなだったのだ。


「やほー」


　その、残ざん骸がいの上に、ディーがふよふよ浮ういていた。


「あ、どうもディーさん。放送聞いてくれました？」


「聞いてたよ。お疲つかれ様さま」


「いやーちょっと照れますね。どうでしたか？」


「よかったと思うよ。途と中ちゆうから、教員の工作で寮りようへの回線は切れちゃったけど。十分よい内容だったよ」


「え？　ちょっと待って下さい。放送途中で切れちゃったんですか？　じゃ、じゃあ、〝二ふた瘤こぶ駱らく駝だと轆ろく轤ろの意外な共通点〟とか〝地対空人食い玩具ハンプニーハンバート〟とかのネタは……」


「そんなのどうだっていいよ」


　と、


　ディーは、透とう明めいな笑え顔がおで、こちらをみていた。


　それを見て、アイもすっと表情を深くする。


「アイは、世界を救うんだね」


「はい」


「そっか、じゃあ、世界を終わらすボクとは、敵同士だね」


　そうですね。とアイは即そく答とうする。


　ディーはくすくすと嗤わらった。アイは単純に胸を張った。


「いいね、覚かく悟ごが決まっている人間は。それじゃあ勝負だ、どっちの夢が先に叶かなうか、……あるいは叶わず、地に伏ふすか」


「ええ、そうですね。……あ、でもひとつだけ訂てい正せいがあります」


「ん？　なに」


「敵同士、ではないですよ」


　ディーはきょとんと、


「ディーさんが私を敵だと思うことはあっても。私がディーさんを敵だと思うことは、ないですから。あなたもアイ・アスティンわたしの世界の、一部ですから」


「……」


　ディーは、幽霊ウイスパは、西方の魔ま女じよは、


　一いつ瞬しゆんだけ気を抜ぬかれ、


「……あっそ、すきにしなよ」


　すぐに自分を取とり戻もどして、床ゆかへと消えた。


「……脱だつ出しゆつまでは手を貸してあげる……勘かん違ちがいしないでよ。アイのためじゃなくて、アリスやみんなのためなんだからね」


「はい、それでいいですよ」


「……」


　消えた。


　気分屋の友人を見送って、アイはカーテンの隙すき間まから外を見る。監かん視しの視線はあるが狙そ撃げきをする気はなさそうだ。そろそろなにがしかの介かい入にゆうがあってしかるべきなのに……。


　その時、もこり、と文字通り足あし下もとをすくって。地面の煉れん瓦がが崩くずれ落ちた。


「ひゃ！」


　アイは尻しり餅もちをついた。突とつ入にゆう班だ！　まさかそんなところから！　でも逆にこのまま組み伏せてしまえば！


「せりゃ～～～～～～！」


　利きき腕を取って右足で押しつけ、左手一本で締しめ上げる。


「痛い痛い痛い痛い痛い！　おいこら、やめろっての！　助けに来てやったってのに、なんつうことスンだよ！」


「へっ？　あ、アリスさん!?」


　それだけではなく、Ｑクラスの面々がぞろぞろと穴から出て来る。


「重い、痛い、はやくどけ」


「す、すみません。でもよくもこんなトンネル掘ほりましたね」


「それについては俺おれも何も言えない。──いったい俺らはあの一週間。あのアホ幽霊にどこを、どう、掘らされていたのか……」


　ぴゅいー♪　と姿を現さないままディーが口笛を吹ふいた。


「だがまあ、今回だけは感謝してもいいかな。おかげで双ふた子ご以外は全員、合流できた」


　穴の中からつっかえひっかえしながら人が出て来る。二番目がハーディだったのでみんな遅おくれているようだ。


「……双子さん以外、ですか？」


「ああ、伝言預かってるぞ『私たちが残るのは私たちの意志だから、きにしないで』ってさ……あいつら、なんだかんだで一番の年長だ。考えてやってるよ」


「ん、わかりました」


「お、納なつ得とくするのか？」


　はい、っとアイは首を振ふる。


「あの三人が一いつ緒しよにいられるなら、なんとなく、大丈夫ですよ。──それよりもターニャさんのほうが心配──」


　穴からはようやくハーディが抜けだし、ヴォルラス、ギーギー、そして最後に……、


「アイ！」


　ターニャが飛び出してきてアイを抱だいた。


「アイ！　もうバカバカバカ！　こんな危ない真ま似ねして！」


「むぐ！　タ、ターニャさん。わっぷ！　もっぷ！」


　ぎゅううううっと抱きしめられて顔の全部が胸に埋うずまる。


「おーい委員長ー。そいつ多分いま、いままでで一番『危ない』状じよう況きようだぞ」


「え？　──ア、アイ。大丈夫!?」


　ぷはぁっと、窒ちつ息そく寸前から解放されて、まわりの空気をぐいぐいと吸い込む。


　そしてアイは、まじまじと、ターニャを見て、


「くふ」


「アイ？」


「くふ、くふふふふ」


　アイは、春先のリスのように、〝嬉うれしくてたまらない〟というように笑った。


「ア、アイ？　どうしたの？」


「ターニャさんが、やっぱり来てくれました」


「そうだけど……それがそんなに、可お笑かしいの？」


　すこしムッとしているターニャに、しかしアイはあやまろうともせずに、にやにや笑いをやめない。


「ターニャさん。どうして来てくれたんですか？」


「え？」


「どーして、ここに、来てくれたんですかぁ？」


　アイは本当に嬉しそうに笑い。ちょっとムカツク感じでいった。


「だっておかしいじゃないですか。ターニャさんは駄だ目め人間で、怖こわいの駄目で、知らないものも駄目で、身動きできないひとなんじゃ、ないんですかぁ？　そんなひとがどうして、こんな危険な場所にいるんですかぁ？」


　ターニャはおおいにムッとする。


「そんなことも……分からないの？」


「知りませーん」


「そんなの！　あなたが心配だからに、決まってるでしょ！」


「はい、ありがとうございます」


　とアイは、その言葉を聞いて、ふわりとターニャに抱きついた。


「ア、アイ？」


「ほら、やっぱりです。ターニャさんは駄目なんかじゃないです。人のためなら、怖いのなんて全然気にしないじゃないですか。私に言われるまで、気付かなかったくらいじゃないですか。あなたは空っぽなんかじゃないです。あなたは──」


　緑色の瞳ひとみと、伏せた瞼まぶたは見つめ合い。


「あなたは、他人のために自分を危険にさらせる人です。世界を助ける、人です」


「わ、私はそんな大層な人間じゃないよ！　ただの駄目人間で……」


「しつこいですねぇ。じゃあもうそれでもいいですよ」


「え？」


「そんなの所しよ詮せん、言葉ですから」


　アイは、甘あまえるように、縋すがるように、ターニャにすがりつく。


「だって現実では、ターニャさんがここにいて、私のところに、いますもの」


　言葉なんか、どーでもいいです。とアイは笑って、ぎゅっとした。


　ターニャはもう、降参するしか、ないようだった。


「ところでターニャさん。ご家族の居場所が分かりましたよ」


　アイはぺらりとメモ用紙を取り出して目を通す。


「え!?」


「ディーさんに調査を依い頼らいしました。ご両親共に村をでて、都会に引ひっ越こしたそうです。あなたの行方ゆくえを捜さがしています。──ですがいま、お父様の方がすこし肺を悪くしたそうで──」


「場所はどこ!?」


　ぐいぐいと、メモ用紙を奪うばい取らんばかりの勢いでターニャが迫せまる。


　アイはひょいと身をかわしながら、


「外の世界、ですよ？」


「だからなに!?」


「え？　あ、いやその、別に……」


　あまりの手のひら返しに、アイはしゅん、となってメモを渡わたした。ターニャはメモ用紙を小さく揺ゆらして真しん剣けんに文字の音を聞いている。


　アイはその態度にすこしあきれ、それからにこっと笑って皆みんなに言った。


「じゃ、行きますか！」








「行きますかじゃねぇよダボ」


　アリスが低い位置にある頭にチョップ。チョップチョップチョップ。


「い、痛いですよ！　なにするんですか!?」


「お前どうやってこの人数で脱出するつもりなの？　当然、考えてあるんだよな？　俺のパーフェクトプランを全部ぶっ壊こわしてくれたんだからよ？」


「ないです」


「マジふざけんなよお前……」


「いや、だって。私、こんな大所帯に、なるなんて、思ってません、でしたもん」


　ていうか、なんで、アリスさん達、まだいるんですか？　とアイは首を傾かしげる。


「んー……まぁ……確かに、それに関しちゃお前の責任じゃないか……」


「そう思うのなら、そろそろ、チョップを、やめて、私に、あやまって、ください」


「不思議とそういう気にならないんだよなぁ」


　アリスはチョップをし、アイはチョップを受けた。


「まあでも、やることなんて、ひとつしかないじゃないですか」


「まあなぁ、やることなんて、ひとつしかないよなぁ」


　Ｑクラスの全員が何のこと？　と二人を見つめる。


「正面突とつ破ぱだな」


「正面突破ですね」
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　今日は厄やつ介かいな一日になるとは思っていた。しかしこれほどまで厄介なことになるとは、流石さすがのマギータも予想していなかった。


　アイは職員室を占せん拠きよするし、アリスたちは反省室から逃にげ出している。職員室にはもう何人もひとを送ったのに帰ってくるものはひとりもいない。そのうえ結局あのふざけた放送も最後まで止まらなかった。


　そう、最後まで。


『正面突破だな。正面突破ですね』


「あの子たちはバカなのかい？」


　マギータは同どう僚りように笑いかけた。同僚たちは腹の底から笑った。


　正面突破という愚ぐ策さくを笑う意味もあったが。それ以上に大笑いなのは放送がまだ続いていることだ。寮りようや校舎への回線は切ったが、ここへの回線はまだ繫つながっているのだ。


「突とつ入にゆう班を下げな」


「いいんですか？」


「向こうから出てきてくれるんだ。わざわざこちらから出向く必要もないよ」


　マギータたち、教師陣じんはいま、学園唯ゆい一いつの出入り口、正門を守っている。門は二つの錠じよう前まえと巨きよ大だいな閂かんぬきによって封ふうじられ。さらにその前には銃じゆう弾だん防ぼう御ぎよ用の背の低いコンクリ壁へきが並んでいる。


「連中には少数とはいえ拳けん銃じゆうがわたっている。用心おし」


「了りよう解かい。──寮監、門の鍵かぎは？」


「ひとつは私が持っている。もうひとつはあんたらのうちのだれかだよ」


「了解。で、殺すのですか？」


「いいや」


　マギータは右みぎ腰こしの銃を抜ぬいてシリンダーを解放。白はく墨ぼく弾だん頭とうがぞろりと抜け落ちて足あし下もとに落ちた。


「腹立たしいが、いまはオルタスやバイアクーヘと大事な交こう渉しよう中ちゆうだ。生徒を七人も殺したなんて外がい聞ぶんの悪いことは避けにゃならんよ」


　みなが、しん、と冷めた。


「……やはり厳しいですか。本国からの送金は？」


「まだ何とかなってるが、役人への賄わい賂ろでトントンってところさ。ま、閉園されないだけましさ。……しばらく大人しくしているしかないよ」


　シガレットケースを取り出す。しかし中に入っているのは煙草たばこではなく、弾だん丸がんだ。そこからゴム弾を六発取り出してシリンダーに詰つめる。


「だがまぁ、脱だつ走そうを成功されたなんてのは、もっと外聞が悪いよねぇ」


　右手を振ふるようにしてシリンダーを収納し、手のひらとグリップのすいつきを確かく認にんしてからホルスターにおさめる。いつもなら安全装置としてハンマーを革かわ紐ひもに嚙かますのだがそれはしない。


「適当に、おやり」


　了解、の声と共に、教官たちはおのおのの武器を手に取った。多くのものはガムスラグシェルの散さん弾だん銃じゆうをもち、歴史学の教師は気の利きいたことにグレネードランチャーに木製弾頭を装そう塡てんしている。低火薬弾のサブマシンガンを用意しているものもいる。


　どれもこれも、当たり所が悪くなければ死なない程度の装備だ。それでも死ぬなら、そこから先は運だ。


「まあ、死んだら死んだで、オルタスに送り込んでやればいいさ」


　そういってマギータは笑い、左腰の銃を革紐から解放した。


　そちらには最初から、45口径の増火薬弾がぎっちりと詰め込こんである。


「寮監、質問が」


　数学の教師が言った。細い眼鏡めがねをかけた神経質そうな男だ。


「なんだい？」


「連中の異能は、聴ちよう覚かく強化に握あく力りよく強化、水中呼吸に冬とう眠みん──それと墓はか守もりと人間のハーフによる超ちよう身体能力。まぁ、ここまではいいです。しかしこのアリス・カラーの〝精密投とう擲てき〟というのは……」


「ああ、それかい」


　マギータが説明しようとした。すると、





『アリスさんって、そういえば不思議な力はあるんですか？　Ｑクラスなんですから』


『まあ、あるぞ』


『へぇ！　どんなのですか！　教えてください。なにか脱だつ出しゆつの助けになるかも──』


『んっとな、たとえばここに消しゴムがあります』


『はい』


『そして、向こうにマグカップがあります』


『はい。──何で敬語なんですか？』


『消しゴムを投げます』


『入りましたね。あと無視しましたね』


『消しゴムをさらに投げます』


『おーすごい、全部入りました』


『つまり、こういう能力』


『しょぼっ！』





「とまあ、そんなわけだ」


　マギータは門に備え付けられているスピーカーを指さした。


　教員達はくすくすと笑った。


「楽勝ですね」


「それは勝ってからお言い。アイじゃなくても火器がわたったら厄介なことに──」





『──めりめりばきばき』


『よっし、ガンロッカー開いたぞ。──あった、俺おれの銃だ！　おい、お前らも持て！』


『ショベルがあるので結構です』『あれうるさいからいらない』『あれ軟やわらかいからいらない』『あれおいしくないからいらない』『エルハの戦いは弓ってきまってるっス！』


『お前ら……』





　どっと、笑いの大波が教員達を浚さらっていった。さすがのマギータも注意できず、頭を抱かかえるのみだった。


『さて、じゃあ、そろそろ行くから……』


　そのときスピーカーの向こうから、妙みようにはっきりとしたアリスの声が聞こえた。


『まってろよ』


　ぶづん、と放送が切られる。


　教師達の間に怪け訝げんな困こん惑わくが広がった。


「りょ、寮監？」


「いまのは……」


「気にするんじゃないよお前達」


　マギータは素知らぬ顔で全員の手た綱づなを締しめた。


「ここ以外に出入り口はないんだ。奴やつらは必ずここにくる。あたしらは動かず。門を固めればいいのさ。配置につきな！」


　あたふたと、全員が防ぼう御ぎよ壁へきの後ろに隠かくれる。しかしマギータだけは姿をさらして、腰に手を当てて仁に王おう立だちしていた。その瞳ひとみはまっすぐに校舎を睨にらむ。


　やがて、


「来たぞ」


　ほこりっぽい風が吹ふいていた。風は道のうえに荒こう野やの砂をまき散らし、土つち埃ぼこりをもくもくと生じさせて視界を覆おおった。


　その煙けむりを蹴け立たてるように、切きり裂さくようにして、彼らは歩いてきた。


　ターニャとルン、ヴォルラスとハーディ、それにギーギー。


　みな、なにも持たずに空手のまま、制服姿であらわれた。


　五人はマギータの前にたち、そこで示し合わせていたかのようにネクタイを外して宙に投げた。


「拾いな」


　マギータは眉み間けんに皺しわを寄せて怒ど鳴なるように言う。しかし五人は、すこし怯おびえた顔をするだけで、命令には従わなかった。


　ネクタイを捨てなかったのは二人だけであり、その二人はそもそも指定の制服すら着ていなかった。


　アイはひとり、ショベルを背負って麦わらを被かぶり、初日とはまったくちがう自信満々の態度で墓守の服を着ていた。


　そしてアリスは、革かわのブーツを履はき、すり切れて着古したどこか知らない学校の学ランを羽織っている。彼だけが唯一武装していて、マギータと同じ二に丁ちよう拳銃を佩はいている。右腰に六連装の回転式、左腰に二十一発装塡の自動式。
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　この二人だ。


　この二人が、すべての原因なのだ。


　ざっ、と二人の足が止まり、両りよう陣じん営えいは対たい峙じした。その間二十五メートル。門まではさらに同じ距きよ離りが開いている。


「うーっす」


　右手を上げて、アリスが気安げに声を掛かける。


「よー寮監。待たせたな、約束通りこの七人で外に出たいんだけどよ……」


「約束は無しだ」


「……まーそうだよねー」


　アリスは嘆たん息そく。


「お前たち」


　マギータは嘲ちよう弄ろう。


「お前たちの度胸に免めんじて、命だけは取らないでやる。大人しくお縄なわにおつき、悪いようにはしないからさ」


「だってよ」


　ぐるりと振り返ってメンバーに聞く。


　全員の顔が語っていた。『否いな』


「だってよ」


「そうかい」


　右腰から抜銃、


　マギータは別にどちらの返事でもよかった。


「じゃあ、這はい蹲つくばって土でもお舐なめ」


　がちゃがちゃと、うしろに並ぶ銃たちの安全装置が外される。


「お眠ねむり」


　銃声が響ひびいた。
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　発砲、発砲、発砲。


　リボルバーが、ショットガンが、ライオットガンが、サブマシンガンが、


　すべての武器が火を噴いていた。これだけの運動エネルギーが集中砲ほう火かされては、もはや実じつ弾だんとゴム弾にあまり違ちがいなどない。


　ひとかたまりになったＱクラスの面々はぱたぱたと地面に倒たおれた。それでもマギータは容よう赦しやしなかった。撃うち終わったならすぐにまた六発装塡し、発射し、また六発。そのようにしてシガレットケースのゴム弾がすべて無くなるまで撃ち尽つくした。


　土埃がもくもくと立ち上っていた。


「……やり過ぎでは？」


　教師の一人が非難げに声を掛けてくる。真っ先に銃じゆう撃げきをやめた奴だ。


　マギータはそいつの手からショットガンを奪うばい取り、埃の中に向かっていきなり撃った。


　がぃーん、と丸太で鐘かねでもついたかのような音が響いた。


　煙の中を殺意の籠こもった視線で見み据すえて、マギータはショットガンを腰こしダメに構えながら、煙が晴れるのをまった。


　風はゆっくりと吹いて、煙を遠くへ運んでいった。





「けふっ、けふっ、──へ、へっくし！」





　最後の土煙を吸い込んでしまい。アイは盛せい大だいにくしゃみをする。


「んー、この攻こう撃げきは厄やつ介かいですね。くしゃみが出ちゃいます」


『ばかな……』


　物もの陰かげに隠れた教師たちがおののく、


「皆みなさんは大だい丈じよう夫ぶですか？　くしゃみ」


「ま、まあ平気かな……」


　アイのうしろに伏ふせていた、クラスメイトたちもおののく。


　冷静なのはマギータだけだった。


　ばかん！　とゴム弾が撃ち出される。


　アイはそちらを見ようともせずに、右手のショベルを小さくスイングした。


　がぃん！　と鈍にぶい音が響き弾丸は肉厚のショベルにはねとばされた。


　それを八百回。


　そのようにして、アイはクラスメイトたちを守った。


「お前たち！」


　呆ぼう然ぜんの域にあった教師たちはその一言で『はっ！』と蘇よみがえった。役立たずの銃を放ほうり投げて、ふところから実弾が込められた護身用の拳けん銃じゆうを取り出す。


　こんどこそ本物の殺意がアイ達を襲う。


　しかし、


　今度の発砲は一方的なものではなかった。


　アリスが上着の裾すそをぱっと撥はねて拳銃を摑む、右手にリボルバー、左手にマシンピストルの異い形ぎようの抜き撃ちクイツクドロウ。


　撃った。


　惚ほれ惚ぼれするような速度だった。教師達はまだ照準すらすませていない。


　しかし、


「？」


「……へへ、そうだよな。当たるわけねえよな」


　教師達の体には傷一つ無かった。彼らはコンクリの防ぼう護ご壁へきの陰かげに隠れて、体などほんの少ししか見えていない。


「ちょっとアリスさん！　『銃は俺に任せとけ』って言ってたのに！　全然当たんないじゃないですか！　いや、人に当てちゃ駄だ目めですけども！」


「しょうがねぇじゃん。だって俺、生まれてこの方、人間に銃じゆう弾だん当てたことないもん」


「使えな！」


「ふざけやがって！」


　アリスの言葉を聞いた教師の一人が、立ち上がった。もはや身の安全など考えずにリボルバーを突つきつけて引き金を引く。


　が、銃じゆう口こうから弾丸が出てこない。


「不発？」


「こっちもだ！　どうなってやがる！」


「撃鉄ハンマー」


　アリスは短く指し摘てきした。男は自分の銃を見る。撃鉄ハンマーとは弾丸の雷らい管かんを叩たたき、発火させる鉄のピンだ。


　そのピンが、折れていた。


「……金属疲ひ労ろうか？」


「畜ちく生しようが！」


　コンクリの陰で、また誰だれかが銃を抜く。アリスはそちらをちらりと見てから銃を撃った。弾丸は狙ねらい過あやまたずに撃鉄を撫なでるように触ふれてへし折った。男の手にはほんの小さな衝しよう撃げきしか残らなかった。


「俺おれの能力は知ってたんだろう？」


　ガンガンガンガンと、アリスの両手が火を噴く度たびに、教師達の武器は使い物にならなくなっていった。遮しや蔽へい物ぶつの向こう、辞典一冊分のスリットしかない隙すき間まから、相手のハンマーやバレルブッシングを吹っ飛ばしていく。


「狙った場所に狙った物を飛ばす能力。それが俺の〝拳銃喰らいブザービーター〟だ」


　ガンガンガンガン！


「人間には絶対にあたらない、安心しろ」


「ちぃ！」


　それでも流石さすがに人数が多すぎた。マギータ以外の残りの人間が『アリスの腕うでは二本しかない』という事実に気付いて、四人同時攻撃をしかけた。


「おっと」


『くたばれ！』


　発砲。と同時にアイが前に出た。


　ぱかかかーん！


　と誰も聞いたことがない音が響いて。


　すべての弾丸は墓はか守もりのショベルに阻はばまれた。銀色の刃やいばが振ふるわれる度に、空中に円形の火花が散り、あとにはひしゃげた王冠クラウンのようにめくれ上がった鉛なまり弾だまと、つぶれた果実のようにくだけた鉄鋼弾がバラバラと落ちるのみだった。


『ば、化け物……』


「む、失礼ですね」


　アイはショベルを下段に構えて残心、


「化け物じゃないです。私です」


　そのとき『ぱちぱちぱちぱち』と、場ば違ちがいな拍はく手しゆが響いた。


　マギータだ。


「……なんの真ま似ねですか？」


「称しよう賛さんだ。アイ・アスティン。アリス・カラー。なるほど、貴様たちを見くびっていた。正面突とつ破ぱと聞いて笑った無礼は謝あやまろう。貴様たちには力がある。──私は貴様たちに敬意を表して、この場は道をゆずろう」


『へ？』


　アイは間の抜けた顔をさらし、アリスはすぐにその言葉を疑った。


「……何の話だよ婆ばあさん？」


「私たちの理念の話だ。──この学園は、弱き者のための学園だ。彼らを守るために存在している。そして貴様達は強者だ」


「はあ……」


「そりゃどうも……」


「もともと入学を許した私たちの手落ちと言えるだろう。さ、そうと分かったらさっさと出ていけ。……他の者たちを置いてね……」


　マギータはちらりと、二人の後ろを見た。


「お断りです」


「なぜだ？　彼女たちは弱者だ。貴様たちとは違う。いまだって貴様たちの足を引っ張るばかりでなんの役にも立っていないではないか」


「……」


「強者を高めるのは強者だけだ。アイ・アスティン。貴様はこんなレベルの低い連中に付き合うべきではない。そうだ、我々の本校を紹しよう介かいしよう。世界最さい高こう峰ほうの頭脳が集つどう──」


「この●●」


　誰も彼もが絶句した。


　アリスがひとり、頭を抱かかえて『お前、そういう言葉使うのまじ今回限りにしろよな……』と嘆なげいている。


「ア、アイ・アスティン！」


「うるさいです。なにが役に立たないですか。なにが弱い者たちですか。いまからあなたたちは、私でもアリスさんでもなく、ターニャさんたちに負けるんです！　──行きますよディーさん！」


「はいよー」


　と、アイの叫さけびを受けてギーギーとルンが同じ動きで手を上げた。すると次の瞬しゆん間かん、二人はどろりと崩くずれて融ゆう合ごうし、他校の制服を着た一人の女子生徒になる。


「やっほーみんさん。はじめまして。ディー・エンジー・ストラトミットスです」


「な！　誰だお前は！」


「どこから出てきた！」


「お前たちお黙だまり！　それより他の部署に連れん絡らくおし！　あの二人は最初っからここには来ていなかったんだよ！」


　マギータがただ一人冷静に指示を飛ばす。


「もうおせぇよ」


　アリスは笑う。


「やれ、ディー！」


「うー、これ自我境界いじりすぎて消しよう耗もうするから、あんまりやりたくないんだけどなぁ」


「いいからやれ！」


　分かったよぅ。と呟つぶやき、ディー・エンジー・ストラトミットスは溶けた。溶けた体は乳白色の、濃こい、霧きりのように広がって濃のう密みつに辺りを包んだ。


「な、なんだこれは！」


「気色の悪い！　ええい寄るな！」


「静かにおし！　かってに撃うつんじゃないよ！　あっちだって条件は同じなんだ！　持ち場から離はなれなければどのみち逃にげられやしない！」


　教師達は妙みように生物的な、気色の悪い霧の中で震ふるえながらまった、霧はまるで、何かの体内のようで時折奇き妙みような風景を皆みなに見せた。──雪原──氷──炎ほのお──死体の群──


　悪夢のような霧は永遠に続くかと思われた。教師達はカタカタと震え、もう後一歩で同士討うちの憂うき目めを見るところだった。そのぎりぎりのところで、すくいのように背後から風が吹ふいた。


　霧が晴れた。


　マギータはすぐさま視線を走らせて五人を捜さがした。


　正面には誰もいなかった。


「どこに行った!?」


　マギータが視線を左右に振る。右にもいない、左にもいない、いったん退ひいたのか？　いや連中がそんなことをするとはまったく思えない。


　じっとりと汗あせばんだ肌はだに、背後からの風がびゅうびゅうと吹いて冷たく、さわやかだった。先さき程ほども奇妙な霧を吹き晴らしてくれた祝福の風だ。


　しかしまて、この風はどこから吹いている？


　ごう、っと背後から風が吹いた。


　風は強く、からりと乾かわき、


　太陽と荒こう野やの匂においがした。


　マギータは、ばっ！　と振り返る。


　強力な光が瞳ひとみを突き刺さす。


　──なぜ朝日が見える？


　風がごうごうと服を煽あおる。


　──なぜ風が吹く？


　マギータは光に手をかざし、瞳を細めてようやくその方角を見た。


　そこに、子供たちが立っていた。


　五人は強力な逆光の中にあり、朝日を背にして輝かがやいていた。風は彼らを祝福するように強く吹きすさび、制服はどこの不良にも負けないほど薄うす汚よごれてはためいていた。


　彼らはもう、学園の外にいた。


「ばかな……鍵かぎは私が……」


「コレのこと？」


　とヴォルラスが両手を開いて見せた。そこにはすっかり凹おう凸とつが取れて球体のようになってしまった錠じよう前まえがあった。


「閂かんぬきだって……」


「結構おいしかったね。作った人はいい腕してた」


　満足そうに、ハーディはふくよかなお腹なかをたたく。


「……そもそもあの霧の中でどうやって……」


「あ、それは私が──」


　おずおずと、まるっきり授業中に指摘されたときの態度で、ターニャは右手を挙げた。


　あの時、


　ディーが作り出した絶対視覚妨害エクトプラズマの中で、ターニャはひとり風景を聞いて全員を門まで誘ゆう導どうした。そこでヴォルラスが錠前をもぎ取り、ハーディが閂をつまみ食いしたのだ。


「うー疲つかれた。天下の幽霊ウイスパをここまで酷こく使しするなんて、本当に君たちはひどい奴やつだよ。体を別の形にするのって、すごく消耗するんだからね！　ぶるぶるぶる、生者こわい」


　ぴゅーっと、どこからともなく、幽霊が飛んできてそういった。


「うるせえ。そっちはどうなった」


「もちろん成功したよ。ルンもギーギーも、合流地点に向かってる」


　別働隊の二人、──ルンは水中呼吸で上水道の底を抜ぬけ、ギーギーは冬とう眠みん能力で彼女に引っ張ってもらったのだ。


「それではみなさん」


　アイは、呆ぼう然ぜんとするマギータにいった。


「また会う日まで、さようなら」


「まて！」


　マギータは声を上げた。


「まて！　ターニャ・スウェッジウッド！」


　名前を呼ばれてびくりと、ターニャが反応した。


「そいつらに付いていくんじゃない！　貴様は自身の異能を忘れたのか!?　貴様のような異形が外の世界で生きていけるわけないだろう！　ここに残れ！」


「一いつ緒しよに、しないで下さい」


　胸をかき抱いだき、恐おそれに震えながら、それでもターニャは言い返した。


「それは、あなた達です。ここでしか生きられないのは。もはやあなたたちだけです」


　それは、いつの間にか逆転してしまった構造だった。最初は、社会からはじき出された異能の子供を隔かく離りする場所だったはずなのに、いつしかそれは数を減じて、そこに付属する大人達の世界になってしまった。


「私は、荒野へもどります」


「！」


　マギータの左手が撥はねる。筋肉ではなく重力の力によって手首が落ち、グリップを引っかけるようにホルスターから抜く。その反動でコッキング。


　その銃じゆう口こうの前に、アイは飛び出た。


「無む駄だです！」


　ショベルを構える。その背中に向かってアリスが叫ぶ。


「バカ！　避よけろ！　さっきまでの32や38とはちがう！　45口径だぞ!?」


「大だい丈じよう夫ぶです！　お母様から受うけ継ついだこのショベル！　悪党の弾たまなんてちょちょいの」


　スカーン。


「あな～～～～!!」


「ばかこら泣くなよ。──ほら、コレあれだし。穴とかちげーし、キーホルダーつけるところだし。オシャレじゃん？」


「今すぐその口を閉じろガキ共！」


　アリスは尻しり餅もちをついているアイをかばうように前に出た。その眼前には人格を肉にく片へんに変える五つの鉛なまりが、飛び出す時を待っていた。


「嫌いやだといったら？」


　それでもアリスは、口を閉じなかった。


　マギータの方こそ口を閉じた。そして撃うった。


　アリスも神速の抜銃。足の小指の筋肉すら動員して右みぎ腰こしから六連装の回転式を放ほうり出すように抜く。マギータがダブルアクションの重さにもたつく間に腰で構える。


　しかし、それでもほぼ同時であり、


　トリガーが引かれ、撃芯フアイアリングピンが雷らい管かんを突つき破やぶった。はやい燃焼は衝しよう撃げきとなって薬やつ莢きようを暴れ、おそい火薬が一挙にやる気を出して燃え上がった。豆まめ粒つぶ程の鉛玉に音速を超こえるほどの初速がつき、高速物体となった弾だん頭とうはライフリングに引っかかって回転運動を手に入れる。


　期せずして、同じ銃だった、同じ弾の重さだった。同じ火薬の量だった。


　ただ、その向かう先だけが違ちがった。


　マズルファイアにすこし遅おくれて、鉛の弾だん丸がんは撃ち出された。アリスの弾はマギータの脇わきを抜けていくルートにあり。マギータの弾はアリスの右心室を貫かん通つうするルートにあった。


　だが、二つの弾丸はそのルートを最後までまっとうできなかった。


　二つの弾丸は向かい合い、ゆっくりと接近し、接近し、接近し、


　衝しよう突とつした。


　同じ重さの鉛玉は正面からぶつかり合い、お互たがいの運動エネルギーを食い合ってぴたりと空中に制止した。


　マギータは銃使いとしては本当に優ゆう秀しゆうな人材だった。


　その、あり得ざる事態を目まの当たりにして、なお冷静さを維い持じし、ほんの少しだけ銃口を動かして腎じん臓ぞうを狙ねらって撃った。


　アリスも撃った。


　空中に二つ目の鉛玉が浮うかんだ。


　マギータは撃った。撃った。撃った。


　アリスも撃った。撃った。撃った。


　計五つ。


　マギータはなおもトリガーを引いた。がちがちがちがちとトリガーを引いた。


　宙に残った鉛玉は順番に、夢から覚めるように地面に落ちた。


「俺おれの能力。言っただろう？　狙ったところに、狙ったものをだ」


　アリスは銃を向けたまま言った。そこには最後の一発が残っている。


　マギータはがちがちがちがちとトリガーを引いた。


「行かせてもらうぜ」


　銃口をすっと、降ろして、アリスは言った。


　鬼おにの、と呼ばれていた寮りよう監かんはこくりと肯うなずくだけだった。マギータは急に歳としを取って、本当の老ろう婆ばになってしまったかのようだった。


「あなたって……」


　朝日に向かって歩いてきたアリスへ向かって、アイはなにか言おうとした。しかしうまい言葉は出てこなくて、結局、


「変、ですね」


「お前に言われたくねーよ」


「まあ、いいです。そんなあなたも、私は助けますよ」


　そこまで言って、アイはすううううぅぅと息を吸い込んだ。


『ゴーラ学園の生徒さんたち！　見ていてくれましたか！』


　ここからは壁かべがあって、寮は見えない。だがきっと見ている。聞いている。


『私は自由です！　そしてあなたたちも自由なのです！　外に出たいのなら出られるんです！』


　アイは叫さけぶ。魂たましいの叫びを上げる。


『そう願うのならそうしてください！　そしてお近くのディーさんにお伝えください！』


　横でうるさそうに聞いていた幽霊ウイスパがぎょっとした顔で「おい」といった。





『私はそれを！　お助けします！』





　しん、と、落らく雷らいのあとのような静せい寂じやくが戻もどってきた。


「……満足したか？」


「はい！」


「まったく変なやつ」


「あなたに言われたくありません」


「いやいや、二人とも変だよ」


　言い合うアイとアリスとディー。


　その三人を見ながら〝友だち〟であるターニャは溜ため息いきを吐つき、おもった。この三人は明らかにおかしい。変だ。異能とかそういうのとは違うレベルで頭がおかしい。普ふ通つうなら、──普通である自分なら、絶対に近づかないタイプの人間だ。


　でも、


「行こう」


　ターニャは叫び、アイの手を取って歩き出した。


「わっとっと」


「ルンとギーギーが待ってるよ」


　──いいのだ。と思う。


　アイが変だからって、それで遠くなることは、間ま違ちがっているんだ。


　わかり合えなくても、それでも、


　友だちでいることは、できるのだ。


「行こう！」


　五人の目の前にはまだ、昇のぼり始めたばかりの朝日があり、開けたばかりの未来があった。








「ア～イ～～～!!」
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　そしてすべてが終わったそのあとに、


　その男は現れた。


　アイたちが逃にげた背後、学園の壁沿いの横道から青い車が飛び出してくる。車は正門に乗り付けると運転席からぽいぽいと色とりどりの手しゆ榴りゆう弾だんを転がした。


　教師たちがあわてて、放心したマギータを連れて逃げる。


　カッ!!


　と太陽と反対の方向に閃せん光こう手榴弾による本日二度目の夜明けが訪おとずれ、次いで高周波と低周波と可か聴ちよう音おんをまき散らす音おん響きよう爆ばく弾だんが炸さく裂れつした。


「う～ん」


　とターニャがたおやかに倒たおれた。


「アイ！　どこだ！　助けに来たぞ！」


　運転席からぬっとロケットランチャーが突き出される。男は安全装置のタグをぽいぽいと捨てた後、反対側の窓を丁てい寧ねいに開けてからそれを門にぶち込んだ。


　助手席に飾かざってあった、アイがオルタスでもらった大切な花の飾りがバックファイアで吹ふっ飛とんでいった。





「ア～～イ！　どこだ～～～～!!」





「…………………………ねえ、アイ。呼んでるよ」


　音響爆弾で一番のダメージをくらったターニャが、しゃがみ込みながらいった。


「知りません」


　同じく、しゃがみ込みながら、アイはいやいやをした。


「アイなんて人はここにいません。ユリーなんて人は存在すらしません」


「うるせぇアホ！　とにかく収しゆう拾しゆうつけてこい！」


　アリスに尻しりを蹴けっ飛ばされる。アイは涙なみだ目めで歯を食いしばって文句も言わずに駆かけた。


「ア～イ～～～～～!!」


　いよいよユリーは運転席を降りようとしている。右手にアサルトライフル、左手にサブマシンガン、胸の前には防ぼう弾だんチョッキのおんぶ紐ひもでくくられたセリカが抱かれ、なぜか本人の上半身は裸はだかであった。


「アイ！　どこだ!?」


「ここです！」


　十分な加速のついたドロップキックが大男に炸裂する。


　ユリーはぐらり、とすこし傾かたむいた後、ぎゅるりと回復していまだ空中にあるアイを捕つかまえた。


「アイ！　見つけた！」


「嫌～～～～！　捕まった～！　は～な～し～て～!!」


「まったく！　心配したんだぞ！　よかった、あの胡う散さん臭くさい幽霊の話を聞き入れて本当によかった。君に何かあったら俺おれはあいつに、地じ獄ごくの底でなんて言っていいのか！」


　ユリーはほっと、本当に虚きよ脱だつした、魂からの安あん堵どでアイを抱だきしめた。しかし友だちの前で保護者の恥はずかしい姿を見せ続けているアイはやめて欲しくて仕方がない。あと、この場にこの大男を誘ゆう導どうしたディーにはどうにかがんばって復ふく讐しゆうしてやる。


「ユ、ユリーさん。それよりも傷ス持カちーさんは……」


　セリカは大男の胸の中できゃっきゃと楽しそうにしているが、傷ス持カちーの姿が見えない。


「……あ、ああ、そう。それなんだが……」


　ユリーが言い淀よどむうちに、正門のむこうにわらわらと人が集まり始めた。先さき程ほどの鎮ちん圧あつ用の物ではなく、みな重火器を持っている。


「いかん！　とにかく脱だつ出しゆつだ、乗れ！」


　ユリーが運転席に乗り込んで言った。すると、


「そりゃ助かるな、よろしくおっさん」


　アリスが乗り、


「お邪じや魔ましますわ」


　ターニャが乗る。


「狭せまいね」とハーディ、「ま、乗れなくはないわ」とヴォルラス。


「ガキがまた増えた!?」


　ユリーは驚きよう愕がくし。


「あと二人増えますよ」


　アイがうれしそうにいう。


「♪」


　ディーは屋根の上だ。そこに座って、足をぶらぶらさせている。セリカは目をきらきらさせて『今度自分もアレをやろう』と考えている。


　ユリーは親の敵かたきのようにアクセルを踏ふんだ。





「それで、傷ス持カちーさんはどうしたんですか？」


　この糞くそ忙いそがしいときに、アイはなおも聞いてくる。


　ユリーはやけくそ気味で答えた。





「育児放ほう棄きだ！」




　それから、数日。


　一台の車が黄色い荒こう野やを走っていた。車は三列シートの青いワゴン車で、七人の子供と一人の赤あかん坊ぼう、それに一人の大人と一人の幽霊を乗せてえっちらおっちら走っている。





　後席にいる三人の娘むすめが声を上げる。


　脱出の時にびしょ濡ぬれになって鼻声のルンが、


「……なんか、臭くさい、セリカうんちした……」


　びしっ！　と自信満々で手を上げてアイ。


「はい！　私、もうおむつ替がえ覚えました！　やれます！　やります！」


　ターニャは冷静に荷物を漁あさり。


「アイ。でも、おしめの布がもうないんだけれど……」


「えっ？　ど、どうしましょう！　ユ、ユリーさ～ん！」


「黙だまれ」


　ユリーは淡たん々たんと答える。





　中席ではむずむずと泣くセリカを見守る二人がいた。


「かわいいね～ヴォルラス」


「そうね～ハーディ。私たちも欲しいよね～これ」


「ヴォ、ヴォルラス。そんな人前で……ユリーさんも見てる」


「黙れ」


　運転席のユリーは後ろの喧けん噪そうをなんとか無視してハンドルとペダルを操あやつるだけのマシーンになろうとがんばる。


「まあまあ、お、じ、さ、ま[image: ]　かりかりしないで」


「黙れ」


「うぇ、幽霊ウイスパの存在全否定。……うーバカバカ！　おじ様のバカ！」


「いいから黙れ」


「まあ、諦あきらめろよおっさん。そいつ気に入った奴やつにはほんとべったりだからな」


　助手席で地図を広げるアリスが言う。その向こう側にはギーギーが覗のぞいていた。なぜ屋根なのかについては『自分、エルハの子っスから』としか答えなかった。ユリーはもはやどうでもよかった。


　車は騒そう音おんでひしめき合って、静せい謐ひつな荒野にチンドン屋の如ごときわいわいがやがやを放っていた。野生の皮トカゲは必ず車を二度見して『きゅい？』っと不思議そうに鳴いていた。


「おっさん、三百メートル先、左な」


「黙れ」


「うぇ!?　ナビくらいいいだろ。なんでおっさん、ずっと『黙れ』しかいわないんだよ」


「だま……む……うむ」


　ユリーははっとした様子で、その指示を聞き入れた。


「……お前たち、本当にその街で降りるんだな」


　いま向かっているのはターニャの両親が住まう都市だ。


「さーて、どうしようかな」


　だがユリーの直感が告げていた。すくなくともこのガキと幽霊にそのつもりはない。


　ユリーは重たい溜ため息いきを吐ついた。傷ス持カちーを捜さがしに行かなければならないって時にまた面めん倒どうなことになって……。


「あ！　おっさん！　いまんとこ左だってば！　バックバック！」


「ユ、ユリーさん！　おむつが、おむつがもう無いです～！」


「ねえねえおじ様ラジオつけて！　この辺だとボクの好きな『真しん珠じゆのウミガメ放送』が入るはず──」


「……頼たのむから、全員黙れ」


　そのようにして、


　車は荒野へ、帰っていった。






　幕後







「ウッラさま、アイ・アスティン様から手紙が届きました」


「え!?」


　メイドが運んできた手紙を前に、ウッラはぱぁっと顔を輝かがやかせ。上うわ目め遣づかいでキリコを見上げた。その角度は卑ひ怯きようだとキリコは毎回思う。


「ね、キリコ。いま見ても……」


「駄だ目めです。オーソラ卿きようがいらっしゃるまで、もう何分もありませ──」


　と、そのとき、脳のう裡りに故国オリアスからの連れん絡らくが届く。奇くしくも、オーソラ卿遅ち刻こくの連絡だった。


　一いつ瞬しゆん、規律のために誤ご魔ま化かそうかと思ったが、ウッラはとっくにこちらの顔色を読んでトラブルの匂においを嗅かぎつけている。


「……十五分だけですよ」


「ひゃっほー」


「ひゃっほーはお止やめください」


　下しもオルタス、北区、旧市街にある豪ごう商しよう、ブリテリティ・テンマハウスの持ち家のひとつにいま、ウッラたちは潜ひそんでいた。アイたちがオルタスを去った日の電でん撃げき作戦が失敗に終わり、潜せん伏ぷくを余よ儀ぎなくされたのだ。ウッラたちはそこで、逆転の目を見るため、日々、ロビー活動にいそしんでいる。


　今日はオルタス名物の巨きよ大だい一族、リー家の長男との会合があるのだ。そのためにウッラは、メイドたちによって、絢けん爛らん豪ごう華かに飾かざり立てられていた。


　髪かみを結ゆい上げて、肩かたを晒さらして、粉こなを吹ふかれて、爪つめを削けずられ、香こう水すいをまかれる。


　流石さすがのウッラもすこしぐったりしていた。そこへ届いたアイの手紙だ。キリコだって最初から読ませてあげたかったから、ちょうど良かった。


　メイドたちに下がってもらい、キリコはウッラの背後から紙面を眺ながめる。


「なにが書いてあるの？」


「冒ぼう険けん！」


　紙面はオルタスを出た日の事からはじまっていた。キリコとウッラは夢中で手紙を読みふけった。アイの意図せぬ入学、ゴーラ学園の裏の顔、新しい知り合い。ターニャ、ギーギー、ヴォルラス、ハーディ、ルン、そしてミミ、メメ、モモの三姉し妹まい。


　手紙は楽しく、文章は躍おどるようであり、紙面の向こうの人たちは、なんだか新しい友人たちのようだった。


「それで、結局みんなどうしてるって？」


「あのね──」


　アイの手紙は楽しいが、時系列がぴょんぴょん飛んだり急に説明が入ったりで、すこしだけ読みにくい。


　ウッラはそのあたりを要約してキリコに語る。


　ターニャは結局、家族のもとへと戻もどった。その時メンバーの何人かも一いつ緒しよにスウェッジウッド家に残ったそうだ。


「ハーディとヴォルラスは〝死体の王〟のキャラバンに向かったんだって。ギーギーはまだ一緒にいて、冬山越ごえの装備を整えてる、──わ、冬山越えの装備って〝太ること〟なんだって。不思議。──ルンは海底都市にやっぱり行くんだって。ギーギーと一緒にお金貯ためてる」


「そっか、それでアイは？」


「それはまだ」


　しかしそこから先は日常の報告になってしまい、一行の予定はまったく書かれていない。ついに紙面は最後の一枚になり、二人はすこし不安になる。アイの事だから、自分たちのことをすっぽり抜ぬかして文章を閉じる、なんて事もありそうだった。


　心配は一応、杞き憂ゆうに終わった。


「…………この〝世界を救う仲間〟のアリスとディーって誰だれだよ……」


「傷ス持カちーさんが育児放棄…………」


　その、重要極きわまる情報は、何かの言い訳のように最後の所にサササーと書いてあった。具体的に言うと三行で〝と、いうわけで。私たちは今、育児放棄した傷ス持カちーさんを追って〝世界塔ザ・タワー〟へ向かうところです！　大だい丈じよう夫ぶです！　世界を救う仲間（二人は違ちがうって言い張ってますけど）のアリスとディーさんも一緒です！　大丈夫です！〟


　流石のウッラもめまいを感じたようだ。


「だ、大丈夫？」


「……結構ダメかも」


　うーん、とうなり、それでも、とウッラはいう。


　それでも、


「それでも、お姉ちゃんは〝楽しそう〟なの」


　ウッラは瞳ひとみを閉じてムムムとやる。この生と死の姉妹は、ほんの僅わずかだが、不思議な繫つながりを持っている。


「だからまあ、大丈夫でしょ」


「そだね、どうせあの連中のすることだから心配するだけ無む駄だなんだよね」


　そうそう、と二人で言い合い立ち上がる。脳裡に強攻レツクスからの連絡。


「さて、お貴族さまの到とう着ちやくだよ。こっちもがんばろう」


　うん、と小さく気合いを入れて、ウッラは立ち上がり。





　黄金の錫杖を手に持ち。


　至銀の王冠を被かむる。





「キリコ」


「うん？」


「私はおうに成るよ」


　うん、とキリコは深くうなずき。


「ぼくは君を、王にするよ」


　と答えた。


　ウッラはニコリと微笑ほほえんで、





「行こうか、キリコ」


「ええ、ウッラ。どこまでも」





　ウッラ・エウレウス・ヘクマティカがその名にオルタスを列つらね、永逝神代天冥王を冠かんし、アイ・アスティンの物語と再び混じり合うのは、


　まだ、すこし先のおはなし。






　あとがき







　物書きといえば椅子上の住人なわけでして、その人生のほとんどを椅子の上で過ごします。執しつ筆ぴつはもとより、構成を考えたり、ネタを捻ひねったり、お茶を飲んだり。人によっては食事も椅子の上でとるようです。すごい。


　さて、それでぼくですが。ぼくも物書きの端はしくれとして椅子には強いこだわりがあります。と、いってもよく言われる多機能椅子やエルゴ椅子などの高価方面へのこだわりではありません。逆です。ぼくはなるべく自由度の低い。がっしりとした椅子が好きなのです。


　キャスターなし。上下動なし。背もたれの移動なし。クッションなし。


　学校で使っていたベニヤと鉄パイプの集合体みたいな椅子。あれです。あれを肉厚にしたようなのが理想な感じです。


　というのも、ぼくが椅子に対して座る以外の行動をたくさん取るからなんですよね。


　正座やあぐらは序の口、書くのに詰つまったら二本足でぎこぎことバランスを取ったりエクササイズを始めたり、溶とけたアイスみたいな体勢で寝たり起きたり、落っこちたりと大忙しです。落ち着きがない子です。椅子にアスレチック的なものを求めているのは明白です。


　なので、多機能椅子はぼくにはかえって不自由なものなのだったのです。


　──が、


　腰を……そして肩を……。


　やってしまいましてですね……。ええ。や、ギックリ腰とか四十肩とかそういう致命的なものではなく、ふつーに肩こりなんですが。それまでそんなにこったことがなかったのでビックリしました。


　そこでお爺じいちゃんの使っていた形見の高級椅子を引っ張り出して座ってみたのですよ。そしたら、もう、これがほんと具合よくてですねぇ、ぎゅっとフィットして体重を分散してくれるのですよ。まるでマシュマロに腰掛けたよう。おかげで肩こりが一発で治りました。やっぱりアスレチックに腰掛けちゃダメですね。シリガカタクナルバカリ。


　──そして、アスレチック椅子は封印され、ぼくの肩と腰の平和は永遠に保たもたれたのでした。


　めでたしめでたし。


　……………………しかし、入いり江え（新人）君きみ人ひとは知らなかった。それは新たな肩こりへの第一歩にしか過ぎなかったのだと……。


　──つづく。





　はい、というわけで（閑話休題の意）出ました「神さまのいない日曜日」。三巻です。


　すごいなぁ。噓うそみたいな話だなぁ。夢じゃないんだろうかこれ。


　と、毎回毎回言い続けるのも芸がないのでこれくらいにします。読者さんも聞いてて楽しくはないのでしょうしね。これからはクールな後書きを目指します。「噓だぁ」とか「そんな馬ば鹿かな……」とか「夢じゃないのかこれは……」とか言いながらガタガタ震ふるえるのは禁止です。そんなあとがきは少なくともクールではないですからね、第一──


担「入江さん」


　おっと、担当さんです。なんでしょうか。


担「神さまのいない日曜日、ドラマＣＤ化が決まりました」


　……。……。……。


　噓だぁ。


担「本当です」


　そんな馬鹿な……。


担「さらに、漫画化も決まりました」


　夢じゃないのかこれは……。


担「現実です」


　現実ですか。


担「あと、ドラマガの十一月号は表紙です」


　………………ははぁん、さてはニセ現実のやつか。最近多いよねー。


担「もしもし？　入江さん？」





　マジ現実でした。


　と、いうわけで。「神さまのいない日曜日」、いろいろと急展開です。


　ドラマＣＤは十二月二十九日にマリン・エンタテインメントさんからの発売予定となります。ぼくが出来ることはあんまりありませんが。初回盤の特典として掌しよう編へんを書かせていただきました。アイとハンプニーの、あの満月の夜のお話しです。


　漫画版のほうは『ドラゴンエイジ』誌上にて十月九日売り十一月号からはじまります。


　というかはじまっています。この後書きを書いている時にはまだ、ぼくも見ていないのですが、ネームは見せてもらいました。「おお……おお！」これはすごいですよ！　是ぜ非ひ是ぜ非ひ、誌面にてご確認ください！　確認された方には、ありがとうございます！


　表紙に関しては……もう……なにも言えません。まさにトドメって感じです。





　やーもう、クールとか無理です。すごいことになってます。まさに怒ど濤とう、嵐のよう。


　さて、その真ん中で、台風の目にいるようなぼくになにが出来るのか？　というお話。


　多分なんにも出来ないのだと思います。台風の目が嵐の強さと関係ないように、ドーナツの穴がドーナツの味となんの関係もないように。


　僕に出来るのはただ、続きを書いて、ドーナツを作ってくれた人と、ドーナツを食べてくれた人に「ありがとうございました」と言うだけです。


　そんなわけでみなさま、「ありがとうございました」


　それでは四巻で、またお会いましょう。


　ばいばい。







入江君人





神かみさまのいない日にち曜よう日び[image: ]





入いり江え君きみ人ひと






[image: ]


平成23年11月17日　発行


発行者　山下直久


発行所　株式会社富士見書房


〒102-8144　東京都千代田区富士見1-12-14


http://www.fujimishobo.co.jp/


(C)2010 Kimihito Irie, Shino/Fujimishobo




[image: ]

OEBPS/images/P291.jpg





OEBPS/images/K001.jpg
ﬁé’,ﬁwiilz /.

BEotse






OEBPS/images/FJB_LOGO.png





OEBPS/images/P061.jpg





OEBPS/images/ROMA03_G.png





OEBPS/images/P039.jpg





OEBPS/images/T002.jpg
&9 e F &2 & @ g k%\\v





OEBPS/images/P121.jpg





OEBPS/images/ROMA03.png





OEBPS/images/COVER.jpg
KIMIHITO IRIE






OEBPS/images/P075.jpg





OEBPS/images/K004.jpg





OEBPS/images/P099.jpg





OEBPS/images/KUGIRI.png





OEBPS/images/T003.jpg
%
"
i
L
¥
=
¥
D
L
33
5
N
o })





OEBPS/images/T001.jpg
® ] &8 F &5 2@
50
dj

=4





OEBPS/images/BOOKWALKER.png
AT

BOOKYWALKER





OEBPS/images/K002_zzz.jpg





OEBPS/images/HEART_WHITE1.png





OEBPS/images/ORIKAESHI1.jpg
NIEA
LD EHVE

EZ+—BT 7YY ITRE [
FOVLEWLWHREH] TFE 21— F
T, ERICHEOT—EELN D
el &FUPILRES DRI
ETUICe ENETRITHRESA
[CBIFTHBEY v RORII VT
G UDEVWTWEBATU
nBe XX BHIARHIC,

ASAN KT
AN=FTH1Y {ES

I

o~
=





OEBPS/images/P149.jpg
SO %
C

' >
,;211"/
/
9
i
ol






OEBPS/images/P311.jpg





OEBPS/images/P089.jpg





OEBPS/images/P193.jpg





